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こ
の
制
度
に
先
行
す
る
こ
と
二
年、

明
治

二
ハ
年
(
一

八
八
三
〉

に
は
、

福
岡
県
か
ら
巡
回
教

師
と
し
て
夜
須
郡
三
並
村
の
長
沼
幸
七
が
石
川
県
に
、

翌
年
に
は
、

林
遠
里
が
富
山
県
及
び
石
川

県
に
各
々
聴
用
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
二
人
の
特
用
が
、

石
川
県
で
の
福
岡
農
法
の
導
入
に
よ
る
稲

作
改
良
の
実
施
の
契
機
と
な
っ
た
。

そ
し
て
同
県
に
お
け
る
そ
の
「
成
績
」

が
、

各
府
県
で
注
目

を
受
け、

農
事
巡
回
教
師
制
度
の
制
定
と
相
ま
っ

て
、

福
岡
農
法
の
全
国
的
な
導
入
の
気
運
を

生
み
出
し
た
の
で
あ
る
。

本
章
で
は
、

こ
の
気
速
の
な
か
で
実
業
教
師
た
ち
が
福
岡
の
地
か
ら
、

ど
の
よ
う
な
形
で
派
遣

さ
れ
て
い
っ
た
の
か
、

ま
ず
い
く
つ
か
の
事
例
を
示
し
、

次
に
彼
ら
が
実
業
教
師
と
し
て
派
遣
さ

れ
る
場
合
に
そ
の
資
質
を
「
推
薦
状
」

お
よ
び
「
履
歴
書
」

に
よ
っ

て
み
て
み
た
い
。

さ
ら
に
、

彼
ら
の
出
身
郡
の
分
析
か
ら
、

そ
の
派
遣
基
盤
を
明
ら
か
に
し
た
い
c

そ
し
て
福
岡
農
法
の
バ
ッ

ク
ア
ッ
プ
と
し
て
の
改
良
農
具
の
供
給
基
盤
に
つ
い
て
も
考
察
す
る
。

社出川町一
二
立
日ナ

〕加佃
回附
巴小
宮大
挫未
払刺仏
師削
爪川り

福山刊
当
坦

明
治
前
期
の
勧
農
政
策
は
、

二
つ
の
方
向
(
す
な
わ
ち、

「
西
洋
農
法
の
移
植
」

と
「
在
来
農

法
の
見
直
し
リ
老
農
技
術
へ
の
依
存
」
)

の
な
か
で
、

試
行
錯
誤
を
続
け
た
。

明
治
一

0
年
代
前

半
ま
で
は
、

前
者
の
方
向
に
そ
っ

た
諸
施
策
が
と
ら
れ
な
が
ら
、

後
者
の
方
向
が
消
え
る
こ
と
な

く
、

と
く
に
各
府
県
段
階
に
お
け
る
老
農
の
起
用
と
し
て
そ
の
位
置
を
占
め
て
い
た
。

そ
し
て
明

治
一

O
年
(
一

八
七
七
)

の
西
南
戦
争
に
よ
る
膨
大
な
財
政
支
出
を
一

つ
の
契
機
と
し
て
、

財
政

建
て
直
し
の
必
要
か
ら
、

多
額
な
財
政
支
出
を
と
も
な
う
模
範
奨
励
・

直
接
保
護
的
な
勧
業
政
策

転
換
の
気
運
が
高
ま
る
な
か
で
、

勧
農
政
策
も
大
き
く
後
者
へ
と
か
た
む
き
、

明
治
一

四
年
(
一

八
八
一
)

に
お
け
る
内
務
省、

大
蔵
省
の
勧
業
部
門
の
分
離
統
合
に
よ
る
農
商
務
省
の
設
置
を
画

期
と
し
て
、

そ
の
方
向
が
決
定
づ
け
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

こ
れ
以
降、

老
農
依
存
型
の
勧
農
政
策
の
展
開、

勧
業
機
構
の
形
成
が
み
ら
れ
る
が
、

本
章

と
の
関
わ
り
で
画
期
的
と
も
い
う
べ
き
施
策
は
、

明
治
一

八
年
(
一

八
八
五
)

八
月
に
設
置
さ
れ

た
農
事
巡
回
教
師
の
制
度
で
あ
ろ
う。

そ
れ
ま
で
に
も、

い
く
つ
か
の
府
県
で
、

勧
業
掛
制
度
な

ど
に
よ
り
独
自
な
設
置
が
み
ら
れ
た
が
、

こ
の
設
置
は
そ
れ
を
全
国
的
に
す
る
と
い
う
役
割
を
持

っ

て
い
た
の
で
あ
る
。

「
由民
事
巡
回
教
師
設
置
条
項
」

に
よ
れ
ば
、

こ
れ
は
二
O
条
か
ら
な
り、

第
二
条
で
巡
回
教

師
を
甲
部
と
乙
部
に
分
け、

第
三
条
で
甲
部
を
「
当
省
よ
り
派
出
し
、

農
務
局
員
を
以
て
之
に
充

へ
し
。
」

と
さ
だ
め
、

第
五
条
で
乙
部
を
「
地
方
官
に
し
て
そ
の
管
内
実
業
者
中
老
練
に
し
て
名

望
あ
り、

兼
て
学
理
に
通
す
る
も
の
を
撰
し
め
、

当
省
よ
り
之
を
命
す
る
も
の
と
す
。
」

と
さ
だ

め
、

第
六
条
以
下
乙
部
農
事
巡
回
教
師
の
給
与、

巡
回
期
節、

区
画
の
設
定
、

復
命
手
続
き
、

巡

回
心
得
な
ど
が
規
定
さ
れ
て
い
る
。

甲
部
は
普
通
農
事
を
担
当
し
、

乙
部
は
蚕
糸、

製
茶
を
担
当

し
た
。
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(
1
〉

明
治
一

九

年
(
一

八
八
六
〉

に
お
け
る

石
川

県
へ

の

派
遣

石
川

県
は

長
沼
幸
七
と

林
遠
里
の

樗
用
の
の

ち
、

福
岡
農
法
の
一

層
の

導
入
リ

普
及
の
た

め
、

同
農
法
を
体
得
し
た

福
岡
県
の

老

農
の

派
遣
を
彼
ら
に

依
頼
す
る
と
と

も
に
、

公
的
ル

!
ト

と
し

て

福
岡
県
勧
業
課
に

対
し
て
「

馬
耕
及
び

寒
浸
、

水
撰
、

土

園
、

其
他
農
事
に
老

練
の

者
数
名
を

招
抽付
し
た

き
旨
」

の

照

会
を
お
こ

な
っ

た
。

そ
の
こ

と
か

ら
、

教
師
の

選
抜
は

形
式
的
に

は

県

勧
業
課
の

事
業
と
な
り
、

同
課
は
、

「
御
笠
、

那
珂
、

早
良
、

粕
屋
、

夜
須
、

生

葉
、

山
門
、

上

勺
4
M

毛
の

諸
郡
」

に

対
し
て
二

名
な
い

し
三

名
の

候
補
を
推
薦
す
る
よ
う
通
達
を
だ
し
た
。

そ

れ
に

も
と

ず

き
各
郡
役
所
は
、

老

農
の

「

履
歴

書
」

を
添
え

同
課
へ

上

申
し
た
の
で

あ
る
。

上
座
・

下
座
・

夜
須
郡
役
所
は
、

こ
の

通
達
に

答
え
て
、

長
沼
弥
三

郎
、

宗
野
卯
平
、

多
田

吉
郎

次
の
三

名
を
推
薦
し
た
が
、

所
轄
地
域
が
、

長
沼
幸
七
の
地
元
で
あ
り
、

彼
が

石
川
県
能
美
、

石

川
、

江
沼
、

羽
咋
の

四
郡
役
所
か

ら
実
業
教
師
派
遣
の

依
頼
を
受
け
、

そ
の

選
抜
の
た

め
に

帰
福

し
た
こ

と
も
あ
っ

て
、

同
郡
役
所
経
由
の

推
薦
は
、

新
た
に

彼
の

選
抜
し
た
老
農
を
も
っ

て
お
こ

な
わ
れ
た
。

彼
の

選
抜
は
、

遅
く
と

も
明
治
一

八

年
(
一

八
八
五
)

の
一

二

月
に
は
じ
ま
り
、

翌

年
の
二

月
に

終
っ

て
い

る
。

彼
は
、

郡
役
所
推
薦
の
三

名
を
含
め
、

多
田

吉
郎
次
(

夜
須
郡
森
山

村
)
、

中
村
武
助
(

同
郡
同
村
)
、

勢
田

佐
右
衛
門
(

同
郡
三

並
村
)
、

浦
山
六

右
衛
門
(

同
郡

同
村
)
、

長
沼
弥
三

郎
(

同
郡
同
村
)
、

宗
野
卯
平
(

同
郡
同
村
)
、

松

原
喜
平
次
(

御
笠
郡
山

家
村
)
、

計
七
名
の

選
抜
を
お
こ

な
い
、

彼
ら
の

「
派
遣
願
書
」

の

石
川

県
へ

の

回
送

を
依
頼
し

た
「
上

申
書
」

を
県
令
宛
て
に
提
出
し
た
。

ま
た
、

那
珂
郡
で
は
、

那
珂
郡
塩
原
村
の

梅
崎
嘉
平
が
「
履
歴
書
」

を
そ
え
て
、

所
轄
戸
長
役

場
に
「
派
遣

願
書
」

を
だ
し
て
い

る
。

そ

れ
が

郡
役
所
を

経
由
し
て

県
に
上

申
さ

れ
て
い

る
が
、

そ
の

願
に

添

付
さ

れ
た

御
笠
・

那
珂
・

席
田
郡
長
の

不

破
国
雄
の

「

副
申

書
斗

に

は
、

塩

崎
が

「
口
問
行
正

敷
財
産
相
応
ニ

有
之
、

多
年
農
事
篤
志
」

で
あ
る
と
い

う
資
質
に
関
す
る
記
述
が

み
ら

れ
る
。

こ
の

点
は
、

次
節
で
一

括
し
て

分
析
し
た
い
。

こ

う
し
て

県
勧
業
課
に

集
ま
っ

た
「

願
書
」

と
「

履
歴

書
」

に

も
と
ず
き
派
遣

教
師
の

選
抜
が

開
始
さ

れ
る
は

ず
で
あ
っ

た
が
、

同
課
は
独
自
に
お
こ

な
わ
ず
、

遠
里
に

書
類
を
一

括
し
て

寄
託

し
、

そ
の

選
抜
を

委
嘱
し
た
の
で
あ
る
。

こ

う
し
て
遠
里
は
、

同
書
類
を
一

つ
の

参
考
資
料
に
し

な
が
ら
、

彼
独

自
の

資
料
を
加
味
し
て
選
抜
を
開
始
し
た
。

選
放
の

開
始
か

ら
、

彼
の

手
元
に

少
な
か

ら

ず
「
推
薦
状
」

や
「

採
用
願
」

が
と
ど
い
た
が
、

そ
の
一

つ

に
、

早
良

郡
脇
山
村
他
三

ケ
村
戸
長
柴
田

存
に
よ
る

高
田

茂
一

郎
(

早
良
郡
脇
山
村
)

と
土
斐
崎
伊
右
衛
門
(
同
郡
下
山
門
村
)

の

「

推
薦

九

寸

(

明
治
一

九

年
二

月
九
日
付
)

が
あ
る
。

こ
の

「
推
薦
状
」

か

ら
は
、

ま

ず
派
遣

す
る
側
の

論
理
を
読
む
こ

と
が
で

き
る
。

高
田
耕
作
と

長
五

郎
の

石
川
県
へ

の

先
行
派
遣
に
対
し
て
、

柴
田
は
「
其
名
誉
タ
ル

両
氏
而
巳
ニ

非
ス
、

上
ハ

県
令
下
ハ

小
生
ノ
如
キ
戸
長
ニ

迄
一

県
一

国
一

郡
一

村
一

家
ノ

名
誉
ト
相
成
ル
」

も
の

と
と
ら
え
、

遠
里
の
「

御
掲
力
」

に
よ
っ

て
、

「

永
遠
ニ

国
家
ノ

為
メ
相
成
候
」

よ
う
に
、

高
田
耕
作
の

世
話

を
依
頼
し
て
い

る
の
で
あ
る
。

国
家
の
た

め
に

活
躍
す
る
H

全
国
で
の

農
事
改
良
の

担
い

手
と
な

る
、

そ
の
こ

と

を
名
誉
と

考
え
る
、

こ

れ
は
あ
る
意
味
で
は

時
代
情
況
の

反
映
で
あ
っ

た
。

聯
合

第

節

実
業
教
師
の

派
遣
事
例
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そ
の

戸
長
で
あ
っ

た

地

方
名
望
家
と
し
て
の

柴
田
に
は

、

家
か
ら
国
家
に
つ

な
が
る

文
脈
の

な
か
で

、

農
事
改
良
を
と
ら
え
る
と
い

う
認
識
が

形
成
さ
れ
て
い
た
こ

と
を
示
す
も
の
で
あ
っ

た
。

推
薦
す
る

両
名
の

資
質
に
関
し
て
は

、

「
勧
業
上

篤
志
」

「
農

業
上
熟
練
」

な
ど
の

文
言
と
と

も
に

、

ロ
m
行
方
正
で

、

身
休
的
に
も
強
壮
で
あ
る
こ
と
が
そ
の
な
か
で
述
べ

ら
れ
て
い

る
。

ま
た

、

「

月
給
等
ニ

関
シ

テ
、

云
々

ア
ル

事
ナ
シ
」

と
い

う
文
言
は

、

彼
ら
の

派
遣
の

目
的
が
「
金

銭
」

で
な

く
、

派
遣
そ
れ
自
体
を
「

名
誉
」

と
と
ら
え
る
彼
ら
の
当
時
の

認
識
を
表
現
し
た

も
の
と
し

て

実
に

興
味
深
い

。

こ

う
し
て

県
下
老

農
の
「

履
歴

書
」

、

「
推
薦
書
」

、

「
採
用
願
」

な
ど
を
参
考
に
し
て

、

遠

令vo-

里
は

明
治
一

九
年

(一

八
八
六
〉

三
月
一

七
日
に
派
遣

教
師
の
選
抜
を
終
え
た

。

今
回
石
川
県
エ

御
時
用
ニ

相
成
候

農
事
実
業

教
師
井
ニ

農
民
雇
入
人
撰
別
紙
之
通

取
調
相
済

候
ニ

付
、

来
ル

廿
五
日
私
一

同
当
地
発
足
仕
候
問

、

廿
四
日
迄
ニ

博
多
中
島
町
古
屋
文
五口
又

ハ

甘
木
屋

甚
六

方
へ

相
揃
候
様

、

郡
街
工

向
ケ
夫
々

御
達
被
下
度

、

旅
費
之
儀
ハ

、

壱
人
ニ

付
金
十
五

円
宛
御
操
替

、

私
工

御
渡
被
下
候
様
奉
願
候
也

筑
前
国
早
良
郡
重
留
村

当
時
石
川
県
勧
業
課
御
轄
用
中

林

遠
里

明
治
十
九

年
三

月
十
七
日

福
岡
県
勧
業
課

御
中

尚
々

、

夜
前
入
替
口
口
ニ

人
名
之
内

、

井
上

与
八
は
無
拠
差
支
之
儀
有
之
候
に
付

、

柴
田
善

七
と
取
替
へ

、

女
子
壱
人
ハ

死
去
致
候
に
付

、

除
名
仕
候

、

以
上

山
見

一
、

拾
四
人
、

一
、

四
人
、

〆

拾
八

名

右
之
通
り
に

御
座
候
也

選
抜
さ
れ
た
一

四
名
の

教
師

と

四
名
の

農
夫
は

、

二

四
日
ま
で
に

博
多
中
島
町
古
屋

文
吾

、

ま

た

は
甘
木
屋

甚
六

方
に

集
合
し
、

翌
日
、

遠
里
が
ひ
き
い
て

石
川
県
に

向
け
出
発

す
る
こ

と
に
な

っ

た
。

以
下
に
そ
の

人
名
を
第
3

1
1

表
、

第
3
1
2

表
に
し
て
あ

げ
て
お
く
。

当
初
は

、

前
回向
資
料
の

追
書
に
み
ら
れ
る
よ

う
に

、

吉
村
与
八
と

農
婦
福
島
ト

キ
が

含
ま
れ
て

い
た
が

、

吉
村
は
「

無
拠
差
支
」

の
た
め

柴
田

善
七
と
差
し

替
え
ら
れ

、

福
島
は

、

死
亡
の
た
め

名
簿
か
ら

削
除
さ
れ
た

。

と
こ

ろ
が
三
月
二

O
日
に
は

、

御
笠

那
珂
席
田
郡
役
所
か
ら
、

淵
上

保

の

辞
退
に
よ
る
吉
村
幸
七
の

教
師
へ

の

昇
格
と

、

五

十
川
村
の

谷
又
六
の

農
夫
と
し
て
の
「

採
用

願
」

が
で
た
た
め

、

そ
れ
を
受
け
た

形
で

急
逮
そ
の

処
置
が
と
ら
れ

、

最
終
的
な
人
選
が
確
定
し

た
。

た
だ
し
、

こ
の

人

員
に
は
数
え
ら
れ
な
か
っ

た
が

、

先
発
派
遣
さ
れ
た

高
田

耕
作
の
三

男
高

田
万
太
郎
が
「
老
父
見
舞
イ
ノ
タ
メ

自
費
ヲ
以
出
発

、

依
テ
旅
費
及
給
料
不
相
渡
」

と
い

う
条
件

で

同
行
し
て
い

る
。

ま
た

、

松
限
藤
蔵
は

、

派
遣
後
病
気
に
よ

り
帰
県
す
る
こ

と
に
な

り
、

代
理
と
し
て
二

九
歳
の

同
人

弟
仙
蔵
が
赴
任
す
る
こ

と
に
な
っ

た
。

雇教
入師

人農
夫
女

- 70 -



注
第
3
1
1

表

国

汎同同同同同同同同同同同豊同

選
抜
教
師
人
名
表

目リ

郡

士心同-恰同同早同那同御糟同田宗

摩土良珂笠谷川像

注

林
家
文
書
所
収
資
料
よ
り
作
成。

第
3
1
2

表

村

車円1ムポ・徳有重

留

小
笠

木

井

尻

老天乙灰山下
香曲
春

選
抜
農
夫
人
名
表

林
家
文

所
収
資
料
よ
り
作
成。

限木刀く田司焼金山田

人久
保

惣

平

松
隈

藤
蔵

福
島
次

郎
七

有
田

範
次
郎

板
倉

九
平

柴
田

善
七

淵
上

保

藤
原
佐
一

郎

鬼
木

和
七

舟
越
源

太

郎

吉
村

与
八

中
村

文
吉

片
山

惣
三

鶴
我

幸
七

同同同筑
国

目リ

同同早那
郡

良珂

同同重那
村

留 珂

主f司主r �円包 三円幸三 で百と 人
地柳柳村

徳、

右
シ タ衛幸 名
カ ミ 門七

年
二三五五

四 八五一 メ寸 ヨ入
L 

実
業
教
師
た

ち
の

石
川
県
へ

の

派
遣
先
を
「
実
業
教
手
派
遣
人
名
一

覧
表
」

に
よ
っ

て
み
れ
ば

、

能
美
郡
(

高
田
耕

作
、

柴
田

普
七

、

青
柳
徳
右

衛
門

、

青
柳

タ
ミ
、

古
岡
田

万
太
郎

、

吉
村
幸
七

、

片
山
惣
三

、

板
倉
九
平

、

高
地
シ
カ
)

、

鹿
嶋
郡
(
松
限
藤
蔵

、

松
限
仙
蔵
)

江
沼
郡
(
有
田
範

次
郎

、

中
村
文
士口
)

、

河
北
m
(

鬼
木
和

七
、

舟
越
源
太
郎
)

、

不
明
(
久
保
惣

平
、

福
島
次
郎

七
、

谷
又
六

、

藤
原
佐
一

郎
、

吉
村
与
八

、

板
倉
九
平
)

で
あ
っ

た
。

石
川
県
に

は
、

さ
ら
に
そ
の
ほ
か

、

浦
山
六

右
衛

門
、

多
田

吉
助
な
ど
が

派
遣
さ

れ
て
い

hw

彼
ら
の

派
遣
は

、

遠
里
の

選
抜
外
か
ら
の

派
遣
で
あ
り
、

恐
ら
く

長
沼
の

私
的
ル

l
ト

に
よ
る

も

の
で
あ
ろ
う
。

名

年

メ入
TJ 

四
一

三

五

ム
ハ
一
一

三

O

五

六

四
一

五

三

一一一
一
一

五

三

五
一

四

九

四

O

三

九

五

九

唱』‘，Aゥ，t



(
B
)

他
府
県
!

県
!

勧
業
試
験
場
ル

l

ト

明
治
二

O

年
(
一

八
八
七
)

一
一

月
六

日

付
の

「

福
岡
日
日

新
聞
』

は
、

来
福
し
た

静
岡

県
の

県
会
議

員
池

谷
佐

平
に

関
し
て

伝
え
て
い

る
。

静
岡
県
の

県
会
議
員
池

谷
が
、

山
口

県
に
て

林
遠
里
に
よ
っ

て
派
遣
さ

れ
た

実
業
教
師
の

お
こ

な
っ

て
い
た

牛
馬
耕
を
み
て
、

そ
の

足
で

来
県
し
、

県
庁
農
商

務
課
へ

教
師
雇
入

を
要

請
し
て
い

る
の

で
あ
る
。

そ

れ
に

応

対
し
た

課

員
(

恐
ら

く
古

賀
只

平
で

は
な
い
か
と

思
わ
れ
る
)

の

紹

介

に
よ

る
の

で

あ
ろ
う
、

直
ち
に

勧
業
試
験

場
に

赴

き
、

横

井
時
敬
、

高
原
謙
次
郎
に

面

会
し
、

教

師
三

名
の

派
遣
の

確
約
を

取
り
付
け
た
の

で
あ
る
。

勧
業
試
験
場
は
、

選
抜
に

あ
た
っ

て
、

文
字

ど

お
り
選

抜
試
験
を
お
こ

な
い
、

そ
の

結

果
、

志

願
者
一

五

名
の

う
ち
か

ら
、

那
珂
郡

諸
岡
村

藤

普
治

郎
、

御
笠

郡
山
田
村
山一切
野

嘉
作
、

早
良
郡
小
田

部
村
伊
佐
治
八

郎
の
三

名
を

月
給
一

二

円
に

内
外M

て
派
遣

す
る
こ

と
を
決
定
し
た
。

こ

の

件
で

注
意

す
べ

き
は
、

池

谷
が

山
口
県
で

林
遠
里
に
よ
っ

て

同
県
へ

派
遣
さ

れ
た

実

業
教

師
の

活
動
を
み
て
、

そ
の

足
で

県
農
商
務
課
に

教
師
派
遣
の

依
頼
を
し

結

果
的
に

勧

業
試

験
場

(
2
)

そ
の

他
府
県
へ

の

派
遣

事
例

他

府
県
か

ら
の

派
遣

依
頼
を

受
け
て
、

福
岡

県
か

ら
実
業
教
師
を
派
遣
し
て
い

く
場

合
に
、

い

く
つ

か
の
ル

ー

ト
を
通
じ
て

お
こ

な
わ
れ
た
。

そ

れ
を
大
き

く
分
け
る
と
、

(
A
〉

前
述

石
川

県

の

例
に

み
ら
れ
る

よ

う
に
、

他

府

県
か
ら

県
勧
業
課
へ

依
頼
が
あ

り
、

県
が

林
遠
里
H

勧
農
社
に

選

抜
を

委
嘱
し
、

派
遣

す
る

場
合
(

他
府
県
l

県
l

勧
農
社
ル

l

ト
)
、

(
B
)

他
府

県
か

ら

県

勧

業
課
へ

依
頼
が

あ

り
、

そ
の

選

抜
を
勧
業
試
験
場
に

委
嘱
し
、

派
遣

す
る

場
合
(
他
府
県
!

県

l

勧
業
試

験

場
ル

l

ト
)
、

(
C
)

他
府
県
か

ら
直
接
勧
農
社
に

派
遣
依
頼
が

あ

り
、

選
抜
派
遣

す
る

場
合
(

他

府
県
l

勧
閉店
社
ル

!

ト
)
、

(
D
)

数
は

少
な
い

が
、

他
府
県
か

ら

直
接
勧

業
試

験
場
に

派
遣

依
頼
が

あ

り
、

選
抜
派
遣

す
る
場

合
(

他
府
県
!
勧
業
試
験
場
ル

ー

ト
〉

な
ど
が

あ

る
。

以

下
で

は
、

こ

の

分
類
に

も
と
づ

き
そ

れ
ぞ

れ
い

く
つ

か
の

事
例
を
示
し
て

お
き
た
い
。

(
A
)

他
府
県
!

県
l

勧
農
社
ル
l

ト

山
形
県
西
田

川

郡
書
記

林
田

茂
七

郎
出
張
の

件
に

関
し
て
勧
農
社
に
対
し
て

県
農
商

務
課
よ

り

「

照
会

状
」

が

届
い
た
。

山
形
県
ヨ

リ

農
業
教
師一
庖
入
之
儀
ニ

付
、

去
ル

三
日

農
第
四
八

O
号
ヲ

以
テ

及
御
照
会
置
候

処
、

岡
県
西
田
川
郡
書
記

林
田
茂
七

郎
、

貴
社
へ

出
張
ノ

旨
ヲ

以
テ
、

本
日

県
庁
へ

立

寄
相

成
候
条
、

貴
社
ヘ

出
張

有
之

候
上
ハ
、

可
然

御
打
合
相

成
度
、

此

段
及
御
照
会
候
也

農

商

務
課

明
治
廿
三

年
五

月
十
三
日

勧
農
社

御
中

こ

の

書
簡
よ

り
前
に
、

山
形
県
西
田
川

郡
役

所
よ

り
県
農
商
務
課
に

対
し
て

教
師
派
遣
依
頼
が

あ

り
、

そ
の

時
点
で

県
農
商
務
課
は
、

勧
農
社
に
対
し
て
そ
の

旨
を
照
会
し
(

農
第
四
八

O
号
)
、

恐
ら

く
同
課

は
、

先
方
に

対
し
て
勧
農
社
か

ら
派
遣

す
る
旨
の

解
答
を
お
こ
な
っ

た
の

で
あ
ろ
う
、

早
速
、

西
田

川

郡
書
記

林
田

茂
七

郎
が

来
福
し
、

県
庁
に
立

ち

寄
っ

た

後
、

勧
農
社
に

出
向
い

て

い

る
の

で
あ
る
。
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(
D
)

他
府
県
!

勧
業
試
験
場
ル

ー
ト

の

紹
介
で

実

業
教
師
の

将
用
を
お
こ

な
っ

て
い

る

点
で

あ
る
。

牛
馬
耕
の

導
入
と
い

う
点
で

は
、

林
遠
里
、

勧
業
試
験
場
の

区
別
を
本
人
は
意
識
し
て
い

な
か
っ

た
の

で
あ
る
c

彼
に
と
っ

て
は

牛

馬
耕
に

熟
練
し
た

「

福
岡
の

老
農
」

の

聴
用
が

問
題
で

あ
っ

て
、

そ
の

派
遣
ル

ー

ト
は
そ

れ
ほ
ど

重

要
で
は
な
か
っ

た
の

で

あ
る
。

実
業
教
師
派
遣
に

お

け
る

勧
業
試
験
場
の

役
割
を
「
福
岡
日
日
新
聞
』

の
記

事
か

ら

み
て

み
よ

・
「ノ
。

O
農
事
熟
達

者
召
集

前

項
の

外
に
(

兵
庫
、

広

島
、

鳥
取
か
ら
の

実
業
教
師

樗
用
の

依

頼
に

対
し
て
一
一

名
の

教
師
を
選
抜
し
た
こ

と
を
伝
え
る
記

事
l
!

注
西
村
)

農

事
実
業
教

師
将
用
の

事
を
広
島
県
よ

り
二

人
、

新
潟
県
よ

り
一

人

依
頼
し

来
り
居
る

由
な
れ
ど
、

目
下

適
当
の

熟
達

者
な

き
趣
に

付
、

恰
土
、

志

摩
、

早
良
、

那
珂
、

席
回
、

御
笠
、

粕

谷
の

各
郡

よ

り
、

相

当
の

志

願
者
を
明
后
十
九
日

下
名
島
町
吉
己
屋
に

召
集
し
て
、

実
業
上
の

事
を

試

問
し
て
選

定
さ

る
〉

由
、

且

又
追
々

に

招
聴
の
こ

と

も
あ
れ
ば
、

予
備
員
を
も
定
め

置

く
筈

な

り
と
云
ふ

(

明
治
二

O
年
一

二

月
一

七
日

付
)

農
事
熟
達

者

不
足
か

ら
(
こ

れ
は
、

あ

く
ま
で

も
県
が

把
慢
し
て
い

る
数
の

不
足
で

あ
る
)
、

恰
土

郡
他
六

郡
よ

り
志

願
者
を
募
り
、

そ
の
な
か

か
ら
試
問
に
よ
っ

て

選
抜
し
よ

う
と
い

う
の
で

キの
す匂
。

こ

の

試
験
で

は
、

応

募
者
総
数
六
八

名
の

う
ち
、

第
一

次
試
験
で
一
一

名
が
選

抜
さ

れ
、

次
で
さ

ら
に
そ
の

内
よ

り
三

名
が
選
抜
さ

れ
、

そ
れ
ぞ

れ
広
島
県
と

新
潟
県
に

派
遣
さ

れ
る
こ

と

が

決
定
し
た
。

第
一

次
試
験
合
格
者
の

残

り
八

名
は
、

予
備
員
と
い

う
形
で

今
後
の

派
遣
要

請
に

備
え
る
こ

と
に
な
っ

た
。

第
二

(
C
)

他
府
県
l

勧
農
社
ル
l
ト

遠
里

洋
行
中
の

派
遣

事
例
を
「

福
岡
日
日
新
聞
』

は

次
の
よ

う
に

伝
え

て
い

る
。

三

年
一

月
一

九
日

付
)

。
勧
農
舎

林
遠
里

翁
の

引
立
て
に

成
る

勧

農
舎
員
よ

り
一

月
来
各
県
の

轄
に

応
じ

稲
作

改
良
実
業
教
師
と
し
て

出
発
せ
し
は
、

埼
玉

県
へ

吉
住
又
三

郎
、

高
田
忠
五

郎
、

高
知

県
へ

富
田

龍
之

助
、

松
田
亀

吉
、

津
上

千
太
郎
、

入
舟
重
太
郎
の
六

名
な

り
。

漸
々

進

歩
の

景
況

に
て
、

是
れ
ま
で

福
岡
橋
口
町
高
木
氏
方
に

出
張
所
あ

り
し

も
、

都
合
に
よ

り
本

月
博

多
中

島
町

木
下

市
太
郎
方
に

移
転
し
、

村
上

清
太

郎
氏
が
事
務
を
担
当
し

居
れ
り
と
云

う
。

又

来

る
二

月
中
林
翁
帰
朝
の
上
は
、

広

大
な
る

事
務
所
新
築
す
る

筈
な

り
と

埼
玉

県
二

名
、

高
知
県
四
名
の

派
遣
で
あ
る
。

こ
の

記
事
に
よ
れ
ば
、

こ
の

時

期
に
は

勧

農
舎

の

出
張

所
が

福
岡
(

博
多
)

に

置
か
れ
、

事
務
担
当
と
し
て

村
上

清
太
郎
が

常
駐

す
る

体
制
が
と

ら
れ
て
い

た
の

で

あ
る
。

実
業
教
師
養
成
派
遣

結
社
と
し
て
の

体
制
を
整
え
つ
つ

あ
る
こ

と
が

窺

え
る
。

(

明
治
二

十

こ

の
ル

ー
ト
を
通
し
て
の

派
遣
は
、

勧
農
社
の

実
業
教
師
養
成
派
遣
結
社
と
し
て
の

体
制
が
整

備
さ

れ
る
に
し
た

が
い

増
加
し
、

県
庁
を

介
す
る
ル

ー

ト
と
混

在
し
な
が
ら

徐
々

に
そ
の

比

重
を

地
し
て
ゆ
き

そ
の

後
の

稲
岡
県
実
業
教

師
の

派
遣
の

主

要
な
ル

l

ト
を
担

う
こ

と
に
な
る
の

で

あ
る
。
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以
上
に
見
た

本
節
に
お
け
る
分
類
は
、

あ
く
ま
で

も
派
遣
ル
!
ト
か
ら
み
た

便
宜
上
の

も
の
で
、

伝
習
す
る

農
業
技
術
上
で
の

相
違
を
意
識
し
た
あ
る
種
の

「
系
譜
化
」

で
は
な
い
。

そ

う
し
な
い

理
由
は
、

派
遣
の

初
期
段
階
に
お
い
て
(
こ
の

段
階
を
い
つ
の

時
期
ま
で
見
る
か

難
し
い

問
題
だ

が
、

本
稿
で
は
一

応
明
治一

二

年
頃
ま
で
を
想

定
し
て
お
く
)
、

実
業
教
師
の

多
く
は
、

福
岡
県

の

老

農
H

福
岡
県
実
業

教
師
と
し
て
の
意

識
は

強
烈
で
あ
っ

た
が
、

勧

業
試
験

場
か
ら
の

派
遣
、

勧
農
社
か
ら
の

派
遣
と
い

う
よ

う
に
、

明
確
に

峻
別
さ
れ
た

形
H

系
譜
化
し
た

形
で
は
意
識
し
て

な
か
っ

た

と
い

う
理
解
を
前
提
に
し
て
い

る
か
ら
で
あ
る
。

た

と
え
(
B
)

ル
!
ト
か
ら
の

派
遣

で
あ
っ

て

も
、

そ
の
な
か
に
は
、

林
遠
里
H

勧
農
社
と
関
わ
り
を
持
っ

て
い
た

老

農
も
含
ま
れ
て

お
り
、

系
譜
的
に

峻
別
で
き
な
い

場
合
が

往
々

に
し
て
あ
る
の
で
あ
る
。

し
か
し
、

派
遣
の

全
期
間
を
通
じ
て

系
譜
化
が
み
ら
れ
な
か
っ

た
と
は
い

え
な
い
。

勧
農
社
が

実
業
教
師
養
成
派
遣
結
社
と
し
て

社
会
的
認
知
を
得
て
か
ら
は
(

明
治
二
一

年
四

月
以
降
)
、

勧

股
社
か
ら
の

派
遣
が
意

識
さ
れ
始
め
、

徐
々

に
そ
の

比
重
を
高
め
て
ゆ
く
。

こ
の

時
期
に
は

勧
州民
社
か
ら
派
遣
さ
れ
る
実
業
教
師
に
は
「

勧
農
舎
員
」

の

証

明

前

ド

発
行
さ

れ
、

そ
の

裏
面
に
は
、

「
一
、

此
証
書
ヲ

携
帯
セ
サ
ル

者
ハ

本
舎
ノ

名
義
ヲ
以
テ

稲
作
改
良
教
導

演
説
等
ノ
タ
メ

出
ニ

諸
方
ニ

出
ル

ヲ
許
サ
ス

一
、

此
証
書
一

季
勤
務
帰
県
ノ
上
、

直
チ
二

本
会

こ
の
ル

i

ト
は
、

(
C
)

ル
l
ト
と
比
べ

た

場
合
、

そ
の

数
は

少
な
い

と
い

わ
ざ
る
を
得
な
い

が
、

福
岡
四一民
法
の

普
及
に

果
た
し
た

役
割
を
無
視
す
る
こ

と
は
で

き
な
い

で
あ
ろ
う
。

す
で
に
、

須
々

田
氏
が

明
ら
か
に
し
た

和
歌
山
県
の

重
松
源

部付

石
川
県
の

長
沼
幸

切J

山
形
県
の

伊
佐
治

八

吻

岩
手
県
の

沖
千
代
吉
、

鶴
我
万
次

料r

ど
の

例
が

あ
げ
ら
れ
る
が
、

本
章
で
は
、

も

う
一

例
だ

け
付
け
加
え
て
お
き
た
い
。

明
治
二

四
年
(
一

八

九
一
)

一

月
一

七
日
付
の

「
福
岡
日
日

新

聞
』

は

次
の
よ

う
に

伝
え
て
い

る
。

O
福
島
県
岩
瀬
郡
の

農
事
改
良

東
京
の

産
業
時
論
社
主
幹
横
井
時
敬
氏
の

依
頼
に
依
り
、

木
県
勧
業
試
験
場
の

惟
撰
を
以
て

昨
春
福
島
県
岩
瀬
郡
に
赴
任
し
た
る

農
事
実
業
教
師
夜
須

郡
人
多
田

吉
助
氏
よ
り
、

頃
日
当
地
の

或
る
人
に

贈
れ
る

書
面
の

趣
に
よ

れ
ば
、

新
町
村
毎

に
壱
反
歩
以
上
の

試
験
地
を
設
け
、

且
大
字
毎
に

弐
名
以
上
の

伝
習
生
を
出
し
、

改
良
順
序

を

教
示
せ
し

に
、

其
生

徒
百
四

十
四
名
の

多
き
に
至
れ
り
、

又
た

馬
耕
の

如
き
農
家
大
に
之

れ
を
感
し
、

本
年
よ

り
各
農
家
使
用
す
る
に
至
る
べ

し
、

又
た

稲
種
子
塩
水
撰
法
の

如
き
各

大
字
に
三

ケ
所
宛
撰
種
場
を
設
け
、

地
主
よ

り
相
当
に
其
費
用
を
拠
出
し
、

昨
春
伝
習
し
た

る

処
の
生

徒
二

名
之
れ
を
実
行
す
る
こ

と
に

決
し
、

全
郡
に

普
及
せ
し
む
る
由
、

其
他
農
事

上

改
良
に

注
目
す
る

も
の
日
に

増
加
す
る
に
至
れ
り
と
あ
り
し
由

横
井
時
敬
の

依
頼
に
よ

り
、

勧
業
試
験
場
の

推
薦
で

福
島
県
岩
瀬
郡
へ

派
遣
さ
れ
た

多
田

吉
助

の

例
で
あ
る
。

試
験
地

設
置
の

操
子
、

馬
耕
伝
習
の

様
子
を
か
い

ま
み
る
こ

と
が
で

き
る
が
、

従

来
の

実
業
教
師
の

例
と
趣
を
異
に
し
て
い

る
の
は
、

塩
水
選
種
法
伝
習
の
た
め
に
「
地
主
よ

り
相

当
に

其
費
用
を
拠

出
」

さ
せ
て
、

「

各
大
字
に
三

ケ
所
宛
撰
種

場
を
設
け
」

て
い

る
点
で
あ
る
。

福
岡
県
実
業
教
師
多
田
が
、

伝
習
し
よ

う
と
し
た

農
業
技
術
の
な
か
に
、

馬
耕
と

並
ん
で
塩
水
選

種
法
が
重
要
な

要
素
と
し
て
組
み
込
ま
れ
て
い

る
こ

と
を
知
る
わ
け
で
あ
り
、

そ
の
意

味
か
ら

す

五回
V

る
と
派
遣
の

後
半
期
に
み
ら
れ
た
「
そ
の

他
の

系
譜
」

に
属
す
る
人
物
と
考
え
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

ー74 -



第
三
に

、

彼
ら
の

経
営
規
校
で
あ
る
が

、

手
作
地
一

町
歩
か
ら
四
町
歩
の

聞
に

集
中
し
て
い
る

。

⑪
の

朱
雀
茂
平
の

例
の
よ

う
に

、

所
有
規
模
が
経
営
規
模
を
下
回
る

者
、

す
な
わ
ち

、

自
小
作
層

を
含
ん
で
い

る
が

、

そ
の

中
心

部
分
は

、

明
治
二

O
年
(
一

八
八
七
)

に
京
都
府
の

農
事
巡

回
を

auw
 

お
こ
な
っ

た

高
原
謙
次
郎
ク
ラ
ス
(

所
有
田
畑
八
町
九
反
七
畝
余
)

を
頂
点
と
し
た
「
財
産
相
応
」

ヘ

返
戻
ス
ヘ

シ
、

但
、

勤
続
ノ
節
ハ

吏
ニ

引
替
申
出
へ

シ
」

と
記
さ
れ
て
お
り
、

勧
農
社
か

ら
の

派
遣
(

系
譜
と
し
て
の

勧
民
社
実
業
教
師
)

が
意

識
さ
れ
て
い

る
こ

と
を
知
る

。

そ
の
一

方
で

、

勧

業

試

験
場
と
そ
の

啓

蒙

団
体
H

福

岡
門店
事

協
会
を

中
心
と
し
た

横

井
時

敬
グ
ル

ー
プ

か

ら

も

(
D
)

ル

!
ト

で

示
し
た
よ

う
に

、

農
業
技
術
上
で
の

相
違
を
意

識
し
た

実
業
教
師
派
遣
が
み
ら

れ
る
の
で
あ
る

。

組
織
的
相
違
が

農
法
的
相
違
(
こ
れ
は
「
寒
水
浸
法
」

「
土

囲
い

法
」

を
選
択
す
る
か

、

塩
水

選
種
法
を
選
択
す
る
か
の

問
題
で
あ
る
が

、

実
業
教
師
の
な
か
に
は

、

両
方
実
施

す
る

も
の

も
い

る
点
は

留
意
す
る
必

要
が
あ
る
)

と
し
て
強
烈
に
意

識
さ
れ
る
の
は

、

遠
里

洋
行
後
の

勧
農
社
拡

張
(

明
治
二

三

j
二

五

年
)

と
、

福
岡
農
事
協
会
の

拡
張
(

明
治
二

四
年
)

を
境
に
し
た

時
期
で

あ

り
、

こ
こ

に
お
い

て

明
確
な

系
譜
論
的
峻
別
も
可
能
と
な
る
で
あ
ろ
う
が

、

福
岡
農
法
の

普
及

と
い
っ

た

問
題
を
考
え
て
ゆ
く
場
合
に

、

実
業
教
師
の

峻
別
に
よ
る

最
初
か
ら
の

系
譜
化
が

有
効

な

方
法
か
ど
う
か
は

疑
問
の

残
る
と
こ

ろ
で
あ
ろ
う
。

系
譜
化
を
お
こ
な

う
場
合
で

も
、

前
述
の

よ

う
に

、

時
期
区
分
を
意
識
し
た

形
で
な
さ
れ
な
い
な
ら
、

福
岡
県
の

老

農
と
し
て
豊

富
な

営
農

経
験
を

蓄
積
し
、

そ
の
な
か
で

培
わ
れ
て

き
た

実
業
教
師
た

ち
の

独
自
性

、

多
様
性
を
看
過

す
る

こ

と
に
な
る
で
あ
ろ
う
。

第
二

節

実
業
教
師
の

資
質

本
節
で
は

、

各
府
県
に
派
遣
さ
れ
た

実
業
教
師
た

ち
の

資
質
に
つ
い
て
そ
の

い
。

そ
の
た
め
に
ま
ず
第
3
1
3

表
を
作
成
し
た

。

本
表
の

作
成
は

、

林
家
文
書
所
収
の

「

履
歴

書
」

、

「
推
薦
状
」

な
ど
に
よ
っ

た
た
め

、

年
代
が

明
治
一

八

年
(
一

八
八
五
)

か
ら
明
治
二
一

年
(
一

八
八
八
)

の

頃
に
か
た

よ
っ

て
し
ま

っ

た
が

、

こ
の

点
、

前
節
で
み
た
よ

う
に

、

い
ま
だ

系
譜
化
が

明
確
に
な
っ

て
い
な
い

段
階
(
そ

の

多
く
が

明
治
一

九
年
の

石
川
県
へ

の

派
遣
に
か
か
わ
る
も
の
で
あ
る
)

で
の

実
業
教
師
の

資
質

が
考
察
の

対
象
と
な
る
の
で
あ
る

。

前
節
所
収
の

第
3
1
1

表
、

第
3
1
2

表
を
含
め
て
考
え
た

場
合

、

第
一

に
、

彼
ら
の

年
齢
は

、

二

O
歳
代
一

名
、

三

O
歳
代
七

名
、

四
O
歳
代
九
名

、

五

O
歳
代
一
一

名
、

六

O
歳
代
一

名
(

不

明
分
を
除
く
)

平
均
四
五
・

五

歳
で
あ
り
、

そ
の

年
齢
か
ら
は

、

長
年
の

営
農
経

験
を

持
つ

老
農

を
想
起
さ
せ
る
。

第
二

に
、

彼
ら
の

居
住
地
域
は

、

鶴
我
と

③
の

大
塚
嘉
良
作

、

⑬
の

小
野
山
次

吉
が

遠

賀
川

流
域
の

田
川

、

穂
波
両
郡
で
あ
る
が

、

他
の

者
は

、

那
珂

、

夜
須

、

早
良

、

志

摩
、

司
nv

糟
屋

、

宗
像
と
い
っ

た

「
福
岡
近

傍
」

の

諸
郡
で
あ
り
、

従
来
か
ら
福
岡
農
法
の

展
開
し
て
い
た

地
域
と

指
摘
さ
れ
る
と
こ

ろ
で
あ
る

。

農

事
景
況
に
み
ら
れ
る
よ

う
に

、

牛
馬
耕
の

お
こ
な
わ
れ

て
い

る
二

毛

作
地
域
で
あ
り
、

米
、

麦
、

蕎
麦

、

粟
な
ど
の

主
穀
生

産
地
域
で
あ
る
こ

と
が
わ
か

る
。

端
を
考
察
し
た

そ
の

Fhd
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①大塚嘉良作

第3-3表 実業教師服歴表
決司IZt況 | 手 ('F (所有) I | 反別(反) I 日住地

l51 1��lli:ll1I中村

l |御笠1川
家
村

l年令l:1í 人

h c0. 

①勢田喜四郎 49 夜ffi郡三並村 山口[jに践し ゃ (手) IJJ畑15.0 (肥京り粕人 3使1(. 羽'. 石 1886/02/03 ペ�jl王111)引也. LI二店気 灰牛，馬選耕1剖1，土持問をE 水L 、 ，川Z2
。
ZLZ 1粉1製1 

(M19) 
jiljfl F，。。ll少I 」L土，日 K "-'910 K 
米22，， 2大E，豆架等，専部業 造

水
先。組来E励部E夫に業て民事lこのJ也。 苦独他人心

身
勉 ， 突な の一点
にらし、。。

①浦山六右i府門 38 夜ffim三並村
や

Iljn;ーHこ援しLI-:瓜
や (手〉同畑10.0

灰牛z造先k 
(肥抗料h〕F白入党 �t， 1i 1886/01/05 

IfRJ L平500J砂q Kj真
也
~，土910気K 馬選 寒四を使m。 (M19) 

，耕土， 水い，浸おし おt)君製主
麦米 変大立， 架等，専i業怜

勉歳担の来頃�夫業り民のに-事て
Jに1
1

1
4苦他人心

5 のj也。
農独に諜具身励

，製。
ら実作よな巧い刻。 。

①中村武助 41 夜釘rm;p�山付 平j也多くILl問少 (手〉田畑15.0 1885/12/18 
赫な+し. LI二店tJr. (M18) μ土。

①豆竹伊右衛門 44 早良部飯盛村 身給
家
体行強正望計壮直， 11勧!日業I上に専熱従心 1886/02/00 

T
lJn み，なしといえと・ (M19) の一助。

①松原喜平次
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(

⑨
締
崎
嘉
平
参
照
)

の

手
作
り
地
主
層
に
よ
っ

て
構
成
さ
れ
て
い
た
と

考
え
ら
れ
る
。

第
四
に
、

彼
ら
は

勧
業
上
熱
心
で
(

③
重
竹
伊
右
衛
門
参
照
)
、

実
業
の
一

点
で
は

他
人
に

譲

ら
ず
(

⑤
勢
田
喜
四

郎
参
照
)
、

居
村
及
び
そ
の

周
辺
で
は
「
此
者
ノ
上
ニ

登
ル
モ
ノ
ナ
、
λ

JM

と

表
現
さ
れ
る
よ

う
に
、

い

わ
ば
地

域
に
お
け
る

卓
越
し
た

農
業
技
術
者
H

老
農
と
し
て
の
地

位
を

確
立
し
て
い
た
の
で
あ
り
、

彼
ら
の

修
得
し
て
い
た

技
術
は
、

居
村
で

経
験
し
て

き
た

福
岡
の

在

来
農
法
(
そ
の

中
心
は
、

抱
持
立

翠
に
よ
る
乾
田
牛
馬
耕
で
あ
る
)

と
、

明
治
一

0
年
代
に

県
下

で

改
良
法
と
し
て

普
及
が

試
み
ら
れ
て
い
た

諸
法
(

寒
水
浸
法
、

土

囲
い

法
、

穂
先
三

歩
選
、

塩

水
選
、

畑
苗
代
な
ど
)

で
あ
っ

た
。

さ
ら
に
、

彼
ら
の
「

資
質
」

か
ら
実
業
教
師
像
を
み
た

場
合
、

自民
事
に

苦
心
勉
励
(

⑤
勢
田
喜
四

郎
、

⑤
浦
山
六
右
衛
門
参
照
)
、

品
行
方
正
(

③
重
竹
伊
右
衛

門
、

⑨
侮
崎
嘉
平
、

⑪
朱
雀
茂
平
参
照
)
、

約
弁
な
が
ら
人
を
熱
心
に
指
導
し
(

O
参
照
〉
、

ま

た

本
人
も
熱
心

に
勉
強
す
る
(

⑬
石
郷
又
市
参
照
)

姿
が

浮
び
上
が
っ

て
く
る
の
で
あ
る
。

第
五
に
、

そ
の

他
履
歴
を
み
た

場
合
、

①
淵
上

保
、

②
淵
上

貫
之
、

⑪
朱
雀
茂
平
な
ど
が
、

地

方
名
望
家
的
色
彩
が

強
い

(

高
原
も
同
様
で
あ
る
)
0

他
の

者
た

ち
は
、

今
の
と
こ

ろ
不
明
で
あ

?匂
。

要
す
る
に
、

こ
の

時
期
の

実
業
教
師
は
、

数
町
歩
を
手
作
し
、

地

方
名
望

家
的
色
彩
を
持
っ

た

も
の

を
含
み
込
み
な
が
ら
、

居
村
で

農
業
に
従
事
す
る
な
か
、

福
岡
在
来
農
法
は
言
う
に
及
ば
ず
、

改
良
法
を
も
修
得
し
た
老
農
で
あ
っ

た
。

彼
ら
は
、

「
家
計
の
一

助
」

(
③
浦
山
六
右
衛
門
参
照
)

ほ
ど
の

俸
給
を
望
み
な
が
ら
も
、

そ
の

多
く
は
、

「
月
給
等
に

関
し
て
は
云
々

な
し
」

(

⑬
土

斐

崎

伊
右
衛
門
⑬
石
郷
又
市
参
照
)

「

乍
不
省
小

使
ニ

テ
モ

宜
敷
候
ニ

休

日斗

に
み
ら
れ
る
よ

う
に
、

当
時
の

時
代
情
況
を
反
映
し
な
が
ら
、

国
家
の
た
め
に
活
躍
す
る
H

全
国
で
の

農
事
改
良
の

担
い

手
と
な
る
、

そ
の
こ

と
を
名
誉
と

考
え
る
と
い

う
精
神
、

す
な
わ
ち
、

「
農
耕
者
の

楽
土
の

自
主

29

 

的
建

設
に

精
進
す
る
こ

と

を
厭
わ
な
い

体
の

精
神
」

H

老
農
的
精
神
の

持
ち
主
な
の
で
あ
る
。

こ

の

精
神
は
、

手
作
地
主

層
と
し
て
の

経
済
的
余
裕
に
よ
っ

て

支
え
ら
れ
て
お
り
、

ま
た

彼
ら
の
あ

る

部
分
で
は
、

沢

市

を
勧
業
委
員
、

郡
書
記
、

村
吏
、

県
会
議
員
な
ど
の

役
職
の
な
か
で

培
っ

て

い
っ

た
の
で
あ
る
。

し
か
し
、

前
節
で
み
た
よ

う
に
、

派
遣

実
業
教
師
の

系
譜
化
が
み
ら
れ
は
じ
め
る
な
か
で
(
こ

れ
は
量
的
に
は

勧
農
社
員
と
し
て
の

派
遣
が
多
く
を
占
め
る
と
い

う
形
で

現
れ
る
)
、

福
岡
県
か

ら
の

派
遣
と
い

う
意
識
の

後
退
が
お
の

ず
か
ら
み
ら
れ
、

勧
農
社
実
業
教
師
か
、
り
し
た

場
合
、

各

府
県
で

徐
々

に

増
加
し
つ
つ

あ
っ

た

学
理

農
法
派
と
の

組
織
的
、

農
業
技
術
的
相

違
を
意
識
す
る

こ

と
と
な
る
の
で
あ
る
。

要
す
る
に
、

福
岡
県
実
業
教
師
の

資
質
か
ら
、

『

n
H

師
の

資
質
へ

の

変
化
な
の
で
あ
る
。

勧
農
社
実
業
教
師
、

及
び

勧
業
試
験
場
実
業
教

第
三

節

実
業
教
師
の

派
遣
基
盤

本
節
で
は
、

実
業
教
師
の

派
遣
の
地
域
的
基
盤
を
明
ら
か
に
す
る
。

身
郡
の

良
事
景
況
の

特
徴
を
分
析
す
る
こ

と
を
目
的
と
す
る
。

ま
ず
第
3
1
1

2
を
参
照
さ
れ
た
い
。

そ
の
た
め
に

彼
ら
の

出

一76 -



派
泣
実
業
教
師
分
布
図
(
M
m
年
2
M
M
年)

明
治
十
八
年
五
月
二
十
二
日
付
『
福
岡
目
白
新
聞
』

J
明

治
二
十
四
年
一

月
十
七
日
付
『
向
上
』

記
事
の
集
成。

向
上
に
は
明
治
十
九
年
石
川
県
分
が
含
ま
れ
て
い
な
い
た

め
「
林
家
文
書
」
に
よ
り
そ
の
分
を
加
算
し
て
作
図
し
た。

ハ
注)

福
岡
県
下
老
農
分
布
図
(
M
m
年
頃)

I I 0 人

!三乞クサ 1"'5 

仕出汁6"'10
山1fm 11"'15 
防叫が珂16"，::?0

へ
注)

「
卓

ぞ
l"'v 

6 "-'10 

11"-' 15 

也
設
住
所
姓
名
表
」
(
林
家
文
書
所
収
)

よ
り
作
成。

一?も-1



彼
ら
の

出

身

郡
が

筑

前
部
、

そ
の

中
で

も
特
に

筑
前
西
部
に

極
端
に

偏
っ

て
い

る
と
い

う

特
徴

が
わ
か

る
c

一

八
八
六

(

明

治
一

九
)

年
の

石
川

県
へ

の

実
業
教
師
派
遣
選

抜
時
に

作
成
さ

れ
た

ndv
 

と
思
わ
れ
る
「
老

農
住
所
姓

名
表
」

に
よ
り
作
成
し
た

第
3

1
2

図
に
よ
れ
ば
、

筑
後
部
(

山
門
、

竹
野
、

生

葉
郡
)
、

豊

前

部
(
上

毛

m
)

に
派
遣
す
べ

き
老

農
の

あ
る

程

度
の

分

布
が

み
ら

れ
る

が
、

こ
の

特
徴
を

傾
向
的
に

示
し
て
い

る
と
み
る
こ

と
が
で

き
る
。

そ
こ

で

以
下
で
は
、

筑
前
西

部
の

農
事

景
況
が
ど
の

よ

う
な

特
徴
を
示
す
の

か
、

福

岡
県

諸
郡

の

分

析
も
含
め
な
が
ら
、

明
ら
か

に
し
て
い

き
た
い
。

a
、

各
郡
主

要
農
産

物
構
成

ま

ず
第
3

1
4

表
を

参
照
さ

れ
た
い
。

福
岡
県
全
体
が

米
を
筆
頭
と
し
た

主
穀
生

産
県
で

あ
る
こ

と
が
わ
か
る
。

そ
の
な
か
で

も
筑
前
、

豊

前

部
で

米
の

比
重
が

高
く
、

筑

後
部
で

低
い
こ

と
が

わ
か
る
(

筑
前
六
五
・

七
%
、

豊
前
六

九

・

九
%
、

筑

後
四
八
・

九
%
)
。

反
当
収
量
の

面
で
は
、

逆
に
筑
後
部
(
一

・

八
二

石
)

が

高
く
、

次
い

で

豊

前
部
(
一

・

六

七

石
)
、

筑
前

部
(
一

・

五
七

石
)

と
な
っ

て
い

る
。

米
質
で
は
、

豊

前
部
(

石
当
四
・

五

O
円
〉
、

筑
前
部
(

石
当
四
・

四
九
二

円
)
、

筑
後
部
(

石
当
四
・

二

O
円
)

2c
 

の

順
に
な
っ

て
い

る
。

b
、

各
郡
牛
馬
耕
の

分
布

次
に
、

県
下
に

お

け
る

牛
馬
耕
の

分
布
を
み
て
み
よ

う
。

ま

ず
、

第
3

1
5

表
を
あ
げ
る
。

こ

れ
と

次
に

あ
げ
る

第
3

1
6

表
を

考
え

合
わ
せ
た

場
合
、

各
都
を
第
3

!
?

表
の

よ

う
に

分

類
す
る
こ

と
が
で

き
る
。

豊

前

部
は
、

牛
耕

郡
(

企

救
、

京

都
)
、

牛

耕
人

耕
均

衡

郡
(

田

川
)
、

牛

耕

馬
耕
均

衡

郡

(

中

津
〉

に

分
類
で

き
、

役
畜
と
し
て
は
、

圧

倒
的
に

牛
で

あ
る
こ

と
が

う
か
が

え
る
。

筑

後

部

(
生

菜
、

山
門
、

竹

野
、

御
原
、

三

池
)

は

馬
耕
を
主
と
し
(

但
し
、

人

耕
郡
と
し
て

御

井
郡
、

馬
耕
人
耕
均
衡
郡
と
し
て
、

山
本
、

上

妻
、

下
妻
が

あ
る
〉
、

役
畜
と
し
て

馬
が
圧
倒
的
で

あ
る
。

筑
前

部
は
、

東

部
が

牛
耕

郡
(

嘉
麻
、

穂
波
、

鞍
手
)

と

人
耕

郡
(

遠

賀
)

と
に

分

類
で

き
、

西

部
が

馬
耕
郡
(

早
良
)
、

牛
耕

馬
耕
均

衡
郡
(

糟
屋
、

那
珂
、

御
笠
、

席
回
、

恰
土
、

志

摩
)

と
に

分

類
で

き
る
(

但
し
、

宗

像
だ

け
が
、

牛
耕
郡
と
し
て
の

特
徴
を

見
せ
て
い

る
jv
o

c
、

各
郡
二

毛
作
展

開
度

第
3

1
5

表
の
二

毛

作
率
を
み
た

場
合
、

歴

然
と
し
た

地
域
間
較
差
を
読
み

取
る
こ

と
が
で

き

る
。

筑

後
部
で

は
、

生

葉
郡
の

七
六
%

を

下
限
と
し
て
、

平
均
八
七
・

七
%

で

県
下
一

位
の

高
率

を

示
す
。

豊

前
部
で
は
企

救
郡
の

七

O
%

を
上

限
と
し
て
、

平
均
五

0
・

五
%

で

あ
る
。

筑

前

部

で

は
、

隣
接

す
る

精
屋
、

宗

像
両
郡
を

含
め
た

東

部
で
は
、

嘉
麻

郡
の

七
八
%

を
上

限
と
し
て
、

平
均
四
四
・

八
%

の

低
率
に
と
ど
ま
っ

て
い

る
の

に

対
し
て
、

筑
前
西
部
で
は
、

志
摩
郡
が

四
四

%

の

低
率
を
示
し
な
が
ら
、

平
均
七
九
・

O
%

と

筑
後
部
に

次
ぐ
高
率
を
示
す
。

d
、

各
郡

自
小
作
農

分
布

第
3
1
8

表
に
よ
れ
ば
、

自
作
層
の

比

率
は
、

筑
前
部
で
は
一

八
・

八
%

の

鞍

手
郡
を

下
限
と

し
て
、

平
均
二
二

・

三
%

を一
示
し
、

筑
後
部
で
は
上

妻
郡
の
二
二

・

二
%

を
上

限
と
し
て
、

平
均

二

0
・

九
%

を

示
す
。

山一以

前
部
で

は
二

四
・

七
%
の

田
川
、

企

救
両

郡
を

下
限
と
し
て
、

平
均
二

九
・

二
%

を

示
す
。

こ
の
こ

と
が

示
す
よ

う
に
、

自
作
層
は

筑
前
部
に

厚
く
分
布
し
て
い
る
こ

と

戸，iaウi



第3-4�長 各郡主要出産去

両訪ト---1第l位|第2位|第3位|第4位|第5位| Z十

筑

目IJ

筑

後

豊

目リ

3、Æ:・、 賀 米(75.6)
鞍 手 米(79.3)
嘉 麻 米(78.2)
穂 波 米(7，1.3)
F自 谷 米(67.1)
'方三?言 像 米(62.0)
上 座 米(33.2)
下 座 米(41.2)
夜 須 米(56.2)
那 珂 米(61.8)
御 笠 米(65.5)
席 田 米(80.4)
4恰 土 米(69.7)
，でじと. 、 摩米(65.9)
早 良米(75.1)
福 岡繭(20.1)
久留米|麦(31.9)
生 葉米(48.0)
竹 野 米(53.8)
御 井 米(47.4)
御 原 米(56.0)
山 本 米(41.5)

一 諸
上 妻 米(32.4)
下 妻 米(50.5)
山 門

|
米(59.4)

一 池米(50.9)
1f: 救 米(67.3)
田 )11 米(68.2)
思 都 米(72.5)
中 津 米(71.6)
築 城
上 毛

麦( 6.5) 疏( 4.6) 
麦( 5.0) 間( 4.3) 
麦( 7.1) 読( 4.5) 
麦( 8.5) 櫨( 5.8) 
麦(10.7) 菜( 5.2) 
槌(- 9.6) 麦( 6.9) 
雑(13.2) 煙(11.6)
雑(12.9) 麦( 8.5) 
麦(11.0) 雑( 5.8) 
麦(16.4) 菜( 7.9) 
麦(15.2) 菜(12.6)
表(11.3) 莱( 8.0) 
間( 8.3) 麦( 7.1) 
麦( 9.6) 菜( 3.4) 
麦( 9.3) 菜( 5.3) 
読(18.9) 卯(13.8)
読(22.7) 米(13.9)
麦(12.9) 茶(11.7)
麦(11.6) 雑(11.0)
麦(12.3) 雑(11.4)
麦(13.1) 読( 6.6) 
協(15.7) 雑(10.9)

茶(17.4)麦(12.4)
麦(13.3) 菜(10.8)
麦(10.2) 菜( 9.7) 
麦(11.4) 菜( 5.6) 
麦( 8.3) 櫨( 5.6) 
麦( 8.3) 読( 6.1) 
櫨(10.0) 麦( 9.0) 
麦(11.9) 櫨( 4.7) 

豆( 2.9) 協� =.7� I 
読( 2.7) 豆( 2.4) 
槌( 3.5) 果( 1.4) 
読( 3・3〉|豆( 1・5)
読( 4.1) 甘く2.8)
甘( 4.0) 読( 3.1) 
麦(10.3) tpd ( 6.6) 
組( 8.5) 豆( 5.1) 
也( 3.5)豆( 2.6) 
南( 1.9) I疏( 1・6)
出( 2・4)I n ( 0.8) 
凶( 0.3) - ( 0.0) 
菜( 3.4) 読( 2.9) 
棉( 3 4〕 | 雑( 3.3) 
読( 2.3)也( 1.2) 
禽( 4.6)麦( 3.1) 
繭( 8.0) 豆( 5.4) 
雑( 9.0) 協( 3.4) 
菜( 5.5) 読( 3.3) 
読( 9.2) 藍( 5.9) 
櫨( 6.5) 菜( 4.6) 
麦( 9.5) 読( 7.4) 

読( 9.2) 雑( 7.5) 
雑( 6.5) 豆( 3.0) 
読( 5.9) 豆( 3.3) 
読( 4.7) 豆( 4.4) 
読( 5.2) 果( 3.6) 
菜( 4.6) 也( 2.4) 

豆( 1.8) 甘( 1.5) 
読( 3.7) 繭( 1.6) 

県全体 |米〈川|麦(10.1)I疏( 4.7) I菜( 4.0) I協( 3.8) I 

92.3 
93.7 
94.7 
93.4 
89.9 
85.6 
74.9 
76.2 
79.1 
89.6 
96.5 

100.0 
91.4 
85.6 
93.2 
60.5 
81.9 
85.0 
85.2 
86.2 
86.8 
85.0 

78.9 
84.1 
88.5 
77.0 
90.0 
89.6 
94.8 
93.5 

84.3 
(注〉 太田遼一郎「明治前・中期福岡県住業史」所収表に， 新たに「福岡県農事調査」

より加筆作賞。
菜=菜種， 豆=豆頬. 読=読菜思， 1t=甘�Ul 櫨=也実，果=果樹，雑=雑穀，

禽=京禽， 思=豆草.

単位. 0ム

ーク7-1ー



京白

'方t土寸・

速

鞍

嘉

穂

上

下

夜

那

御

席

』恰

，ゴuプ. 、

早

福

第 3- b 表 牛馬 耕 人 耕の区5J1j

谷 本郡田畑 ノ耕錨ハ専ラ牛馬ヲ用フ。 然、ルニ箱崎町畑 ノ耕伝ニ限リ

人力ヲ以テ ス。

像 田畑トモ牛馬耕ノミニテ人耕ナ シ。

賀 田ヲ:illl包スノレニ専フ人力ニヨリ， 日佳タ租耕スノレ共ニ牛馬ヲ用フ。

(後略)。

手 山間�tà谷其他非常ニ狭店主ニシテ牛馬ヲ容ル、
能ハサノレ ヨリペ各

地 牛V�ヲ施サ、ルハナ シ。

郡内ー於 テ田畑ヲ墾起スノレハ総テ牛馬耕トス(牛九分八

ニ

厘

限

馬

リ

二

人

厘

耕

) 

麻 然、レトモ， 水田又ハ深田ト称へ年中水ニ浸シタル モノ

トス。其ノ割合ハ九ソ百分中ノ一分ニ過キズ。| 件於テ帥b

年 Z水水 浸波 八厘ニシテ馬二 厘」

耕

ニ居ノレ。最モ水田又ハ深田卜称へ 中 ニ

シタル モ ノハ ， 人 尤モ多トス。

座

須

珂

笠

田

土

摩

良

岡

田ヲ翠起スルニ専フ

於

牛馬耕ヲ用

博

フ

近

。 手E耕

菜

ニノミ

除

牛馬ヲ

外

用

，

フ。

皆

其割

牛
合八分位ナリ。 畑ニ テモ福 接 ノ 園地ヲ クノ ナ

馬耕ヲ施ス。

田畑ヲ墾起スノレニ専ラ牛罵ヲ用フ。其割合九ソ八分位ナリ。

那珂郡同断。

田ヲ墾起スノレニ専ラ牛馬ヲ用ヒ， 人力ニヨノレハ砂ナ・ン。 畑ニ至リ

テモ亦牛馬耕ヲ施ス者多シ。

従来田畑ヲ砲耕 スノレ牛馬ヲ

ニ

使

シ

用

テ

ス

牛

ル

馬

事本郡農家ノ長所ニシテ(

悉

中

略)， 深田及ヒ小畝歩ノ畑 ヲ牽入ノレ、モノ、他ノ\

皆牛馬耕ヲ施シ来レリ。

田畝耕伝スルニ専フ牛馬ヲ用ユ。水田井

牛

山間ノ畑小畝ニシア牛

力

馬

耕施ス事不能/レ分ハ 人力ニヨリ， 其割合馬耕九ソ八分， 人 三

分(ママ
) ナリ

市内ノ畑地ハ曽テ牛馬耕ヲ施ス モノナシ。

久留米 I 田畑ヲ墾起スルニ専ラ人

凡壱

力ニヨノレト難トモ， 間ニハ程耕ニノミ罵

ヲ用ユ/レ モ， 其割合ハ 分位トス。

生 葉 田ヲ墾起スノレニ， 霊耕ナリ，

畑

組耕ナリ専ラ牛馬力ヲ用ユ。人力ニ

ヨノレ事十中ノ二三位ナリ。 ニ至リテモ亦同‘ン。

竹 野 田ヲ墾起スノレニ， 翠

位

耕ナリ，

畑

和耕ナリ専ラ牛馬力ヲ用ユ。人力二

ヨノレ事十中ノ二三 ナリ。 ニ至リテモ亦問、ン。

御 井 田ヲ墾起スノレニ主モニ人力ニヨリ， 唯

曽

タ祖

牛馬

耕ニノミ 牛

者

.号用フ。 其

割合九ソ八分位ナリ。 畑ニ至リテハ テ 耕ヲ施ス ナ シ。

- 77 - 2 -

第3-5表 福岡県各部牛馬頭数及び二毛作平安

同�I叩!?|馬ドI A/B I A/C I二毛作平
粕 9，322 3，020 1，998 2.50 3.78 32 
，力三てフ 像 9，676 3，974 615 1.74 11.21 28 
3、Aヨit 賀 5，770 一 47 
砂軟". 手 5，138 3，596 1，376 2.69 7.03 44 

嘉 麻 7， 550 3，127 615 1.85 9.38 78 

吉正 穏 波 6，896 2，425 555 2.12 9.26 40 

上 座 7， 054 

下 座 2，<i23 一

夜 須 4，748 

珂 4，098 1，844 1.213 2.22 3.38 90 

笠 4，232 1.855 1，082 2.28 3.91 73 

席 田 677 4 320 169.25 2.12 97 

f台 土 4，577 1，266 1，303 3.62 3.51 85 

ii.と二、 摩 5，230 1，759 1，228 2.97 4.26 44 

早 良 4，301 205 1，848 20.98 2.33 85 

干高 岡 23 11 26 2.09 0.88 

久留米 64 33 27 1.94 2.37 一

生 葉 3，795 138 1，531 27.50 2.48 76 

竹 野 2，724 6 1，145 454.00 2.38 80 

1.fíも- 御 井 5，107 。 3，212 1.59 80 

御 原 3，213 。 1，187 一 2.70 83 

山 本 1.299 。 483 2.69 98 

一 1渚 8，483 一 一 一

後 上 妻 8，577 1 4，005 8577.00 2.14 89 

下 妻 1.395 。 586 一 2.39 95 

山 門 6，455 13 3，776 496.53 1.71 98 

一 池 4，535 44 2，653 103.06 1.71 90 

斗Aζ一 救 7，006 3，467 687 2.02 10.20 70 

田 )1 ! 7，193 4，425 634 1.63 11.35 57 
豊

尽 都 3，840 6.07 43 1，661 633 2.31 

中 津 4，115 1，496 1，314 2.75 3.13 32 
目IJ

築 域 3，085 一 一 一

上 毛 4，236 一 一 一 一

一

(在〉 「福岡県農事調査」より作成。



第3-8表 自 小 作別良家数

実 数 百 分 比

九r旦11!111 自 作 | 自小作 | 小 作 | 計 自 作 | 自小作 | 小 作 | 計

筑

前

m 

後

豊

-目>.Lリ. 

粕屋郡
宗 像部
遠賀郡

鞍手部

嘉店長部

松波部

早良部

御笠部
府田部
那珂郡

恰土郡
志摩郡
福岡市

上妻郡
下妻郡
山 門部
三池郡

生 葉 郡

竹野郡
山 本部
御井郡
御原郡

久留米市

企救郡

京 都 郡

仲津郡
田川郡

言十

2，181 3，303 924 6，408 34.0 51.5 14.4 
2，166 2，744 1，066 5，976 36.2 45.9 17.8 
1，635 2，325 2，292 6，252 26.2 37.2 36.7 
1，188 2，018 3，204 6，410 1.85 31.5 50.0 
1，109 1，982 1，133 4，224 26.3 46.9 26.8 
1，012 1，507 864 3，383 29.9 44.5 25.5 
1，113 1，191 897 3，201 34.8 37.2 28.0 
1，059 1，268 928 3，255 32.5 39.0 28.5 

152 214 113 479 31.7 44.7 23.6 
2，313 2，643 1，656 6，612 35.0 40.0 25.0 

834 1，724 880 3，438 2.1.3 50.1 25.6 
1，754 1，797 612 4，113 42.6 42.5 14.9 

47 51 38 136 34.6 37.5 27.9 
3，355 5，095 2，298 10，748 31.2 47.4 21.4 

444 827 263 1，534 28.9 53.9 17.1 
1，389 4，328 2，914 8，631 16.1 50.1 33.8 
1，196 3，559 901 5，656 21.1 62.9 15.9 

638 1，778 2，795 5，211 12.2 34.1 53.6 
512 1，378 1，892 3，782 13.5 36.4 50.0 
378 536 644 1，558 24.3 34.4 41.3 

1，342 2，086 1，859 5，287 25.4 39.5 35.2 
704 1，017 922 2，643 26.6 38.5 34.9 
165 40 70 275 10.0 14.5 25.5 

2，524 2，641 1，437 6，602 38.2 40.0 21.8 
795 1，412 1，006 3，213 24.7 43.9 31.3 

1，333 1，937 1，294 4，564 29.2 42..4 28.4 
1，871 2，909 2，781 7，561 24.7 38.5 36.8 

133，209152，260 135，683 1121，1叫24.41 43.1 I 29.5 1 
(注〉 大正遼一郎「明治前・中期福岡県設業史」より引用。

100.0 
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御

山

一一一

上

下

山

一

1f: 

田

尽
中

築

上

茅3-{，患にのフブき
原 I 人

田畑
力七

共鋤
分

起又厘
ハ陪耕力一スル

五
ユ専

厘
ラ牛馬ヲ用ユ。 農業主体ノ芳力へ

五 ， 馬 一分 位ナリ。

本 I 田
打
畑共

起
劫起又ノ、間耕ス日多ク馬ヲ用ユ。 畑ハ隔年位ニ人力ヲ以

テ スアリ。

郡内東
住
部山間

分
中

ニ至リ畑ヲ耕
人
伝

至

スルニハ専フ人税ニシア， 馬緋ヲ用

-ztMzzト圃t
ユノレ ノ一 位

部
ナリ 部 田ハ 馬耕凡ソ相半パセリ。

東
割合
部ヲ除キ ヨリ缶 ニ テノ\ 専ラ馬耕ヲ用ヒ人耕三分位ノ

ナリ。

門 I 
畑

田ハ総テ馬
施
耕ヲ以テス。 畑ハ馬耕九分人耕一分ニシテ， 牛耕ハ田

共ニ之ヲ スモノナ‘ン。

池 I 稀 田ヲ笠起スノレニ専フ沼耕ニ馬ヲ用ヒ， 人力ヲ以アスノレモノ殆ント
ナリ。

救 I 
分

団地
位

ヲ翠起スルニハ専ラ牛
極
耕ヲ用

稀
ヒ， 畑ニ至テハ牛誹九分人耕一

トス。 馬耕ニ至テハ メテ ナリ。

}II I 田園
牛

ノ耕
分

型
人
ニハ専ラ人力ニヨリ， 唯耕作ノミ牛馬ニ同シ。其割合

耕 馬六 力四分ナリ。 畑ニ於ケノレモ亦同シ。

都 | 田畑ヲ耕作ス日ノ、総テ牛馬ヲ用フ。 依テ其割合ヲ算出セス。

津 | 田畑ヲ制スノレニハ総テ牛罵ヲ用フ。 依テ其割合ヲ算出セズ。

域 |
毛 |

(注) í福岡県民事調査」による。

妻子ワ表 県下牛馬耕人耕分布表

牛耕郡 | 嘉麻， 穂波， 企救， 京都， 宗像3野手

馬耕郡 | 早良， 生葉， 山門， 竹野， 御原， 三池

牛・罵耕郡 | 粕谷， 那珂， 御笠 席田， 伯土， 志摩， 中津

人 耕郡 遠賀， 御井

牛・人耕郡 田川

罵・人耕郡 | 山本上妻， 下妻

(注〉 第5表， 第6去により作成。



が

わ
か

る
。

ま
た
、

と

く
に

筑

前

西

部
(

精
度
、

宗
像
、

早
良
、

御
笠
、

席
目
、

那
珂
、

恰
土
、

志

摩
、

福

岡
市
)

で
は
、

平
均
三

四
・

O
%

を
示
し
て
い

る
。

第
3

1
9

表
に
み
ら
れ
る
よ

う
に
、

比

較
的

経

営

規
模
の

大
き
い

農
家
が

筑

前

部
に
か
た
よ

り
、

ま
た

福
岡
市
周
辺
に
か
た
よ
っ

て
い

る
こ

と

と

関
連
し
て
、

大
田
遼
一

郎
氏
は

「

福
岡
近
郊
の

場
合
、

大
土
地

所
有
の

割
合
の

小
さ

さ
と

関
連

し
て
、

経

営
規
模
の

大
き
い

も
の
の

割
合
の

高
い
こ

と
は
、

自
作
上

層
の

比

重
が

可
成
り
強

く
な

っ

て
い

る
こ

と

を

示
す
も
の

で
は
な
い

九イ
と

指
摘
し
て
い

る
。

以
上
の

諸

指
標
か

ら

筑

前
西
部
の

特
徴
を
描

き
出
す
と
、

二

毛

作
(

主
に

裏
作
と
し
て

麦
、

菜

種
)

の

高
い

展

開
度
を

示
し
、

馬

耕
も
し

く
は

牛
馬
耕
地

帯
で

あ

り
(

牛
耕
の

み
、

も
し

く
は

牛

馬
耕

人

耕
均

衡
地

帯
で
は
な
い
)
、

県
平
均
か

ら
み
た

場

合
、

あ
る
程

度
の

経

営
規
模
を

持

ち
、

自
作
上

層
の

厚
い

地

域
と

規
定
で

き
る
。

実
業
教

師
た

ち
は
、

こ

う
い
っ

た

農
事
景
況
の

な
か
で

営
農
経
験
を

蓄
積
し
、

苦
心

勉
励
し
な

が

ら
、

老

農
と
し
て
の
地

位
を

確
立
し
て
い
っ

た
の

で

あ
る
。

し
か
し
、

以
上
の

特
徴
は

相
対
的
な

も
の
で

あ
っ

て
、

他
の

地

域
た

と
え
ば

筑
後
地

方
が

そ
の

派
遣

基
盤
と
な

り
得
な
か
っ

た

と
い

う
理

由
に
は
な

ら
な
い
。

筑
前
西
部
を
中
心
と

す
る

地

域
が

そ
の

基
盤
と
な
る
た

め
に
は
、

以
上
の

要

素
は

必

要
条
件
で

あ
っ

て

も
十
分
条
件
で
は
な
い
。

そ

の

条
件
を
満
た

す
た

め
に
は
、

以

下
の

要
素
が

大
き
く
作
用
し
て
い

た
の
で

あ
る
。

先
ず

第
一

に
、

こ

の

地

域
が

林
遠
里
(

早
良

郡
重

留
)

と
い

う
強
烈
な

個

性
を
生
み

出
し
た
こ

と
で

あ
る
。

第
二

に
、

彼
に
よ
っ

て

実
業
教
師
養
成
派
遣

団
体
H

勧
農
社
が

重

留
の

地

に

設
立
さ

れ
た
。

第
三
に
、

林
遠
里
の

明
治
一

0
年
代
に

お
け
る
福
岡
県
で
の

改
良
法
普
及
活
動
の

な
か
で
、

筑

前
西

部
を

中
心
と
し
た
地

方
名
望
家
層
の

厚
い

支
持
基
盤

を
形
成
し
た
こ

と
で

あ
る
。

第
四
に
、

深
耕
を

可
能
に
し
た

抱
持
立

翠
の

存
在
と
、

そ

れ
が
こ

の

地

方
に

普
及
し
て
い

た
こ

と
で

あ

る
。

「

福

岡
県

農

務
誌
』

に

は
、

「

志

摩

郡

整
」

「

恰
土

郡

翠
」

と
し

て
、

い

わ

ゆ

る

「

抱

持
立

埜
」

が

紹
介
さ
れ
て
い

る
。

こ

れ
ら
の

撃
は
、

深
耕
が
日

本
農
業
の

改
良
の
一

つ

の

要

点
と

指
摘
し
た

駒
場
農
学
校
の

ド
イ
ツ

人

教
師
で
あ
っ

た
マ
ッ

ク
ス
・

フ
ェ

ス

カ

を
し
て
「
土

性

上
ヨ

リ

論
ス
ル
モ
、

抱
持
立
型
ノ

如
キ

深
耕
型
ハ
、

実
ニ

本
邦
ノ
土

壌
ニ

適
ス
」

と
い

わ
し
め
た

《Mnv

も
の

で

あ
る
。

第
五

に
、

次
節
で

述
べ

る

福

岡
農
法
の
バ

ッ

ク
ア
ッ

プ
と
し
て
の

改
良
農
具
供
給
体

制
の

整

備

を
あ

げ
る
こ

と
が
で

き
る
。

以
上
の

要
素
が
、

筑
前
西
部
に

お
け
る

農
事
景
況
の

な
か
で
、

そ
の

地

位
を

確
立
し
て
い
っ

た

老

農
に
、

実
業
教
師
と
し
て
各
府

県
に

派
遣
さ
れ
る

必

要
十
分
条
件
を

与
え
た
の
で

あ
る
。

第
四

節

改
良
皮
具
の

供
給
基
盤

前
節
で
は
、

筑
前
西
部
が

実
業
教
師
の

派
遣
基
盤
と
し
て
の

位
置
を
獲
得
し
た

条
件
の
一

つ

に
、

同
地
域
で

在
来
皮
具
と
し
て

知
床
惣
が

定
着
H

使
用
さ
れ
て
い
た
こ

と
を
あ
げ
た
が
、

本
節
で
は
、

尖
業

教
師
の

持
及
活
動
に
と
っ

て

必
要
な

皮
具
の

供
給
基
盤
が
、

彼
ら
を
バ

ッ

ク
ア
ッ

プ

す
る

形

円高v

で

形

成
さ
れ
て

く
る
こ

と
に
つ

い

て
考

察
し
て
み
た
い
。
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J3-9表 耕作面積別農家数

実 数 臼

�二11町541町5叫反以下l以 上"'8 反 Z十 以1町5上反

粕屋郡 1，274 2，361 
宗像郡 1，258 2，092 
遠賀郡 1，343 2，025 

，刀""も・

鞍手郡 1，198 2，137 
嘉麻郡 975 1，354 
穂波郡 863 1，004 
早良郡 740 1，071 
御笠郡 606 1，060 
席田郡 177 160 

月リ
那珂郡 1，778 2，082 
恰土郡 850 1，485 
志摩郡 1，091 1，475 
福岡市 一

上妻郡 837 2，527 
下妻郡 262 373 

羽m 山門郡 755 2，015 
三池郡 428 1，734 

生業郡 331 935 
竹野郡 269 942 
山本郡 145 457 

後 御井郡 838 1，564 
御原郡 566 725 
久留米市

豊
企救郡 605 2，172 
京都郡 456 1，131 

目リ
仲津郡 580 1，287 
田川郡 779 2，169 

2，773 6，408 19.9 
2，626 5，976 21.1 
2，884 6，252 21.5 
3，075 6，410 18.7 
1，895 4，224 23.1 
1，528 3，395 25.4 
1，390 3，201 23.1 
1，589 3，255 18.6 

142 479 30.0 
2，752 6，612 26.9 
1，103 3，438 24.7 
1，547 4，113 26.5 

136 136 
7，384 110，748 7.9 

899 1，534 17.1 
5，858 8，628 7.0 
ω4 1 W6 7.6 
3，945 I 5，211 5.4 
2，571 

956 
2，885 
1，352 

275 
3，825 
1，626 
2，697 
4，613 

3，782 7.1 
5，287! 15.9 
2，643 I 21.4 

275 I -

6，602 9.2 
3，213 14.2 
4，564 12.7 
7，561 10.2 

分 比

~l町85反反18反以下
36.8 43.3 
35.0 43.9 
32.4 46.1 
33.3 48.0 
32.1 4-1.9 
29.6 45.0 
23.5 43.4 
32.6 48.8 
33.4 29.6 
31.5 41.6 
43.2 32.1 
35.9 37.6 

100.0 
23.5 68.7 
24.3 58.6 
23.4 67.9 
30.7 61.8 
17.9 75.7 
24.9 68.0 
29.3 61.4 
29.6 54.6 
27.4 51.2 

100.0 
32.9 57.9 
35.2 50.6 
28.2 59.1 
28.4 60.5 

計 36，337 1日，820 I山61l 15.71 30.0 1ωl 
(注〉 同前3

ーク� -1ー
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実
業
教
師
が

各
府
県
に
派
遣
さ
れ
る
場
合
、

受
け
入
れ
先
の

府
県
及
び

諸
郡
は
、

彼
ら
の

月
俸

の

確
定
と
と

も
に
、

旅
費
及
び

農
具
運
送

費
支
払
の

約
定
を
す
る
の
が
一

般
的
で

あ
っ

た
。

こ
の

こ

と
か
ら
わ
か
る
よ

う
に
、

彼
ら
が
赴
任
す
る
場
合
、

改
良
農
具
一

式
(
お
そ

ら

く
抱
持
立

翠
と

そ
の

部
品
H

翠
先
等
、

雁
爪
、

抜
櫛
な
ど
〉

を
携
帯
し
て
い
っ

た
こ

と
が
予
想
さ
れ
る
。

こ

う
い

っ

た

農
具
、

さ
ら
に
は

彼
ら
の

普
及
活
動
の
場
と
し
て
の

試
験
田
で
の

使
用
農
具
や
、

彼
ら
の

も

と
で

伝
習
を
受
け
る

農
民
の

使
用
す
る
農
具
の

供
給
は
い
か
な
る

形
で

お
こ

な
わ
れ
て
い
た
の
で

あ
ろ
う
か
。

そ

も
そ

も

各

府
県
が

導
入
し

よ

う
と

し
た

林
遠
里

稲
作

改

良
法

は
、

林
遠
里
が
一

発

明
」
、

「
理

論
化
」

し
た
と
さ
れ
る
「

寒
水
浸
法
」

「
土
囲
い

法
」

と
福
岡
在
来
農
法
に
よ
っ

て

構
成
さ

れ
た
一

つ

の

農
業
技
術
シ
ス

テ
ム

で

あ
っ

た
。

そ

れ
ゆ
え
、

そ
の
シ
ス

テ
ム

を

支
え
る

農
具
は
、

稲
程
抜
落
し

櫛
の
よ

う
な
遠
里
の
独
創
に

依
る

も
の

も
み
ら
れ
る
が
、

そ
の

多
く
が
筑
前
西
部
に

当
時
一

般
的
に

使
用
さ
れ
て
い
た

も
の
に
よ
っ

て
構
成
さ
れ
て
い
た
。

実
業

教
師
の

派
遣
が

木
格
化
す
る

以

前
で
は
、

あ
る

程
度
県
下
で
の

分
業
関
係
(

鍛
冶

部
門
、

木
工

部
門
な
ど
)

を

形
成
し
な
が
ら

も
、

お
そ

ら

く
そ

う
い
っ

た

農
具
の

多
く
は
「

村
鍛
冶
的
」

農
具
製
造
業
者
に
よ
る

供
給
に

も
っ

ぱ
ら

頼
っ

て
い
た
と

考
え
ら
れ
る
。

明
治
一

九
年
(
一

八
八

六
)

三

月
に
、

遠
里
が

早
良
郡
脇

山
村
の

鍛
冶
緒
方
仁
助
か
ら

雁
爪
二

O
挺
を
購
入
し
た
こ

と
を

示
す
「

請
取
書
斗v

を
み
る
こ

と
が
で
き
る
が
、

こ
の

緒
方
が
そ
の

類
の

「

農
具
製
造
業
者
」

で
あ

っ

た
ろ
う
と

推
察
さ
れ
る
。

し
か
し
、

第
一

節
で
み
た

石
川

県
へ

の

実
業
教
師
の

派
遣
を
契
機
と
し
て
、

そ

れ
の

全
県
的
盛

り
上
が

り
の

な
か
で
、

改
良
農
具
の

質
的
改
善
と

安
定
供
給
の

目
的
の
た
め
に
、

早
く
も
明
治
一

内
調v

九
年
(
一

八
八
六
)

一

二

月
に
は
「
大
日

本
農
具
改
良
組
合
」

が

設
立
さ
れ
る
に

至
る
c

そ

も
そ

も
、

鉄
地

金
の
一

括

購
入
に

よ
る
そ

れ
の

安

定

的

確
保
が

組

合
の
一

つ

の

役

割
で

あ
っ

た

が
、

「

鍛
冶
職
市
巳
に
止
ま
ら
ず
、

農
具
に
関
す
る

総
て
の

製
作
者
と
一

致
団
結
し
て
改
良
の

目
的
を

岱ゼ

貫
き
、

販
路
を
永
遠
に

期
せ
ん
と
の

計
画
な
り
と
云
ふ
」

に
み
ら
れ
る
よ

う
に
、

県
下
す
べ

て
の

農
具
製
作
者
(

鍛
冶
部
門
の

み
な
ら
ず
、

木
工

部
門
を
含
め
て
)

と
の

協
力
の

下
で

改
良
農
具
の

供
給
を
担
う
こ

と
が
、

も
う
一

つ

の

役
割
と
し
て

位
置
づ

け
ら
れ
た
。

こ

う
い
っ

た

福
岡
県
で
の

動
き
の

も
と
、

改
良
法
を
受
け
入
れ
た

各
府
県
及
び

直
接
に
そ
の

導

入
H

普
及
を
担
当
し
た

実
業
教
師
た

ち
は
、

実
際
に
ど
の
よ

う
に
し
て
改
良
農
具
の

供
給
ル

ー
ト

を
確
保
し
て
い
た
の
で

あ
ろ
う
か
。

ま
ず
、

上
記
「
改
良
組
合
」

を
通
し
て
の
ル

l
ト
で

あ
る
。

林
遠
里

稲
作
改
良
法
を
導
入
し
た

山
口

県
で
は
、

そ
の

農
法
普
及
に
必
要
な

農
具
の

注
文
を
福

岡
県
農

商
務
課
に

お
こ

な
い
、

そ

れ
を
受
け
て
同
課
は
、

平
鍬
、

蟹
爪
、

稲
刈
鎌
、

鋤
、

鋤
先
、

《
n
M

述
伽
、

杷
、

籾
乾
燥
器
、

稲
極
抜
落
櫛
と
い
っ

た

農
具
を
「
改
良
組
合
」

に
一

括
注
文
し
た
。

こ

れ
ら
一

連
の

農
具
は
、

「
林
氏
の

演
説
す
る
耕
作
法
に

使
用
す
る

も
の
」

と
し
て

注
文
、

製

造
さ
れ
た

も
の
で

あ
っ

た
。

県
下
農
具
鍛
冶
同
業
者
を
糾
合
し
て
設
立
さ
れ
た
「

改
良
組
合
」

が

改
良
農
具
の

供
給
に

携
わ
る
こ

と
は
、

改
良
法
普
及
の
バ

ッ

ク
ア
ッ

プ
と
し
て

大
き
な

役
割
を
果

た

す
こ

と
に
な
っ

た
。

し
か
し
、

「

改
良
組
合
」

だ

け
が
改
良
農
具
を
独
占
的
に

供
給
し
た

訳
で
は
な

く

実
業
教
師
か
ら
の

注
文
を
受
け
て

供
給
す
る
ル

!
ト
も
存
続
し
て
い
た
。
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明
治
二

五

年
(
一

八

九
二
〉

か
ら
宮
城
県
柴
田

郡
船
岡
村
の

飯

淵
七
三

郎
方
に

聴
用
さ
れ
て
い

た

谷
勘

吉
は
、

次
の

よ

う
な

書
簡
を
両
親
に

宛
て
い

ぬ戸

恭
賀
新
年

明
治

廿
九

年
一

月
一

日

御
両

親
様

谷
勘

吉

拝
啓
、

寒

気
ノ

瑚
ニ

御
座

候
、

御
家
内
様
一

同
無
事
御
壮
健
而
奉
大

賀
候
、

次
ニ

私
モ

日
々

実
業
相
カ
ハ

ラ
ズ

勉
強
致
シ

候
問
、

乍
慨
御

休
神
被
下
度
候
、

陳
者
、

此

節
作

年
ノ

成

績
表

ヲ
送
リ

候

閥
、

名
前
通
リ
ニ

御
渡
シ

被
下
、

扱
テ

先
達
テ

御

書
面
ニ

谷
又
六

氏
ノ

中
川

原
田

地
ノ

御
報
知
ハ

入
用
組…
之
候
、

猶
先
輩自
ニ
ハ

二

三

度
私
廿
九

年
田

植
迄
是
非
経
続
致
サ

ネ
バ

ナ
ラ
ノ

様
ニ

願
申
サ
レ

候
問
、

其
御
相
談
ヲ

申
上

置
候
得
共
、

ヨ

シ

ト
モ
、

ア
シ

ク
ト
モ

何

タ
ル

其
事
ニ

付
テ
ハ

御
返

事
無
之
候
問
、

親

類
ヤ

御
両
親
様
ノ

御
返
事
ヲ
日
々

相
待

候

田

植
迄
ノ

経
続
ハ
、

私
ニ

於
テ

定
メ

候
、

国

本
工

於
テ
ハ

如
何
事
力

御
相
談
申
上

候
、

猶
々

先
達
テ
送
リ

出
ノ

翠
ハ
、

後
日

物
一

月
八
日
ニ

着
致
シ

候
問
、

御
安
心

被
下
、

翌
ノ

注

文
ハ

五
六

拾
挺
注

文
致
ス

積
リ
ニ

御
座

候
問
、

重
作
工

御
話
シ

被
下
度
候

成
績
表
ハ
、

谷
安
正
、

谷
善
四

郎
、

谷
伊
助
、

谷
文
七
、

進
藤
勘
七
、

中
村

茂
七
ト
中
上

源

吉
、

御
友
達
、

区
長
原
田

可
能
様

明
治
廿
九

年
一

月
十
六
日

助

吉
が

両
親
に

対
し
て

聴
用
継

続
の

是
非
を
相
談
し
て
い

る
内
容
で

あ
る
が
、

文
中
「

猶
々

先

達
テ
送
リ

出
ノ

翠
ハ
、

後
日

物
一

月
八
日
ニ

着
致
シ

候
問
、

御
安
心

被
下
、

翌
ノ

注

文
ハ

五
六

拾

挺
注

文
致
ス

積
リ
ニ

御
座

候
問
、

重

作
エ

御
話
シ

被
下
度
候
」

の

文
言
に
み
ら
れ
る
よ

う
に
、

翠

の

受
取
通

知
と
と

も
に
、

重

作
へ

の

五
、

六

O
挺
の

翠
注

文
を
実
家
を
通
し
て

お
こ

な
っ

て
い

る

こ

と

を
知
る
。

重
作
と
は
、

那
珂
郡
須
玖
村
(

現
福
岡
県
春
日

市
須
玖
)

の

大
村
重
作
の
こ

と
で
、

当

時

早
良
部
脇

山
村
の

大
鶴

翠
製

作
所
、

那
珂

郡
三

宅
村
大

賀
翠
製
作
所
な
ど
と
と

も
に
、

抱
持

立

翠
の

製
造
H

供
給
に

携
わ
っ

て
い

た
こ

と
が
知
ら
れ
て
い

る
。

こ
の

他
、

和
歌
山
県
東
牟
婁
郡
に
聴
用
さ
れ
て
い
た

宗
像
郡
曲
村
の

片
山
惣
三
は
、

郷
里

曲
村

に

対
し
、

鋤
先
一

O

挺
、

薄

鍬
一

O
挺
、

籾
種
五

斗
送

致
の

依

頼
を
お
こ

な
っ

て
い

一句。

ま
た
、

宮
崎
県
に

滞
在
中
の

実
業
教
師
は
(

氏
名

不
明
〉
、

平
鍬
五

O
挺
の

注

文
を

福
岡

県
勧

業
試

験
場

(
従》

に

お
こ

な
っ

て
い

る
。

福
岡
県
下
に

お
け
る

改
良
法

普
及
を
バ

ッ

ク
ア
ッ

プ

す
る

改
良
農
具
の

供
給
基
盤
は
、

以
上
の

よ

う
に

「

農
具
改
良
組
合
」

を
通
し

て
の
ル
!

ト
と
、

実
業
教
師
の

個
人
的
ル

ー

ト
(

お
そ

ら

く

旧

来
か
ら
の

縁
故
的

関
係
〉

と

を

合
わ
せ

持
っ

て

形
成
さ
れ
て
い
っ

た
。

し
か
し
、

こ

う
い
っ

た

供
給
基

盤
が

十
全
な

形
で

改
良
法

普
及
を
バ

ッ

ク
ア
ッ

プ

す
る
た

め

に

は
、

派
遣

先
の

各
府
県
で
よ

り
広

範
で
整

備
さ
れ
た

供
給
体
制
の

確
立
が

必

要
で

あ
る
こ

と
は
い

う
ま
で

も
な
い
。

以
下
で
は

端
緒
的
で
は

あ
る
が
、

そ
の

動
き
を
み
て
み
よ

う
。

円
以wu

島
根

県
迩

摩

郡
大
国
村
の

地

方

名
望

家
で
か
つ

大
地
主
で

あ
っ

た

安
井
好
尚
は
、

明
治
二

O
年

六

月
二
一

日
付
の

「
山
陰
新
聞
」

に

次
の

よ

う
な
広

告
記

事
を
載
せ
た
。

地

方
民
事
ノ

萎
際
振
ハ

サ
ル
ハ
、

俳句
モ

心
ア
ル
モ

ノ
、

知
ル

所
ニ

シ

テ
、

今
吏
喋
々

ヲ

要
セ

サ
ル

ナ

リ
、

滋
ニ

民
事
ノ

改
良
ヲ

図
ル
ハ

寒
ニ

今
日
ノ

最
大
急

務
ト
云
フ

可
シ
、

而
シ

テ

改

良
ノ

事
タ
ル
一

ニ

シ

テ

足
ラ
ス

ト

雌
モ
、

第
一

農
具
ノ

改
良
ノ

先
ン

ス
ヘ

キ
ハ

疑
ヲ

容
レ
サ
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ル
所
ナ
リ
、

何
ト

ナ
レ
ハ

、

民
ノ

的
タ
ル
少
費
多
穫
ニ
ア
レ
ハ
ナ
リ
、

然
ル
ニ

、

地
方
農

家
ノ
風
ヲ
見
ル
一一
、

多
ク
ハ

旧
慣
ヲ
墨
守
シ
テ

、

敢
テ
意
ヲ
五
ニ

留
メ
サ
ル
ハ

、

今
日
ノ
現

状
ナ
リ
、

好
尚
ノ
之
ヲ
変
フ
ル
ヤ
久
シ

、

今
春
福
岡
県
ヨ
リ

必
用
ノ
農
具
ヲ
求
メ
テ

、

之
レ

ヲ
試
用
ス
ル
ニ

、

地
方
在
来
ノ
モ
ノ
ニ
比
ス
レ
ハ

、
一

層
便
利
ニ
シ
テ

、

其
労
力
ヲ
省
ク
事

砂
カ
ラ
ス

、

依
テ
農
事
改
良
篤
志
諸
君
ノ
需
ニ
ヨ
リ
、

直
チ
ニ

製
造
送
致
致
ス
ヘ
キ
ニ
付 、

有
志
ノ
諸
君
ハ

御
申
込
ア
ラ
ン
事
ヲ
希
望
ス

、

種
類
代
価
ハ

左
ノ
如
シ

て

筑
前
鋤

代
金
五
拾
五
銭

此
鋤
ハ

、

筑
前
ノ
国
ヨ
リ

購
求
シ
試
用
セ
シ
ニ

、

地
方
現
今
在
来
使
用
ス
ル
処
ノ
鋤
ニ

異
ナ
リ
、

牛
馬
ニ
軌
セ
テ
田
畑
ヲ
耕
ス
ニ

容
易
ニ
シ
テ

、

往
返
地
ヲ
深
ク
鋤
キ
返
ス
ヲ

得
テ

、

科
益
鮮
少
ナ
ラ
ス

、

農
事
改
良
篤
志
ノ
諸
氏
ハ

試
用
セ
ラ
レ
ン
事
ヲ
望
ム

て

小
鞍

代
金
四
拾
三
銭

是
ハ

前
鋤
ニ
付
属
シ
テ
手
軽
ク

、

牛
馬
ニ
シ
テ
其
労
少
ナ
シ

一
、

平
鍬

代
金
五
拾
六
銭

鍬
ハ

諸
国
ト

モ
其
所
ニ

依
テ
形
チ
モ
変
リ
、

埴
土
ニ

便
ナ
ル
モ

、

砂
土
ニ

不
便
ニ
テ

、

其
土
地
ニ
就
キ
用
ヒ
テ
功
ア
ル
モ
ノ
ナ
シ
ト

モ
、

此
鍬
ハ

苗
代
ノ
地
整
並
ニ
畦
底
作
間

ニ
用
ヒ
テ
効
多
ク 、

農
家
ニ

欠
ク
ヘ
カ
ラ
サ
ル
要
具
ナ
リ

て

稲
種
抜
キ
落
シ
器
械

代
金
八
銭

是
レ
ハ

、

本
県
勧
業
雑
報
第
弐
拾
九
号
付
録
林
遠
里
農
事
演
説
筆
記
第
一

章
中
種
子
刈

採
及
ヒ
精
撰
之
項
ニ
登
記
セ
ル
稲
穂
抜
キ
落
ス
器
械
ニ
シ
テ

、

米
作
改
良
ニ
必
要
ナ
リ

一
、

蟹
爪

代
金
拾
五
銭

日疋
ハ

、

前
向
上
第
四
章
中
ニ
ア
ル
蟹
爪
ニ
シ
テ

、

本
年
田
方
植
付
ノ
后
ハ

必
要
ナ
リ

明
治
廿
年
六
月

稲
間
ノ
土
ヲ
打
返
ス
器
械
ニ
シ
テ

、

島
根
県
建
摩
郡
大
国
村安

井
好
尚

こ
の
広
告
は

、

林
遠
里
が
島
根
県
下
を
巡
回
中
に
掲
載
さ
れ
た

。

筑
前
鋤
か
ら
蟹
爪

ま
で
文
字
ど
お
り
林
遠
里
稲
作
改
良
法
普
及
に
と
っ

て
の
必
要
な
農
具
構
成
で
あ
る

。

以
上
の
よ
う
な
動
き
は

、

第
七
章
に
み
る
長
野
県
で
も
み
ら
れ
た
が

、

改
良
農
具
の
供
給
基
盤

を
十
全
な
形
で
機
能
さ
せ
る
た
め
に

、

積
極
的
に
販
路
の
拡
張
を
意
図
し
た
こ
と
は

、

そ
れ
が
端

緒
的
で
あ
っ

て
も 、

改
良
法
を
導
入
し
よ
う
と
す
る
側
の
動
き
と
し
て
注
目
し
て
お
き
た
い

。

以
上

、

実
業
教
師
の
各
地
で
の
活
動
の
バ
ッ

ク
ア
ッ

プ
の
一

つ
と
し
て

、

農
具
の
供
給
基
盤
の

形
成
に
つ
い
て
み
て
き
た

。

実
際

、

実
業
教
師
の
派
遣
は

、

明
治
三
0
年
代
に
は
い
る
と
減
少
し
、

そ
れ
に
伴
い
供
給
基
盤
の
役
割
も
減
少
し
て
き
た
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い

。

し
か
し
、

こ
の
よ

う
に
し
て
導
入
さ
れ
た
改
良
股
具
は
一

時
的
な
役
割
に
終
わ
っ

た
の
で
は
な
く 、

あ
る
農
具
は
よ

り
機
能
的
に
な
り
(
た
と
え
ば
翠
が
抱
持
立
翠
か
ら 、

操
縦
の
よ
り
た
や
す
い
短
床
翠
に
代
替
)

、

あ
る
段
具
は
そ
の
ま
ま
の
形
で
(
雁
爪
な
ど
)

明
治
三
0
年
代
以
降
に
お
け
る
各
地
で
の
明
治
農

法
(
各
地
で
の
明
治
後
半
期
以
降
の
稲
作
生
産
力
増
進
を
担
っ

た
)

を
支
え
る
農
具
構
成
の
な
か

に
、

少
な
か
ら
ず
在
来
農
具
と
し
て
定
着
し
て
い
る
の
を
み
る
こ
と
が
で
き

勾w

い
わ
ば

、

改
良

門店
回大
の

着
化
で
あ
り 、

改
良
法
の
定
着
を
示
す
一

指
標
で
あ
る

。

雁
爪
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括

明
治
一

六

年
(
一

八

八
三
)

の

長
沼

幸
七
の

石
川
県
へ

の

派
遣
、

明
治
一

七

年
(
一

八
八
四
)

お
よ
び
翌

年
の

林
遠
里
の

富
山
、

石
川
両
県
へ

の

派
遣
を
契
機
と
し
て
、

全
国
各
地
へ

の

福
岡
県

実
業
教
師
の

派
遣
は
、

そ
れ
を
バ

ッ

ク
ア
ッ

プ

す
る

勧
農
政
策
の

展
開
、

地

方
名
望
家
の

支
援
、

改
良
農
具
の

供
給
基
盤
の

形
成
と
い

う
な
か
で
、

明
治
二

0
年
代
の

農
事
改
良
運

動
の
一

コ

マ

を

彩
る
こ

と
と
な
っ

た
。

福
岡
県
実
業
教
師
の

多
く
は
、

福
岡
県
下
で

も
筑
前
部
、

と

く
に
そ
の

西

部
を
出
身
地
と
し
、

そ
こ

で

手
作
地
主
、

自
作
閉店
(

自
小

作
層
を
含
み
な
が
ら
)

と
し
て

自
ら

営
農
経
験
を

蓄
積
し
、

福
岡
在
来
由民
法
の

修
得
者
と
し
て
一

老
農
」

の
地
位
を
確
立
し
、

当
時
(

明
治
一

0
年
代
)

県
下

で

普
及
が

企
図
さ
れ
た

寒
水
浸
法
、

土

囲
い

法
、

畑
苗
代
、

穂
先
三

歩
選
、

塩
水
選
な
ど
の

改
良

技
術
を
そ
れ
ぞ
れ
身
に
つ

け
る
こ

と
で
、

実
業
教
師
と
し
て
の

資
質
を
養
っ

て
き
た
の

で
あ
る
。

明
治
一

0
年
代
末
か
ら
明
治
二

0
年
代
に
か

け
て
、

福
岡
県
か
ら
全
国
各
地
へ

派
遣
さ
れ
た

実

業
教
師
は
、

従
来
勧
農
社
か
ら
の

分
と
し
て
、

「
実
業
教
手
派
遣
人
名
一

覧
表
』

の

集
計
か
ら
延

べ

四
六
一

人
と

言
わ
れ
て
い
た
が
、

「
一

覧
表
』

に
記

載
さ
れ
て
い

な
い

明
治
二

六

年
(
一

八
九

一
二
)

以
降
の

勧
農
社
の

分
が
加
わ
り
、

さ
ら
に
そ
れ
以
外
の
ル
ー
ト
を
通
し
て
の

派
遣
が
加
わ
る

の
で
、

実
際
は
、

そ
れ
を
越
え
る
人
数
で
あ
っ

た
。

彼
ら
の

派
遣
地
で
の
活
動
は
、

各
府
県
一

様
で
は
な
い
が
、

改
良
法
普
及
の
た
め
に
そ
れ
ぞ
れ

の

行
政
単
位
で

設
置
さ
れ
た

試
験
田
を
担
当
し
、

直
接
耕
転
に
従
事
し
な
が
ら
、

そ
こ
で
伝
習
生

の

指
導
に
あ
た

る

場
合
や
、

府
県
内
数
百
カ
所
に
設
け
ら
れ
た

試
験
田
を
巡
回
し
な
が
ら
、

そ
れ

を
担
当
し
て
い

る

試
作
人
の

指
導
に
あ
た

る
場
合
と
が
あ
っ

た
(

長
五

郎
の
よ

う
に
、

県
の

農
学

校
に

実
地
指
導
員
の

形
で
入
る
場
合
も
あ
っ

た
)
0

ま
た

各
地
で

開
催
さ
れ
た

農
談
会
な
ど
で

稲

作
改
良
法
の

講
演
を
お
こ

な
い
、

牛
馬
耕
競
整
会
、

各
種
品
評
会
、

共
進
会
で
は
、

審
査
を
担
当

し
た

り
も
し
た
。

彼
ら
の

伝
習
し
よ

う
と
し
た

改
良
技
術
は
、

乾
田

牛
馬
耕
、

二

毛
作
(

麦
、

菜
種
栽
培
法
)

な

ど
の

福
岡
在
来
農
法
を
基
礎
と
し
て
、

突、
水
浸
法
、

土

囲
い

法
、

畑
苗
代
法
(

勧
農
社
実
業
教
師

の

場
合
、

明
治
二

0
年
代
後
半
に
も
な
る
と
林
遠
里
の

農
法
論
の

展
開
の

も
と
で
、

冬
蒔
き
畑
苗

代
法
に
ま
で

進
む
)
、

塩
水
選
種
法
な
ど
で
あ
り
、

福
岡
県
で

築
き
上

げ
た
老

農
と
し
て
の

独
自

の

手
腕
を
発

揮
し
な
が
ら
、

あ
る

部
分
は
ス
ト
レ
ー
ト
に
、

あ
る

部
分
は
そ
の
地
の

農
事
景
況
に

柔
軟
に

対
応
し
な
が
ら
伝
習
に
あ
た
っ

た
。

そ
の

柔
軟
性
は
、

福
岡
県
下
で

営
農
経
験
を
積
み
上

げ
て
き
た

老

農
た

ち
は
、

そ
の

在
来
農
法
の

伎
術
シ
ス
テ
ム

と
と

も
に
、

熟
練
者
と
し
て
の

独
自

な

勘
や
微
妙
な
技
を
兼
ね
備
え
る
こ

と
に
よ
っ

て
培
わ
れ
た
の
で
あ
る
。

各
府
県
が
招
将
し
、

設
置
さ
れ
た

試
験
回
・

試
作
田
の

担
当
・

指
導
を
依
頼
さ
れ
る
の

は
、

こ

う
い
っ

た

実
業
教
師
で
あ
り
、

そ
れ
以
上
で

も
そ
れ
以
下
で

も
な
い
。

そ

れ
ゆ
え
、

改
良
法
の

伝

習
の

成
功
・

不
成
功
は
、

彼
ら
一

個
人
と
し
て
の

手
腕
に

負
っ

て
い
た
の
で
あ

り
、

彼
ら
が
派
遣

地
で

改
良
法
か
旧
償
法
か
の
二

者
択
一

的
に
、

か
つ

機
械
的
に
地
元
の

農
業
者
に

対
応
し
た

場
合

に
は
そ
の

受
容
は
お
ぼ
つ

か
な
い
。

そ
の

意

味
か
ら

す
る
と

彼
ら
の
活
動
は
全
て
順
風
満
帆
で
あ
っ

た

わ
け
で
な

く
、

突、
水
浸
法
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に
よ
る

種
籾
の

腐
敗
、

農
学
士
な

ど
の
い

わ
ゆ
る

学
理

農
法
派
と
の

乳
様
、

地

元

百
姓
の

抵

抗
な

ど
の

さ
ま
ざ
ま
な

局

面
に
ぶ
つ

か

ら
ざ
る

を

得
な
か
っ

た
。

意

気
消
沈
し

帰
福
す
る

者
、

地

元

篤

農
家
の

協
力
に

よ

り
改
良
を
加
え

農
民
の

信
頼
を

得
る

者
、

さ

ら
に
地

元
に

根
を

お
ろ
し
、

そ
の

地
で

結
婚
を
し
、

農
事
改
良
と
と

も
に
大
地
主
の

小

作
地

管
理
を
担
当

す
る

者
、

さ
ま
ざ

ま

な
実

業
教

師
の

人

間
模

様
が

織

り
な
さ

れ
た
。

全

国
的
な

老

農
時
代
の

終
駕
と

歩
を
同
じ
く
し
た

勧
農
社
の

衰
退
と
と

も
に
、

福
岡
県
実

業

教

師
の

派
遣
は

減

少
を
示
し
、

老

農
時
代
の

農
事

改
良
運

動
の
一

コ

マ

を
彩
っ

た

歴

史
の

幕
を

閉
じ

る
。

全

国
的
に

系
統
農
会
な

ど
の

農
事
指
導
体
制
が

形

成
・

確
立
さ

れ
、

改
良
の

主

導

権
が

民
か

ら

官
に

移
り
、

勧
業

政
策
日

機
構
の

新
た
な
枠
組
み
の
な
か
で
、

彼
ら
は
篤
農
と
し
て
「
独

自
性
」

を
発

揮

す
る
か
、

み

ず
か

ら
そ
の

場
か

ら
退
場

す
る
か
の

道

を
選
択
せ

ね
ば
な

ら
な
か
っ

た

の

で

あ
る
。

日

拙
稿
「

明

治

十

年
代
に

お

け
る

地

方
勧
業

機
構
の

形

成
と

展

開
(
一
)

(
二
)

」

済

学
論
叢
』

第
三

八

巻

第
三
・

四

号
、

同
第
三

八

巻

第
四
号

所
収
)

参
照
。

ω

「
明

治
前

期
勧
農
事
蹟
輯
録
』

上

巻

五
二

九
頁
!
五
三

O
頁
。

ω

福
岡

県
に

お

け
る

林
遠
里

を
は

じ

め

と

す
る

巡

回
教

師
(

実

業

教

師
)

た

ち
は
、

度
に

よ
る

も
の

で

は
な

く
、

各

府

県
の

独

自
の

制
度
に

も
と
づ

い

て

聴
用
さ

れ
た
の

で

あ
る

が
、

こ

の

制

度
制
定
に

よ

り
、

各

府
県
の

勧
農

政
策
が
、

政

府
の

そ

れ
と

方

向

を
一

つ

に

す

る
と
い

う
意

味
で
、

各

府
県
の

政
策
に
は

ず
み
が
つ

い
た
こ

と
は

確
実
で

あ

ろ
う
。

ω

「

福
岡
日

日

新
聞
』

(

明
治
一

八

年
一
一

月
二

O
日

付
)

記

事
よ

り
引
用
。

ω

林
家

文
書
八
四
。

ω

同
前
。

ω

同
前

九
三

四
ー

四
。

ω

同
前
八
四
。

ω

「

福
岡
県
史
』

所
収
「
遠
里

宛
松

限
藤
蔵
書
簡
」

(

明

治
一

九
年
五

月
一

四
日

付
)

参
照
。

川

同
前

所

収
。

「
一

覧

表
』

は
、

実

業

教

師
派
遣
の
た

び

に
、

そ
の

都

度

書
き

加
え

ら

れ
て

い
っ

た

と
い

う
よ

り
、

明

治一

二

年
(
一

八
八
八
)

頃
か

ら

勧
農
社
が

実
業
教
師
養
成
派
遣

結
社
と
し

て

社
会
的
認

知
を

得
た

結
果
、

そ
の

組
織
的
な

体
制
を
整
え
る

と
と

も
に
、

実

績

の

確
認

と
そ
の

誇

示
の

必

要
か

ら
一

括
し
て

作

成
さ

れ
た

も
の

と

思

わ

れ
る
。

作

成

年
度

を

い
つ

の

時
点
か

確
定
で

き
な
い

が
、

お
そ

ら

く

学
理

農
法
と
の

組

織
的
な

対
立

が

顕
著
に
な

る

明
治
二

四
、

五

年
(
一

八

九
一
、
一
一
)

以
降
と

考
え
ら
れ
る
。

山

須
々

田

繁

吉
「

実

学
的

農

学
者

横

井
時
敬
の

前

半
生

を
め

ぐ
る

人
々

!

明

治

農
法
形

成
に

お

け
る

農
学
者
と
老

農
の

交
流
!
」

加
、

「

農

村
研
究
』

第
四

O
号
所
収
)

参
照
。

ω

林
家

文
書
一

五
二
|

四
三
。

ω

「

秋
田

県

稲
田

之

遺

利
』

(

明

治
三

O

年
)

に

よ

れ
ば
、

こ

の

時
、

同

郡

豪

農

平
田

安
吉

も

来

福
し

て
い

る
。

ち
な

み
に
、

こ

の

時
に

選

抜
さ

れ
た

実

業

教
師
は
、

「
一

覧
表
』

に

よ

れ
ば
、

菊
地

馬
吉
、

坂

井
初
之
助
で

あ
っ

た
。

川

「

福

岡
日

日

新
聞
』

明
治
二

O
年
一

(

「

経

こ

の

制

一

月
一

二

日

付
記

参
照
。
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ω

林
家
文
書
七
三

六
。

ω

須
々

田
禁

吉
前
掲
論
文
(
匝
)

(

「

農
村
研

究
』

第
三

五

号
所
収
)
o

m

須
々

田
繁

吉
前
掲
論
文
(
咽
)

(

「

農
村
研

究
』

第
四
O
号
所
収
)
。

ω

須
々

田
繁

吉
前
掲
論
文
(
I
〉

(

「
農
村
研

究
』

第
二
二

号
所
収
)
0

ω

須
々

田
繋

吉
前
掲
論
文
(
刊
)

(

「

農
村
研

究
』

第
三

九
号
所
収
〉
。

ω

「

明

治
農
書
全

集
』

第
一

巻
「

稲
作
」

解

題

三

三
二

頁
(

須
々

田
繁

吉

執

筆
)

参
照
o

m

「
福

岡
県

史
』

所
収
「

口

絵
」

参
照
。

ω

横

井

時

敬
「

稲

作

改

良
法
(

再

版
)

』

(

明

治
二

十
五

年
一

月
)

「

凡

例
」

第
二

項
よ

り

引
用
o

m

本
書

第
五

章
参
照
。

初

「

林
遠
里

宛
柴
田

存
書
簡
」

(

林
家
文
書
九
三

四
ー

四
、

本
章
第
一

節
所
収
)

よ

り
引
用
o

m

林
家
文
書
八

四
、

林
遠
里

宛
樋
口

新
一

書
簡
よ

り
引
用
。

倒

大
西

伍
一

「
日

本
老

農
伝
(

改

訂

増
補
版
)

』

(

昭

和
六

O
年
、

農

文

協
)

二

八

頁
よ

り

引
用
o

m

か
つ

て

拙

稿
に

お
い

て
、

名
望

家
的

資

質
と

老

農
的

資

質
と

を

合
わ
せ

持
っ

た

農

事

改
良

運

動
の

担
い

手
と
し

て
、

彼
ら

を
老

農
的
地

方
名
望

家
と

規
定
し
た

(

拙

稿
「

明

治
十
年

代

に

お

け
る
地

方
勧

業
機

構
の

形

成
と

展

開
(
一
)

」

「
経

済
学

論

叢
』

第
三

七

巻
第
三
・

四

号
、

所
収
、

参
照
)
。

倒

こ

こ

で
の

変
化

を
「

俸
給
」

に

対

す
る

態

度
と
い

う
面
で

考
え
た

場
合
、

あ
る

傾
向
を

見

る
こ

と
が

で

き
る
の

で

は
な
い

だ

ろ

う
か
。

内
田

和

義
が
、

当

時
の
一

般
的

俸

給
の
レ
ベ

ル

と
の

比

較
か

ら
、

実

業

教
師
と
し

て

活
動
し

て

行
く
一

つ

の

動
機
に

高
額
な

俸
給
へ

の

執
着

を
あ

げ
て
い

る

が

(

「

実
業

教

師
と

林
遠
里
H

勧
農

社
」
、

「

福

岡
県
地

域

史

研

究
』

第
六

号
、

所
収
参
照
)
、

当

初
よ

り
強
烈
に
意

識
さ
れ
た

も
の

で
な

く
、

系
譜
化
が
進
む
な
か

で
、

実
業

教

師
の

要
件
と
し

て
、

経

済
的

余

裕
よ

り

も
「

勧
農

社
社

員
」

で

あ
る
こ

と
が

優

先
さ

れ
る

と
い

う
事
態
に

対
応
し

て
、

こ

の

面
が
、

よ

り

明
確
に

現
わ

れ
る
の

で

は
な
い

か

と

考

え
る
の

で

あ
る
。

そ

う
な
る

と
、

俸
給
の

高
低
が
、

そ
の

派
遣
の

条

件
と
な
っ

て

く
る
こ

と

か

ら
、

俸

給
の

減

額
に
よ
る

辞
職
と
い

う
事
態

を
も
惹

起

す
る
の

で

あ

る
(

明

治
二

八

年
五

月
一

O
日
「

林
遠
里

宛
三

坂

幸
助
書
簡
」
、

林
家
文
書
九
一

四
l

四
ー
一
)
。

ゆ

林
家

文

書
九
。

、

側

「
福

岡
県
農
事
調
査
」

に
よ
る
。

問

牛
耕

郡
、

馬
耕

郡
、

人

耕

郡
と
し

て
の

分

類
は
、

第
3

1
5

表
、

第
3

1
6

表
に

も
と
づ

き
お
こ

な
っ

た

が
、

そ

れ
ぞ

れ
が
、

他
の

方
法
に
よ
る

耕
転
が
な
か
っ

た
こ

と

を
意

味
し
な

い
の

は

当

然
で

あ
る
。

牛
馬
耕
の

区
別
は
、

一

応

指
標
と
し

て

第
五

表
の
A

/
B
、

A

/
C

の

値
が
五
・

O
以
上
(
一

一政
当
り
耕
地

面
積
が
五

町

歩
以
上
)

の

場
合
は
、

そ

れ
ぞ

れ

牛
耕
、

馬
耕

郡
と
は
み
な
さ
な
か
っ

た
。

似

大
田一
遼
一

郎
「

明
治
前
・

中
期
福

岡
県
農
業
史
」

(
「
日

本
農
業
発
達

史
』

第
一

巻
、

中

央
公

論
社
、

昭

和
二

八

年
、

所
収
)

六
二

四

頁
よ

り
引
用
。

ω

「

福

岡

県

史
』

近

代

資
料
編
「

農

務
誌
・

漁

業
誌
」

と
し

て

昭

和
五

七

年
三

月
に

翻

刻

刊
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行
さ

れ
て
い

る
。

ω

飯
沼
二

郎
「

農
業
革
命
の

研
究
l
近
代
農
学
の

成
立
と

破
綻
l
』

昭
和
六

O
年
〉

五

九
七
頁
j
六

O
O
頁
参
照
。

切

勧
農
社
以

後
に

お

け
る

改
良
農
具
の

普
及
過
程
に
つ

い

て
は
、

磁
野
式
、

深
見
式
短

床
翠

に
か
ん

し
て

は
、

「

福
岡
県
史
』

近

代
史
料
編
「
福
岡
農
法
」

(

昭
和
六
二

年
)
、

長
式
短

床
翠
に
か
ん
し
て
は
、

香
月
節
子
「

翠
耕
を
ひ

ろ
め
た

人
々
」

(
「
あ
る
く

み
る

き
く
』

二
二

O
号
特

集
)

に

詳
し
い

が
、

明
治
二

0

年
代
ま
で
の
こ
の

問
題
に
つ

い

て
は
、

い

ま
だ

明
ら
か

に
さ

れ
て
い

る
と
は
い
い

が
た
い
。

本
節
に

お
い

て

も
、

資
料
的
制

約
か
ら
全

面
的

な

分
析
に
は
な
っ

て
い

な
い

が
、

今
後
の

詳
細
な
分
析
の
た

め
の
一

指
針
と
な

れ
ば

幸
い

で

あ
る
。

例

林
家

文
書
一

四
七
九
。

ω

「
福
岡
日

日

新
聞
』

(

明
治
一

九

年
一

二

月
一

五
日

付
、

明
治
二

O
年
八

月
一

二

日

付
記

事
)

参
照
。

船

同
前
(
明
治
二

O
年
七

月
二

四
日

付
記

事
)

よ
り
引
用
o

m

同
前
(
目
時
二

O
年
八

月
一

二

日

付
記
事
)

参
照
。

ω

福
岡
市
南
区
五

十
川
谷
茂
氏
所
蔵
文
書
。

小川

「
福
岡
日
日

新
聞
』

(

明
治
二
一

年
三

月
二

日

付
記
事
)

に
よ
る
。

ω

「
福
岡
日
日

新
聞
(

明
治一

二

年
七

月
三
日

付
記
事
)

に
よ
る
。

ω

安

井

好

尚
に
つ

い

て

は
、

内

藤
正

中

「

資

本

主

義

確
立

期
に

お

け
る

地

方

自

治

制

度
」

(
「
山
陰
文
化
研
究
紀
要
』

第
四
・

五

号
所
収
)
、

お
よ
び

本
書
第
四
章
参
照
。

川

た

と
え
ば
、

神
奈
川

県
平
塚

市
博
物
館
か
ら

刊
行
さ

れ
た

「

明

治
三

十
八

九

年

農
具
一

覧
井
図
解
』

(
昭
和
六

O
年
三

月
)

に
は
、

雁
爪
(

蟹
爪
)

な
ど
の

記
載
が
あ
る
が
、

こ
の

こ
と
を
示
す
事
例
で
あ
ろ
う
。

(
農
山
漁

村
文
化
協
会
、
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信m
m間
立
早

白日向

相恢

闘肘小
川ド

トね

叫り
ブ匂

μ件
当
門沼
田主

的佃

此什

清川明

由民

社広

の

道?人
?と

仙川

十刀

β侶
明王

中卸小

明
治
二
O
年
(一
八
八
七)
六
月
に、
島
根
県
勧
業
当
局
は、
林
遠
里
を
農
事
巡
回
教
師
と
し

て
招
聴
し、
数
カ
月
に
わ
た
り
県
下
を
巡
回・
演
説
さ
せ、
さ
ら
に、
遠
里
の
巡
回・
演
説
を
前

後
し
て、
福
岡
県
か
ら
延
べ
六
三
名
の
実
業
教
師
を
招
轄
し
た。
こ
の
数
は、
全
国一
の
招
聴
数

で
あ
り、
同
県
が、
い
わ
ば、
老
農
農
法
導
入
の
「
先
進
県」
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ

っ
た。招

抽付
さ
れ
た
実
業
教
師
た
ち
は、
県
下
に
く
ま
な
く
配
置
さ
れ、
そ
の
地
で
遠
里
改
良
法
の
指

導
伝
習
に
あ
た
っ
た。
彼
ら
の
招
轄
に
あ
た
っ
て
は、
県
お
よ
び
郡
な
ど
の
勧
業
当
局
の
積
極
的

な
対
応
が
大
き
な
役
割
を
は
た
し
た
が、
そ
れ
以
上
に
見
落
と
す
こ
と
が
で
き
な
い
の
が、
地
域

秩
序
の
形
成
者
で
あ
っ
た
地
方
名
望
家
の
役
割
で
あ
る。

彼
ら
は、
地
域
の
名
望
家
と
し
て、
社
会、
経
済、
文
化
に
大
き
な
影
響
を
与
え
な
が
ら、
こ

の
外
来
の
改
良
法
導
入
に
あ
た
っ
て
も
積
極
的
に
か
か
わ
っ
て
い
っ
た。
迩
摩
郡
の
安
井
好
尚
は、

県
下
で
最
初
に
福
岡
県
か
ら
実
業
教
師
を
招
聴
し、
遠
里
巡
回
の
節
に
は、
彼
に
同
行
し、
改
良

農
具
の
使
用
法
を
み
ず
か
ら
示
し
も
し
て
い
る。
飯
石
郡
の
田
部
長
右
衛
門
は、
み
ず
か
ら
の
所

有
地
に
お
け
る
小
作
人
に
対
し
て
強
制
的
と
で
も
い
え
る
形
で、
そ
の
施
行
を
奨
励
し
て
い
る。

ま
た、
鹿
足
郡
の
堀
伴
成
は、
実
業
教
師
を
私
費
招
轄
し、
同
郡
で
の
改
良
法
普
及
の
仕
事
に
従

事
さ
せ
な
が
ら、
最
終
的
に
は、
み
ず
か
ら
の
小
作
地
経
営
の
な
か
に
取
り
込
み、
そ
の
管
理
者

と
し
て
の
地
位
に
つ
け
た。

こ
の
よ
う
に、
島
根
県
で
は、
林
遠
里
稲
作
改
良
法
導
入
に
あ
た
っ
て、
地
方
名
望
家
(
彼
ら

は、
県
下
有
数
の
地
主
で
も
あ
っ
た)
の
役
割
が
大
き
な
位
置
を
占
め
て
い
た
の
が
特
徴
で
あ
り、

本
章
で
の
叙
述
も、
お
の
ず
か
ら、
そ
れ
を
浮
き
彫
り
に
す
る
こ
と
に
な
っ
た。

8 6 

第一
節

林
遠
里
の
島
根
県
巡
回

遠
里
は、
明
治
二
O
年
(一
八
八
七)
に
「
石
川・
山
口・
島
根・
愛
知
等
数
県
ノ
御
蒋
用
ニ

応、ン
JV
各
県
に
農
事
改
良
の
た
め
巡
回
を
お
こ
な
う。
島
根
県
に
は
六
月
七
日
に
松
江
に
入
り、

n
zv
 

八
日
県
庁
に
出
頭
し、
農
事
巡
回
教
師
の
辞
令
を'つ
け
た。

辞
令
を，つ
け
た
の
ち、
六
月一
一
日
か
ら
の
松
江
寺
町
東
林
寺
で
の
演
説
を
皮
切
り
に、
八
月

二
O
日
に
津
和
野
を
発
足
す
る
ま
で
の
問、
県
下
を
東
よ
り
西
ま
で
く
ま
な
く
横
断
し、
農
談
会

で
の
演
説
を
各
地
で一
、
二
回
お
こ
な
っ
た。
そ
の
順
路
を
示
せ
ば
第
4
1
1
図
の
よ
う
に
な
る。

松
江
寺
町
東
林
寺
で
の
遠
里
の
演
説
会
を
「
山
陰
新
聞』
(
明
治
二
O
年
六
月
二ニ
日
付)
は

次
の
よ
う
に
報
じ
て
い
る。

稲
作
改
良
の
説

本
題
を
掲
げ
て
彼
の
老
農
林
遠
里
氏
が、
一
昨
日
よ
り
寺
町
東
林
寺
に

於
て
開
演
さ
れ
し
か
ば、
立(
筋
の
県
郡
吏
は
申
す
に
及
は
ず、
勧
業
篤
志
者
も
続
々
と
し
て

傍
聴
に
出
席
し

余
程
盛
況
な
り
し
が、
本
日
よ
り
明
日
に
渉
け
て
も
同
題
を
演
す
る
と
の



t4-1図 明治20年林遠里島根県巡回経路

(注) c仮題) r巡回日誌J cr林家文書J所収〉より作成。
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こ

と
な
れ
は
、

近
日

其
傍
聴
筆
記
を
附
録
と
し
て
看
客
に

頒
布
す
る
こ

と
、

し
ま
せ

う

こ
の
よ

う
な

県
下
で
の

演
説
会
は
、

各
地
で
盛
況
を
示
す
と
と

も
に
、

各
郡
村
の

勧
業
担
当
者

や
地

方
名
望
家
H

有
力
地
主
腐
を
し
て
、

勧
農
社
派
遣
の

稲
作
改
良
教
師
招
轄
の

気
運
を
呼
び
起

こ

さ
せ

る
結
果
と
な
っ

た
。

仁
多
郡
で
は
、

そ
の

近

況
を
報
じ
る
な
か
で
、

「
過
日
の

紙
上
に
記

載
せ
し
三

成
町
に

開
き
し

郡
会
は
、

農
事
教
師
を
福
岡
県
よ
り
三

名
招
轄
す
る
に
決
し
、

本
年
九
月
よ
り
十
三

ヶ
月
間
の

見

込
み
」

(
「
山
陰
新
聞
』

明
治
二

O
年
七
月
二
三
日

付
記
事
よ
り
引
用
)

と
述
べ

ら
れ
て
お
り
、

ま
た

邑

智
郡
で

も
、

「
其
演
説
は

農
民
の

胸
裏
に
透
徹
し
て

其
説
を
信
じ
、

又
大
に

実
業
上
に
感

覚
発
明
せ
し
処
あ
り
、

地

方
の

有
志
者
は

遠
里
門
の

農
弟
を
実
業
教
師
に

傭
入
れ
ん
と

す
と
の

噂

あ
り
」

(
「

山
陰
新
聞
』

明
治
二

O
年
八

月
四
日

付
記
事
よ
り
引
用
〉

と
い

う
状
況
で
あ
っ

た
。

遠
里
の

県
下
で
の
巡
回
最
中
の
こ
の
よ

う
な

気
運
は
、

県
全
体
と
し
て
は
、

「

其
雇
ひ

入
れ
の

紹
介
を
本
県
農
商
課
へ

出
願
せ
し
も
の

己
に
五
十
名
ば
か
り
に

及
び
し
」

(
「

山
陰
新
聞
』

明
治

二

O
年
九
月
一

日

付
記

事
よ
り
引
用
)

と
い

う
も
の
で
あ
っ

た
。

第
二

節

実
業
教
師
の

受
け
入
れ
と
そ
の

役
割

島
根
県
へ

派
遣
さ
れ
た

実
業
教
師
は
、

明
治
二

O
年
(
一

八
八
七
)

三

九
名
、

同一

二

年
(
一

八
八
八
)

一

七

名
、

同
二
二

年
(
一

八
八
九
)

五

名
、

同
二

三

年
(
一

八
九
O
)

二

名
、

延
ベ

ア

三

名
と
な
り
、

全

国
一

の

派
遣

数
と
な
っ

て
い

る
。

明
治
二

O
年
(
一

八
八
七
)

の
三
九
名
は
一

年
の

派
遣
で

は
ど
の

府
県
よ
り
も
多
い
。

島
根
県
へ

の

派
遣
人

員
の

分
布
を
第
4

1
2

図
に

示
し
た
が
、

楯
縫
・

秋
鹿
両
郡
を
除
い

て
、

石
見
地

方
に

若
干
の

片
寄
り
を
持
ち
な
が
ら
、

ほ
ほ

県
下
全
域
に
わ
た
っ

て
い

る
。

そ

れ
も
能
義
郡
へ

派
遣
さ
れ
た

藤
原
佐
一

郎
(

明
治
二

O
年
三

月
j
〉
、

迩
摩
郡
へ

派
遣
さ
れ

た

波
多
江
与
七
(

明
治
二

O
年
一

月
j
)

の
二

名
を
の
ぞ
い

て
は
(

不
明
分
一

名
が
あ
る
。

た
だ

し
、

「
派
遣
人
名
一

覧
表
」

の

氏
名
記

載
順
序
か
‘
り
し
て
明
治
二

O
年
一

O
月
以
降
で
あ
ろ
う
)
、

す
べ

て
明
治
二

O
年
(
一

八
八
七
)

一

O
月
以
降
で
あ
る
。

そ
れ
も
同
月
に
(

不
明
分
一

名
を
加

え
て
)

四
二

名
中
三
五

名
で
あ
る
こ

と
は
、

遠
里
巡
回
を
契
機
と
し
て
、

そ
の
二

カ

月
後
に

多
数

の

教
師
が
一

度
に
全

県
下
に

派
遣
さ
れ
て
い

る
こ

と

を
示
し
て
い

る
の
で
あ
る
。

い

か
に
こ
の

遠

里
の

改
良
法

演
説
が

島
根
の

農
会
を
「

覚
伴
」

し
た
か

を
物
語
っ

て
い

る
。

実
業
教
師
の一
雇
い

入
れ
は
、

地
元

名
望
家
が

私
費
で
お
こ
な
う
場
合
と
、

勧
業
委
員
の

指
導
の

も
と
で

「
準
則
」

や
「
規
約
」

を
決
め
、

組
合
や
郡
・

村
単
位
で

義
掲
金
徴
収
、

協
議
費
そ
し
て

勧
業
費
的
資
目
な
ど
で
お
こ
な
う
場
合
と
が
あ
る
。

前
者
の

場
合
、

迩
摩
郡
大
国
村
の

安
井
好
尚
が
波
多
江
与
七
を
雇
い

入
れ
た

札村
、

松
江
の

佐

《
必守一v

藤
喜
八

郎
が

板
倉
九

平
を一
履
い

入
れ
た

例
、

さ
ら
に
は
、

本
章
第
五

節
で
み
る
鹿
足
郡
邑
輝
村
の

招
伴
成
が一
鹿
い

入
れ
た

例
を
み
る
こ

と
が
で

き
る
が
、

そ
の

他
は
、

後
者
に
よ
る一
履
い

入
れ
の

形

を
と
っ

た
の
で
あ
る
。

円
E1dJV

ま

ず
、

私
費
に
よ
る

実
業
教
師
招
轄
の

例
と
し
て

堀
伴
成
の

「
稲
作
改
良
実
施

手
続
」‘

を
み
て

み
よ

う
。

8 7 



第斗-z図島根県への派遣教手， 派遣地域及ぴ人数

不明1

注
‘ 「実業教手派遣一覧表J (r林家文書」所収〉より

作成。

神門・出雲・楯縫3郡は明治29年に合併し簸

川郡となる。

秋鹿・島根・意、宇3郡は明治29年に合併し， 八

束郡となる。
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鹿
足
郡
邑

輝
村
士

族
同州
伴
成
、

自
費
ヲ
以
テ

筑
前
ノ
老

農
林
遠
里
ノ
門
ニ

出
タ
ル

実
業
教
師

ヲ
備
入
、

同
郡

西
部
十
二

筒
村
ノ

稲
作
改
良
ヲ
実
施
ス
ル
ノ
計
画
ナ
ル

ヲ

以
テ
、

同
人
ノ

請

ヒ
ニ

応
シ
、

本
月
十
一

日

高
峰
村
外
五

村
戸
長
・

中
川
村
外
五

村
戸
長
及
勧
業

委
員
等
、

伴

成
ノ
宅
ニ

集
会
シ
、

協
議
ノ
上
稲
作
改
良
実
施
手
続
ヲ
定
メ
タ
リ
、

其
要
項
ヲ

挙
ク
レ
ハ
、

邑

輝
村
外
二

村
ニ

於
テ
三

ケ

所
ノ

稲
作
改
良
模
範
田
ヲ
設
ケ
、

該
国
ハ

教
師
自
ラ
耕
作
シ
、

伝
習
人
ハ

各
自
所
有
地
ニ

於
テ

試
作
シ
、

模
範
田
ハ

凡
反
別
一

反
歩
、

伝
習
入
試
作
田
ハ

反

別
一

畝
歩
以
上
ト
ス
ル

事
、

各
村
ニ

於
テ
二

十
九
名
ヲ

撰
ヒ
、

稲
作
改
良
伝
習
ヲ

委
嘱
ス
ル

コ

ト
、

伝
習
人
ハ

教
師
ノ

指
揮
ニ

ヨ

リ
、

当
秋
種
籾
ヲ
取
置
キ
、

及
明
年
試
作
セ
ン

ト
ス
ル

地
所
ニ

於
テ
本

年
ノ

収
穫
ヲ
取
調
置
ク
コ

ト

等
ナ
リ

以
上

を
図
式
化
す
れ
ば
、

第
4

1
3

図
の

よ
う
に
な
る
。

邑

輝
村
ほ
か
二

カ

村
に
三
カ

所
の

模
範
田
を
設
け
、

そ

れ
を
実
業
教
師
の

自
作
と
し
、

伝
習
生

は

自
ら
の

所
有
地
で

実
業
教
師
の

指
導
の

も
と
、

試
作
を
お
こ

な

う
と
い

う
も
の
で
あ
っ

た
。

後
者
の

例
を
次
に

み
て
み
よ
う
。

美
濃
郡
で
は
、

遠
里

改
良
法
導
入
の

「
施
行
手

九斗
を
さ
だ
め
た
。

そ
の

内
容
は
、

戸
長
役
場

単
位
に
三

反
歩
ほ
ど
の

大
試
験
場
を
設
け
、

そ
こ
に

実
業
教
師
を
招
轄
し
、

各
村
か
ら

男
三

名
女

二

名
の

生

徒
を
だ
し
、

そ
こ
で

教
育
を・
つ
け
た
の

ち
各
村
に

帰
り
、

村
ご

と
に
一

力

所
な
い

し
は

数
カ

所
設
け
た

小
試
験
場
で
、

今
度
は

教
師
と
し
て
村
の
な
か
で
の

改
良
法
普
及
に
勉
め
る
と
い

う
も
の
で
あ
っ

た
。

そ

れ
を
図
式
化

す
れ
ば

第
4

1
4

図
の

よ
う
に
な
る
。

ま
た
、

那
珂
郡
で
も
「

施
行
手
続
」

を
さ
だ
め
た
。

戸
長
役
場
単
位
で
五

反
歩
以
上
の

試
験
田

を
設
け
、

各
村
か
ら
二

名
な
い

し
三

名
の

生

徒
を
募
集
し
、

同
試
験
田
で

稲
作
改
良
教
師
よ

り
実

業
の

伝
習
を
受
け
る
と
い

う
も
の
で
あ
る
。

受
け
入
れ
る

側
の

体
制
と
し
て
は
、

大
試
験
田
・

模

範
田
を
ほ
ぼ

二
戸
長
役
場
単
位
に
一

カ

所
設
け
、

そ
こ
で

各
村
か
ら

募
集
し
た

伝
習
生

徒
を
教

育

す
る
か
、

模
範
田
は

実
業
教
師
が

自
作
し
、

各
村
の

伝
習
生
の

所
有
地
を
小
試
験
田
と
し
て
、

そ

れ
を
実
業
教
師
が

指
導
す
る
体
制
と
が
み
ら
れ
る
が
、

と
も
か

く
実
業
教
師
招
轄
に

よ

り
、

試
験

田
を
設
定
し
、

そ
の

も
と
で

伝
習
生

を
指
導
さ
せ
、

そ
の

伝
習
生
が

各
村
に
も
ど

り
、

改
良
法
普

及
の

基
盤
を
つ

く
る
と
い

う
、

い

わ
ば

点
か
ら

面
へ

の

普
及
を
意
図
し
た
の
で
あ
っ

た
。

そ

れ
を

図
式
化

す
れ
ば

第
4

1
5

図
の

よ
う
に
な
る
。

そ

れ
で
は
、

次
に

実
際
に
稲
作
改
良
教
師
が
担
当
地
で
ど
の

よ
う
な

役
割
を
は
た

し
て
い

た
の

か

を

MVM
ぃ
。

ま

ず
、

美
濃
郡
益
田
本
郷
に
赴
任
し
た

恰
土

郡
高
担
村
出
身
の
八

木
磁
吉
の

遠
里

宛
書
簡
(

明
治
二
一

年
三

月
一

二

日

付
)

を
み
て
み
よ
う
。

(

前
略
)

小
生
担
当
ハ

弐
里
計
リ
ヲ

隔
デ
、

三

役
場
試
作
田
ハ

三
ケ
所
、

壱
ケ
所
ニ

付
田
弐

反
歩
、

生

徒
拾
五

名
、

作
田
ハ

麦
・

菜
種
子
ヲ

仕
付
居
候
、

就
ハ
、

籾
種
子
ハ
一

鉢
不
揃
ノ

処
故
、

稲
先
キ
ヲ
ス
ゴ

キ

採
リ
、

唐
箕
ニ

四
、

五
回
掛
ケ
、

水
撰
シ

テ
、

一

月
始
メ
ニ

浸
シ

仕
舞
、

殊
ニ

浸
場
所
ハ

砂
土
流
水
多
ク
シ

テ

便
利
ナ
リ
、

地

方
ハ

郡
役
処

勧
業
課
山
田

永
衛

氏
ノ
御
尽
力
ニ

テ
、

部
内
七

歩
ハ

寒
水
浸
シ

ヲ

仕
リ
、

意
外
ノ

奮
発
ニ

御
座
候
、

今
改
良
鋤

ヲ

得
タ
ル

人
凡
ソ
三

十
名
余
モ

有
之
、

先
ハ

乍
惜
御
休
神
被
下
度
、

以
愚

文
御
報
知
申
上

候

也
、

不
思

益
田
本
郷
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第4・3図 鹿足郡での掘伴成の稲作改良実施手続
(教師自作，凡1反歩)
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恰
土
郡
高
祖
村八

木
磁
吉再

拝

明
治
廿
一

年
三
月
十
二
日

林
先
生
様

こ
こ
で
は
、

同
人
は
三
役
場
三
カ
所
の
試
作
田
を
担
当
し
、

一

カ
所
二
反
歩
で
生
徒
一

五
名
の

指
導
を
お
こ
な
っ
て
い
る
こ
と
、

さ
ら
に
作
田
で
は
現
在、

麦
・

菜
種
子
を
作
っ
て
い
る
こ
と
、

燦
種
は
穂
先
き
を
素
扱
き
、

そ
れ
を
唐
箕
に
四
、

五
回
か
け、

水
撰
の
の
ち
に
一

月
は
じ
め
に
寒

水
浸
を
お
こ
な
っ
て
い
る
こ
と
、

ま
た
、

寒
水
浸
法
は
担
当
地
で
七
割
ほ
ど
が
お
こ
な
っ

て
お
り、

抱
持
立
型
を
三
O
名
あ
ま
り
が
所
持
し
て
い
る
こ
と
を
伝
え
て
い
る
の
で
あ
る
。

次
に
、

田
中
源
蔵
の
遠
里
宛
て
書
鮒
F
検
討
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

さ
ら
に
そ
の
具
体
的
役
割

に
つ
い
て
み
て
み
よ
う
。

同
人
は
美
濃
郡
に
明
治
二
O
年

ご

八
八
七
)
一

O
月
に
赴
任
し
、

同一

二

三

八
八
八
)

年

三
月
一

六
日
付
の
次
の
書
簡
に
よ
れ
ば
、

同
郡
津
田
村
の
野
上
良
幹
方
に
止
宿
し
な
が
ら
指
導
し

て
い
る
。

一
、

小
生
担
当
試
験
地
ハ
三
ケ
所
ニ
シ
テ
、
一

ケ
所
二
反
歩
宛

一
、

生
徒
数
ハ

試
験
地
三
ケ
所
ノ
総
数
七
十
人、

男
女
共
ナ
リ

一
、

各
試
験
地
壱
里
乃
至
二
里
ヲ
距
ツ
ル
ナ
リ

一
、

生
徒
ハ

本
試
験
田
ノ
事
業
ヲ
終
リ
、

帰
村
ノ
上
其
村
ノ
小
試
験
回
ノ
事
業
ニ
従
事
ス
ル

モ
ノ
ナ
リ

一
、

小
生
担
当
内
ハ
三
戸
長
役
場
ニ

跨
リ
、

拾
五
ケ
村
ニ
テ
、

内
二
ケ
村
ハ

可
ナ
リ
ノ
水
質

ナ
リ
ト
モ
、

他
ノ
拾
三
ケ
村
ハ

極
悪
水
質
ナ
リ

一
、

当
担
当
部
内
ハ
、

水
田
七
、

八
分
、

乾
田
二
、

三
分
ナ
リ

て

人
気
ハ

極
頑
固
ナ
レ
ハ
、

始
メ
ハ

余
程
困
難
ニ
テ
ア
レ
シ
力
、

能
々
説
諭
致
候
処
、

当

時
ハ

余
程
疑
団
ヲ
解
ケ、

各
村
ノ
有
志
ノ
如
キ
モ
寒
水
浸
等
ヲ
為
ス
モ
ノ
多
シ

一
、

小
生
本
郡
役
所
勧
業
主
任
山
田
君、

茸(
他
郡
吏、

戸
長
役
場
及
地
方
ノ
有
志
等
ニ
懇
切

ニ
親
用
セ
ラ
レ
、

実
欣
喜
ノ
至
リ
ナ
リ
之
レ
全
ク
閣
下
ノ
御
陰
ト
存
候、

日
夜
喜
悦
仕

候

一
、

毎
月
第
四
日
曜
日
ニ
ハ

教
師
一

統
集
会
シ
、

事
務
ノ
打
合
ヲ
為
シ
、

各
不
相
替
勉
励
ス

ル
ナ
リ

一
、

那
賀
郡
教
師
石
川
県
人
高
村
君
等、

時
二

事
務
上
ノ
気
脈
ヲ
通
シ
、

又
集
会
ノ
上
打
合

ヲ
為
シ
、

甚
タ
親
密
ニ
交
際
セ
リ

右
ハ

御
通
報
迄
如
此
、

尚
近
々
後
便
ヲ
以
テ
申
上
候、

草
々
頓
首

嶋
根
県
美
濃
郡
稲
作
改
良
教
師

田
中

源
蔵

明
治
廿
一

年
三
月
十
七
日

林
遠
里
殿

ま
ず
彼
の
担
当
試
験
地
は
三
カ
所
で、
一

カ
所
が
二
反
歩
の
広
さ
で
あ
り、

そ
れ
ぞ
れ
が
一

里
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な
い
し
二
里
の
距
離
で
点
在
し
て
い
る
こ
と
を
の
べ、
次
に、
そ
こ
で
の
生
徒
数
が
男
女
と
も
合

せ
て
七
O
名
で
あ
る
こ
と、
そ
の
生
徒
は
試
験
田
で
の
伝
習
の
の
ち、
帰
村
の
う
え、
そ
の
村
で

小
試
験
田
の
耕
作
に
従
事
す
る
こ
と、
担
当
地
の
水
質
報
告、
水
田・
乾
田
比
率、
寒
水
浸
普
及

の
状
況、
担
当
地
諸
氏
と
の
交
流、
教
師
集
会
開
催
に
つ
い
て、
石
川
県
か
ら
の
派
遣
教
師
ど
の

交
流
に
つ
い
て
な
ど
が、
景
況
と
し
て
報
告
さ
れ
て
い
る。

以
上
の
よ
う
な
稲
作
改
良
教
師
の
役
割
を、
他
の
資
料
も
加
味
し
な
が
ら
以
下
モ
デ
ル
的
に
列

挙
し
て
お
こ
う。

ー

模
範
田・
試
験
田
の
担
当

模
範
田・
試
験
田
は
「
可
成
通
行
道
端
ニ
於
テ、
衆
目
ニ
触
レ
易
キ
場
所」)
を
選
ん
で
設
置
さ

れ
る。
こ
こ
で
は
採
種
か
ら
収
穫
ま
で
の
全
行
程
を、
「
寒
水
浸」
「
土
囲
い
法」
を
そ
の
中
心

に
す
え
て、
林
遠
里
稲
作
改
良
法
の
手
順
に
の
っ
と
り
実
行
さ
れ
る。
当
然
そ
の
中
で
「
旧
慣」

法
と
の
比
較
に
よ
っ
て、
そ
れ
に
勝
る
こ
と
の
実
証
が
必
要
と
さ
れ
る。
ま
た、
稲
作
に
限
ら
ず、

八
木
磁
吉
の
書
簡
に
も
み
ら
れ
る
よ
う
に
麦・
菜
種
の
栽
培
法
も
伝
習
さ
れ
ぬω

2

伝
習
生
徒
の
指
導

実
際
に
改
良
法
普
及
を
担
っ
て
ゆ
く
生
徒
の
指
導
を
お
こ
な
う。
彼
ら
は
村
の
な
か
で
小
試
験

田
を
担
当
す
る
だ
け
で
な
く、
そ
の
う
ち
優
秀
と
認
め
ら
れ
た
者
は、
他
県・
他
郡
へ
派
遣
さ
れ

、aιτ

勾ω
さ
ら
に
彼
ら
に
対
し
て
は、
試
験
が
課
せ
ら
れ
る
場
合
が
あ
引グ

3

各
地
で
お
こ
な
わ
れ
る
農
談
会
へ
の
出
席
お
よ
び
演
説、
さ
ら
に
は
改
良
農
具
の
展
示、

そ
の
場
で
の
実
地
披
露

明
治
二
O、
二一
年
(一
八
八
七、
八
八)
に
は、
県
下
各
地
で
農
談
会
が
開
催
さ
れ、
と
く

に
そ
こ
で
は、
林
遠
里
稲
作
改
良
法
の
普
及
が
大
き
な
眼
目
で
あ
っ
た。
稲
作
改
良
教
師
は
「
撰

種
ノ
効
及
其
方
法

7

2
2
迄
ノ

堂
島、
「
採
種
法
ヲ
初

会
水
浸・
土
囲
ノ
仕
方・

苗
代
務・
施
肥
法・
矯
種・
挿
秩・
潅
減
等
ノ
改
良
一品ぜ
な
ど
に
つ
い
て
演
説
を
お
こ
な
う。
そ

れ
だ
け
で
な
く、
「
筑
前
流
ノ
米
俵
二
位
斗

を
会
場
に
陳
列
し、
さ
ら
に
は、
「
福
岡
県
下
ニ
於

35

 

テ
従
来
使
用
セ
シ
俵
仕
立
器
械
ヲ
以
テ
米
俵
ヲ
作
リ
之
ヲ
示」
す
こ
と
も
お
こ
な
う
の
で
あ
る。

実
地
披
露
は、
そ
れ
に
と
ど
ま
ら
ず、
「
稲
刈・
稲
束、不・
扱
キ
方・
乾
シ
+勾v
「
筑
前
流
牛
札
JV

「
寒
水
撰・
寒
水
浸」
な
ど
が
農
談
会
出
席
者
の
前
で
お
こ
な
わ
れ
る
の
で
あ
る。

4

担
当
地
域
に
お
け
る
巡
回
指
導
及
び
農
況
把
握

こ
こ
で
は
と
く
に
改
良
法
普
及
の
状
況
が
ど
れ
ほ
ど
の
も
の
か、
前
掲
の
田
中
源
蔵
の
書
簡
に

み
ら
れ
る
よ
う
に、
把
握
を
お
こ
な
う
こ
と
が
必
要
と
さ
れ
る。
「
旧
慣」
法
と
の
作
柄
の
相
違

も
当
然
意
識
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
が、
そ
れ
に
と
ど
ま
ら
ず、
虫
害・
風
水
害・
鳥
獣
害
な
ど
の
状

況
も
丹
念
に
把
握
さ
れ
る
の
で
あ
る。
さ
ら
に
は、
改
良
法
を
受
け
入
れ
る
側
の
官
吏・
名
望
家

の
反
応
に
も
関
心
を
よ
せ
る。
ま
た
稲
作
だ
け
に
か
か
わ
ら
ず、
地
場
の
他
産
業
(
養
蚕・
織
物

業
等)
の
状
況
も
把
握
さ
れ、
農
家
経
営
全
体
に
も
関
心
を
示
す
の
で
あ
る。

5

県
下
に
お
け
る
派
遣
教
師
問
で
の
会
合
に
よ
る
経
験
の
交
流。

田
中
源
成
の
去
簡
中
に
も
教
師
集
会
の
こ
と
に
触
れ
ら
れ
て
い
る
が、
島
根
県
全
域
の
稲
作
改

良
教
師
を
対
象
と
し
た
炭
談
会
が、
迩
摩
郡
大
国
村
の
安
井
好
尚
の
発
起
に
よ
り、
明
治
二一
年

(一
八
八
八)
一
月
二二
日
か
ら一
五
日
に
か
け
て、
一
七
名
の
県
下
派
遣
教
師
が
集
ま
り、
県
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-

郡
・

村
の

官
吏
、

勧
業

委
員
、

さ
ら
に
一

般
傍
聴
人
延
べ
一

二

O
名
ほ
ど
の

参
加
で
、

神
門
郡

内
"M
V

杵

築
の

出

雲
大
社
教
会
所
に
お
い
て
開
催
さ

れ
て
い

る。

迩

摩
郡
に
派
遣
さ

れ
て
い
た

波
多
江
与
七
を
会
長
に
選
出
し
、

①
稲
種
採
取
法
、

②
雨
ニ

濡
レ

シ

種
ノ

事
、

③
種
子
貯
蔵
法
ノ

事
、

④
寒
中
ヨ

リ
種
子
ヲ

浸
ス

事
、

⑤
種
ヲ

浸
ス

場
所
ノ

事
、

⑤

苗

代
地
及
ヒ

地

勢
ノ

事
、

⑦
一

坪
ニ

付
植
付
ク
ル

種
量
ノ

事
、

③
苗
代
水
掛
引
ノ

事
、

⑨
一

反
歩

ノ

種
籾
量
ノ
事
、

⑬
種
子
ヲ
土

中
ニ

囲
事
、

⑪
種
子
ノ
発
芽
ヲ
待
ツ
ヘ

キ

事
、

⑫
種
子
ヲ
畑
地
ニ

蒔
付
ク
ル

事
、

⑬
壱
坪
ニ

付
植
付
ク
ル

株
数
ノ

事
、

⑬
蟹
爪
打
ノ

事
、

⑬
雑
草
除
去
ノ

事
、

⑬
腹

虫
駆
除
ノ
事
、

⑪
小
糠
虫
駆
除
ノ

事
、

⑬
熟
稲
刈
取
乾
燥
ノ
事
、

⑬
籾
扱
落
ノ

事
、

⑫
籾
摺
方
ノ

事
、

(
建
議
問
題
)

肥
料
ノ

事
、

粘
土

牛
馬
耕
ノ

事
、

と
い
っ

た

論
題
の

も
と
で
、

論
議
が
お
こ

内
nHV

な
わ
れ
た
。

彼
ら
の

伝
習
し
よ

う
と
す
る

改
良
法
は
、

枠
組
と
し
て
遠
里

改
良
法
の

技
術
シ
ス
テ
ム

で
あ
っ

た

が
、

福
岡
県
と

気
候
、

地

質
の

異
な
る
派
遣
地
で
は
、

個
別
的
な

技
術
問
題
が

少
な
か
ら
ず
生

起
し
た
。

そ

れ
ゆ
え
、

こ
の

農
談
会
で
の
議
論
は
、

実
業
教
師
た

ち
に
遠
里

改
良
法
の
正

確
な
理

解
を

要
求
し
た
が
、

そ

れ
に
と
ど
ま
ら
ず
、

各
々

の

経
験
に
照
ら
し
な
が
ら
、

「

各
意
見
ノ
ア
ル

所
ヲ

陳
へ
、

或
ハ

実
験
上
ノ
新
説
、

或
ハ

未
発
ノ

問
題
ヲ

論
究
ス
ル
」

(

波
多
江
発
言
)

こ

と
に

よ

り
、

こ
の

時
点
で
既
刊
の
「
勧
農
新
書
』

や
「
日

本
米
麦
改
良
法
』

(

明
治
二

O
年
三

月
)

に

は
記
述
が
な
い

問
題
に
も
当
然
お
よ
ん
だ
の
で
あ
る
。

論
議
さ

れ
た

論
題
の

順
に

彼
ら
の
工

夫
を

追
っ

て
い
こ

う
。

①
稲
種
採
取
法

O

稲
種
を
櫛
で

抜
き
落
と
す
場
合
、

穂
先
を
揃
え
る
こ

と
。

O
一

本
植
え
に
よ
る
良
種
子
の

採
取
。

O

子
稲
採
種
法
(

初
め
に
親
稲
に

目
印
を
つ

け
て
お
き
、

の

ち
に

除
去
し
て
、

分

高架
し
た

子
稲

か
ら

採
種
す
る
)
。

③
種
子
貯
蔵
法
ノ

事

O
浸
種
用
の

俵
に
使
用
す
る

藁
が
新
し
い

場
合
、

水
に
浸
し
「
あ

く
」

を
抜
く
o

O

同
じ
く
藁
を
軽
く
打
っ

て

俵
作
り
を
す
る
。

④
寒
中
ヨ

リ

種
子
ヲ

浸
ス

事

O
川
底
砂
埋
め

法
(
盗
難
、

流
失
を
避
け
る
た
め
、

流
川
の

底
に

砂
が
あ
る

場
合
、

籾
俵
を
そ

こ
に
埋
め

る
)
。

O

濁
水
鴻
過
法
(

濁
水
に
し
か

浸
種
で
き
な
い

場
合
、

木
に
よ
っ

て

構
造
物
を
作
り
、

濁
水
を

液
過
し
浸
種
す
る
)
。

⑤
種
ヲ

浸
ス

場
所
ノ

事

O
暖
国
の

福
岡
で
は
、

浸
程
場
所
は

半
日
H

日

陽
、

半
日
日

日

陰
に
し
な
い

と
発
芽
が

早
ま

り

す
ぎ
る
が
、

寒
国
で
あ
る
当
県
で
は
、

一

日
H

日

陽
で
よ
い
。

⑥
苗
代
地
及
ヒ

地

勢
ノ

事

O
短

冊
苗
代
法
(
六

尺
五
寸
を
一

間
と
し
、

そ
の

七
分
所
に

溝
を
掘
り
、

娯
虫
、

雑
草
除
去
用

と
し
て
利
用
す
る
)
。

O
刈
敷
き
と
し
て
小
笹
を
利
用
す
る
。
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⑫
種

子
ヲ
畑
地
ニ

蒔
付
ク
ル

事

。

焼
土
法
(

雑

草

多
き
地
に

お
い

て
は
、

塵

芥
を
畦
に
て

焼
き
、

深
さ
一

寸
ほ
ど
土

を
か

き
ま

ぜ
、

そ
の

上
に

矯
種
す
る
)
。

O

も
ぐ
ら

防
除
法
(
な
ま
こ

汁
を
腐
ら
せ
そ

れ
を
も
ぐ
ら
穴
に
そ
そ

ぎ
込
む
、

火
薬
を
そ
の

穴

に

入
れ

火
を
つ

け
て

燥

す
)
。

⑬
熟

稲
刈
取
乾
燥
ノ

事

O

稲
掛
乾
燥
法
(

出
雲
、

石
見
地

方
の

よ

う
に

雨
の

多
い

地

方
で

は
、

田

面
乾
燥
は

お
こ

な
え

な
い
た
め
、

稲
掛
を
作
り
、

そ
の

内
側
に
稲
穏
を
向
け
、

短
期
間
干
し
、

速
や
か
に

収
納
す
る
)
。

(

建

議
問
題
)

粘
土
地

牛
馬
耕
ノ

事

O

実
業
教
師

津
田

清
次

郎
の

島
根

郡
で
の

失
敗
に
鑑
み
、

粘
土
地

牛
馬
耕
の

場
合
は
、

と

く
に

暗
渠
排
水
な
ど
に
よ

り
充
分
な
土
地
の

乾
燥
が

緊
要
で

あ
る
(

津
田
の

失
敗
と
は
、

充
分
な

乾

燥
の

な
い

ま
ま

馬
を

使
用
し
た
た
め
、

馬
の

爪
の

み

が

沈
み
、

馬
が
狼
狽
し

操

縦
が

う
ま
く
ゆ

か
な
か
っ

た
こ

と
)
。

O

石
川

県
で
は
、

粘
土
地
で
の

耕
鋤
に
は
、

中
鋤
に
「
ヘ

ラ
」

を

付
け
る

場
合
が
あ

り
、

そ
の

具
合
を
調

節
し
な
が

ら

島
恨

県
で

も

使
用

す
れ
ば
よ
い
。

主
だ
っ

た

も
の

は

以
上
で

あ
る

が
、

そ
の

ほ
か
、

彼
ら
は
、

岡

県
が
「
た
た

ら
」

製
鉄

業
(
と

く
に

出

雲
地

方
)
、

製
紙
業
の

本
場
で

あ
る
こ

と
、

ま
た

温

泉
の

多
い

地

方
で

あ
る
と
い

う
こ

と

か

ら
、

「

鉄

気
水
」
、

「

格
水
」
、

「

温

泉
水
」

な
ど
の

汚
染
水
に

悩
み
、

そ

れ
へ

の

対
処
法

を
、

か
な

り
の

時
間
を
取
っ

て

模
索
し
て
い

る
。

遠
里
は
、

「
勧
農
新
書
』

(

再
版
〉

第
一
一

章
「

鉄

気
炭
気
塩
気
ノ

事
」

の

中
で
、

そ

れ
ら

を

含
む

水
に

浸
す
こ

と
は

種
子
を

痛
め

る
と
し
て

警

告
し

て

お

り
、

そ
の

事
態
に

具
体
的
に

直
面
し
た

実
業
教
師
た

ち
の

狼
狽
ぶ

り
を
初
梯
と
さ
せ

る
。

本

農
談

会
で
は
、

実、
水
浸
法
に

か
え
て
、

効
果
と
し
て
は

同
じ
だ
が
、

失
敗
の

危
険
が

大
き
い

土

囲

い

法
(

大
原
郡
派
遣
重

富
栄
助
意

見
)

を
施

行
す
る
と
い

う
結
論
に
ゆ
き
つ
い

た
に
過

ぎ
な
か
っ

た

9 2 

以
上
の

よ

う
に
、

実
業
教
師
た

ち
は
、

遠
里

改
良
法
の

枠
組
み
の

な
か
で
、

そ
の

技
術
の
一

層

の

普
及
を
意

図
し
な
が

ら

も
、

技
術
上
の

具
体
的
な

問
題
に

直
面
し
た

と

き
に
、

自
ら
の

力
で

独

自
な
工

夫
を

凝
ら
し
な
が

ら
そ

れ
に

対
処
し
て
い
っ

た
の

で

あ
る
。

以
上
、

五

項
目
に

わ
た
っ

て

稲
作
改
良
教
師
の

役
割
に
つ
い

て
み
て

き
た

が
、

こ
こ

に

み

ら

れ

る

彼
ら
の

改

良
法

普
及
の

熱
意
に

も
か
か
わ
ら

ず
、

当
然
種
々

の

障
害
に
ぶ
つ

か
ら
ざ
る

を
得
な

か
っ

た
。

島
根

県
に

お
い

て
は
、

「
寒
水
浸
法
」

「
土

囲
い

法
」

(
こ

の

時
期
の

遠
里

稲
作
改

良
法
に

と

っ

て

中
核
と

も
い

う
べ

き
〉

に
よ
っ

て

起

き
た

種
籾
の

腐
敗
を

契
機
と
し
て
、

県
下
改
良
法
普
及

に
一

時
期
「
か

げ
り
」

を
み
せ

る
こ

と
に
な
る
。

「
山
陰
新
聞
』

(

明
治一

二

年
五

月
=
二

日

付
〉

は
「

安
濃
郡
大
田
通

信
」

と
し
て

次
の

よ

う
に

伝
え
て
い

る
。

林
老

閉店
の

改
良

稲
作
法
は
地

方
々
々

に

依
て

其
結
果
に

成
否
善
悪
の

あ
る

中
に
、

当
地
に

於

け
る
景
況
は
、

昨
秋
の

収
穫
上

少
し

く
収
額
の

多
き
地

所
も
あ

り
た

る
よ

り
、

梢
々
一

般
農

民
に

稲
作
改
良
の

怠

忠
を
発
せ
し
め
た

る

折
柄
、

昨

冬
寒
水
漬
に
せ
し

籾
穏
を

各
苗

代
へ

橋

極
せ
し

処
ろ

殊
の

外
な
る

不
結

果
に
て
、

其
点
々

発
苗
し
た

る
は
、

誠
に

暁
星
の

如
し

と



謂
わ
ん
か
、

疎
々

数
ふ
べ

き
程
に
し
て
、

其
実
業
教
師
自
ら
が
従
事
し
た
る

苗
田
も
亦
た

斯

く
の

如
き
次
第
な
れ
ば
、

改
良
不
賛
成
の

農
民
共
は

得
た

り
賢
こ

し
と
之
を
罵
り
、

今
日
は

全
く
改
良
稲
作
の

価

直
も
な
く
、

大
に
民
心
を
背
け
た
る
が

如
し
、

且
つ

迩
摩
・

安
濃
両
郡

稲
作
改
良
の

先
導
者
を
以
っ

て

自
任
す
る

大
国
村
安
井
好
尚
氏
の

苗
代
も
、

前
同
様
の
趣
き

な
り
、

固
よ

り
創
業
の

際
、

是
を
以
っ

て

執
劫
非
難
す
べ

き
に
は
あ
ら.
さ
れ
ど

も
、

福
岡
地

方
と
当
地

方
と
は
元

来
時
候
と
地

質
等
に
著
る
し

き
懸
隔
の

あ
る
趣
き
な
れ
ば
、

彼
の

実
業

改
良
の

熱
心
者
流
は
、

此
際
此ニ
と
一

考
を
煩
は
し
た

き
者
な

り

こ
の
こ

と
は
、

と
く
に

安
濃
・

迩
摩
両
郡
が

安
井
好
尚
を
先
頭
と
し
て
、

改
良
法
普
及
に

県
下

で

も
積
極
的
な
地
域
だ
っ

た
だ

け
に
、

「
忽
ち
県
下
一

般
の

稲
作
改
良
上
に
大
関
係
を
及
ぼ
し
た

る
趣
き
)寸
の

ゆ
え
に
、

県
属
・

両
郡
々

書
記
お
よ
び

勧
業

委
員
な
ど
の

出
張
の

も
と
で
、

実
地

検

査
が
試
み
ら
れ
た
。

aa
u
 

さ
ら
に
、

こ
の

種
籾
の

腐
敗
は

出
雲
・

楯
縫
・

神
門
三

郡
で

も
み
ら
れ
た
σ

種
籾
は

寒
水
浸
及
土

囲
を
併
せ
て

百
四
十
五

石
余
の

由
な
る
が
、

其
取
扱
方
の

不
慣
な
る
と

採
種
期
を
誤
り
し

等
の

事
実
よ

り
、

間
々

腐
敗
等
せ
し
ケ

所
有
之
趣
を
聞
く
や
、

兼
て

何
事

に
よ
ら
す
兎
角
初
は

其
法
を
信
せ
さ
る
愚

民
等
は
、

得
た

り
賢
し
で

其
説
を
非
難
す
る

者
あ

る

折
柄
、

何
者
の

恋

戯
に
や
当
地
に

設
け
あ
る
試
験
田
に
、

泥
土

石
塊
等
を
投
入
れ
て

鰍
苗

を
致
損
し
、

或
は
田
面
に
建
あ
る

標
柱
の

文
字
を
塗
抹
す
る
者
も
あ
る
趣
な

り
、

尤
も
一

般

の

苗
代
は

其
生

育
甚
宜
し

同
三

郡
(

明
治
二

九

年
に
合
併
し
て

簸
川
郡
と
な
る
)

は
、

以
後
、

島
根
県
下
で

も
能
義
郡
と

つつ
ま
ご
や
し)

AUOV

並
び

高
い

稲
作
生

産
力
を
う
み
だ

す
が
、

そ
の

基
礎
と
な
る

高
畦
リ

首

稽
農
法
は
、

林
遠
里
稲

作
改
良
法
と
は
ま
っ

た

く
異
な
る
技
術
体
系
を
持
つ

も
の
で
あ
る
。

そ

れ
ゆ
え
に
、

改
良
法
に
よ

る
種
籾
腐
敗
を
契
機
と
し
て
、

そ
れ
に

対
す
る

反
発
は
、

試
験
田
へ

の

種
々

の

実
力
行
使
を
伴
な

っ

た

嫌
が
ら
せ

も
み
ら
れ
、

一

層
激
し
さ

を
増
す
の
で
あ
る
。

さ
ら
に
、

「
下
民
共
の

遠
慮
な

き

頻
り
に

該
改
良
法
の

信
ず
る
に
足
ら
ざ
る

を
口
被
な

く
持
て

嚇
す
に
至
り
、

只

管
該
法
に
従
ひ
し

を
恨
む
も
の
、

如
く
な
れ
は
、

改
良
主
張
家
は

勿
論
農
事
教
師
八

尋
氏
も
大
い
に
心

配
し
、

斯
く

て
遂
に
人
気
を
復
す
る
こ

と
無
け
れ
ば
、

爾
来
改
良
農
事
の

事
も
如
何
に
為
る
か

知
る
べ

か
ら
ず

と
て
、

種
々

脳
を
悩
ま
し

居
ふ
斗

と
い

う
状
況
に
ま
で
到
る
の
で
あ
る
。

県
の

勧
業
行
政
機
構
を
動
員
し
て
、

改
良
法
受
け
入
れ
普
及
に

積
極
的
で
あ
っ

た

県
勧
業
当
局

は
、

さ

す
が
に
こ
の

状
況
を
み
て
、

県
知
事
篭
手
田
安
定
が

島
司
郡
長
に

対
し
て
「
其
腐
敗
ハ
、

凡
ソ

十
中
ノ
二
、

三
ニ

シ
テ
、

多
ク
ハ

不
注
意
・

不
熟
練
ニ

原
因
ス
ル

オ
ヤ
、

又
況
ン
ヤ
、

十
中

ノ
七
、

八
生
立
佳
良
強
健
ナ
ル

オ
ヤ
、

爾
後
益
注
意
ヲ
加
へ

改
良
ノ

鋭
気
ヲ
挫
折
セ

ス
、

愈
精
薮

ノ

試
験
ヲ
遂
ケ
シ
メ
ン
コ

ト
ヲ
望
ム
」

と
訓一
司
グ
お
こ

な
っ

て
い
る

よ
う
に
、

そ
の

鎮
静
化
と

説

得
に

奔
走
す
る
の
で
あ
る
。

そ

う
い

う
状
況
の

な
か
で

も
迩
摩
郡
、

邑
智
郡
、

能
義
郡
な
ど
で
は
発
芽
が

良
好
で
あ
っ

た
こ

と
、

さ
ら
に
、

出
雲
・

楯
縫
・

神
門
三

郡
で

も
、

「
一

時
愚

民
を
し
て

落
胆
せ
し
め
た
る
土

図
法

稲
積
の

発
芽
せ
し
者
を
、

他
の

凹
へ

移
植
し
た
る
に

今
や
大
に

勢
を
得
、

緑
色
墨
の

如
く
、

子
苗

は

母
苗
よ

り
高
く
、

他
の

旧
慣
苗
と
比

す
る
に
殆
ん
と
三

倍
強
の

大
株
と
な

り
た
る
に
よ

り
、

ボ

ツ
ボ
ツ

幾
多
の

人
民
を
し
て
林
法
の

善
良
な
る
こ

と
を
悟
ら
し
め
た

れ
斗

と
い

う
様
相
を
呈
し
た

9 3 



ま
た
最
終
的
に
は
同
年
の
改
良
法
に
よ
る
稲
作
が
、

実
業
教
師
担
当
の
試
験
田
で
は
平
均

反
当
ノ
斗
六
合、

有
志
者
の
試
験
回
は
五
斗
七
升
二
合
の
増
収
穫
を
示
し
た
こ
と
に
よ

吟、

表
だ

っ
た
反
発
は
影
を
潜
め
る
に
到
る
の
で
あ
る
。

こ
と
、

第
三
節

林
遠
里
改
良
法
の
受
け
皿nnv

 

明
治
一

0
年
代
前
半
の
県
勧
農
政
策
の
展
開
は、

政
府
の
「
西
洋
農
法
」

直
輸
入
と
軌
を
一

に

し
て
み
ら
れ
た
。

明
治
九
年
(
一

八
七
六
)

県
勧
業
課
の
設
置、

同
一

O
年
(
一

八
七
七
)

の
県

植
物
試
験
場
の
開
設、

同
一
一

年
(
一

八
七
八
〉

の
農
事
試
験
係
の
設
置
(
県
下
一

四
名
)

の
な

か
で
、

指
導
奨
励
と
し
て
、

西
洋
農
具
の
試
験
、

西
洋
種
苗
の
払
下
・

栽
培
試
験
な
ど
が
主
な
事

業
と
し
て
お
こ
な
わ
れ
て
い
た
。

仁
多
郡
の
農
事
試
験
係
で
あ
っ
た
紙
原
権
造
の
私
設
植
物
試
験
場
に
お
い
て
も、

全
国
各
地
と

の
種
子
交
換
に
よ
る
特
産
物
お
よ
び
稲
種
な
ど
の
試
験
的
栽
培
と
と
も
に
、

県
か
ら
の
依
頼
に
よ

る
洋
種
疏
菜
類
栽
培
が
一

つ
の
柱
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
も
そ
れ
は
領
け
る
の
で
あ
る
。

し
か
し
政
府
に
よ
る
西
洋
農
法
直
輸
入
政
策
の
行
き
づ
ま
り
と
、

県
下
で
そ
れ
自
体
が
農
民
自

身
に
必
ら
ず
し
も
歓
迎
さ
れ
な
い
で
い
た
こ
と
な
ど
か
ら
、

明
治
一

0
年
代
後
半
に
は
そ
れ
の
見

直
し
と
と
も
に
、

圧
倒
的
な
主
穀
生
産
県
で
あ
る
島
根
県
で
は
、

そ
の
改
良
の
目
は
稲
作
へ
と
向

け
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。

こ
の
時
期
の
県
の
勧
業
政
策
遂
行
の
た
め
の
行
政
的
機
構
と
し
て
、

明
治
一

五
年
(
一

八
八
二
)

に
県
下
五
一

名
に
増
員
設
置
さ
れ
た
農
事
試
験
係、

同
一

七
年
(
一

八
八
四
)

に
そ
れ
ま
で
の
農

商
工
諮
問
会
を
改
組
し
て
設
置
さ
れ、

実
質
的
役
割
を
担
わ
せ
る
こ
と
に
な
っ
た
勧
業
諮
問
会、

同
年
に
郡
・

町
・

村
に
設
置
さ
れ
た
勧
業
委
員
会
な
ど
が
、

縦
断
的
に
形
成
さ
れ
る
。

さ
ら
に
郡

・

町
・

村
で
は
、

地
元
名
望
家
の
稲
作
改
良
を
中
心
と
し
た
農
談
会
の
結
成
の
気
運
が
高
ま
る
。

明
治
一

五
年
(
一

八
八
二
)

六
月
に
は
、

迩
摩
郡
大
国
村
の
安
井
好
尚
を
中
心
と
し
て
迩
摩
・

安
濃
郡
勧
業
会
が
設
立
さ
れ
、

そ
れ
に
続
い
て
、

同
年
七
月
に
、

仁
多
郡
大
谷
村
の
紙
原
権
造
を

中
心
と
し
た
仁
多
郡
農
談
会、

同
一

六
年
(
一

八
八
三
)

三
月
に
は
、

飯
石
郡
吉
田
村
の
田
部
長

右
衛
門
を
中
心
と
し
た
吉
田
農
談
会、

さ
ら
に
は
、

出
雲
部
各
地
で
同
一

八
年
(
一

八
八
五
)

頃

に
い
く
つ
か
の
農
談
会
が
設
立
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

こ
う
し
た
動
き
の
な
か
で
、

明
治
一

八
年
(
一

八
八
五
)

の
農
商
務
省
に
よ
る
巡
回
教
師
の
制

度
が
設
置
さ
仰
る
や
、

島
根
県
で
も
同
一

九
年
(
一

八
八
六
)

に
甲
種
巡
回
教
師
と
し
て
船
津
伝

次
平
を
招
聴
し-f

養
蚕
業
に
つ

げが
て
乙
種
巡
回
教
師
を
同
二
O
年

ご

八
八
七
)

と
同
二
一

年

(
一

八
八
八
)

に
招
耐付
し
て
い，
る
。

し
か
し
、

彼
ら
以
上
に
県
の
勧
業
当
局
が
積
極
的
に
招
聴
し
よ
う
と
し
た
の
は
、

前
述
の
よ
う

に
林
遠
里
で
あ
り、

福
岡
県
の
実
業
教
師
で
あ
っ
た
。

こ
の
積
極
性
を
み
る
場
合、

時
の
県
知
事
で
あ
っ
た
篭
手
田
安
定
の
役
割
を
み
お
と
す
こ
と
は

で
き
な
い
。

彼
は
、

金
子
堅
太
郎
・

前
田
正
名
・

品
川
弥
二
郎
・

井
上
馨
・

後
藤
象
二
郎
・

松
方
正
義
・

陸

奥
宗
光
・

佐
木
武
揚
な
ど
の
明
治
政
府
高
官
や
各
県
知
事
と
と
も
に
、

勧
農
社
の
名
誉
社
員
に
名

9 4 



を
連

ね
て
い

る
。

島
根

県
令
と
し

て

明
治
一

八

年
(
一

八
八
五
)

九

月
に
赴

任
し
、

県
下
全
域
を
巡

回
し
た
の

ち
、

同
一

九

年
(
一

八
八

六
)

四

月
に
、

県
下
勧
業
政
策
の

よ

り
一

一層
の

推
進
を
意

図
し
て
、

「

殖
産

ノ

大
意
」

を

告
諭
し
、

そ
の

中
で

「
(

前
略
)

固
有
ノ

物
産
タ
ル

米
麦
(

例
バ

撰
種
、

耕

転
、

培

養
、

乾
燥
、

製
造
、

俵
装

等
)
、

牛
馬
(

例
バ

種

畜
ヲ
択
ビ

交
接
法
ヲ

定
ム
ル

ノ

類
)

ヲ

改
良
シ
、

新
産

業
タ
ル

養
蚕
(

例
バ

桑
樹
ノ

増
殖
、

育
種
法
ノ

伝
習
等
〉
、

製
糸
(

例
バ

座

繰
法
ヲ

教
授
シ

『
抽珂
》

販

路
ヲ

紹
介
ス
ル

ノ

類
〉

ヲ

勧

奨
ス
ル

等
ハ
、

事
全

県
ニ

通
ジ

テ

重
旦

要
ナ
ル
モ

λ
一一

と
述
べ

て

い

る
の

で

あ
る
。

こ
の

よ

う
に

県
知

事
の

勧
奨
を

う
け
て

前
述
の

勧
業
行
政
機
構
が

機
能
す
る
の

で

あ
る
が
、

そ

れ
を
具
体
的
に

う
け
と
め
、

郡
・

町
・

村
で
の

改
良
法
の

具
体
的

受
け
皿

と
し

て
の

役
割
を
担
う

の

は
、

農
談
会
を
組

織
・

運
営
し
て
い
っ

た

名
望

家
で

あ
っ

た
。

こ
こ

で
は
、

ま

ず
迩
摩
郡
大
国
村
の

安
井
好
尚
に
ふ

れ
て
お
き
た
い
。

同
人
の

島
根
県
下
(

と

く
に

迩

摩
・

安
濃
両
郡
)

で
の

農
事
改
良
に
は
た
し
た

役
割
に
つ
い

て

ハ封
M

は
、

内
藤
正

中
が

詳
細
に
述
て
お

り
、

繰
り
返

す
こ

と
は
こ
こ

で
は
し
な
い

が
、

安
井
が

同
地
域

き
つ

て
の

大
地
主
(

明
治
一
一

年
所
有
地

価
一

四
、

四

O
八

円
、

同
一

三

年
一

五
、

O
二

七
、

同

内

相U

二

三

年
一

五
、

二

八
一

円
、

周
囲

O
年
四
O
O
円
)

で

あ
り
、

か
つ

稲
作
改
良
・

養
蚕
振
興
・

畜

産
改
良
に

尽
力
し
、

学
校
教
育
に

も
意

を
そ
そ
い
だ

篤
農

家
・

名
望

家
で

あ
っ

た
こ

と
を

指

摘
し

て
い

石

戸

彼
と

林
遠
里
と
の

か
か

わ

り
は
、

管
見
の

史
料
に

限
っ

て

も
、

島
根
県
下
名
望

家
中
に

あ
っ

て
、

と

く
に

積
極
的
な

面
を

示
し
て
い

る
。

ま

ず
彼
は
、

県
下
で

先
が

け
て
、

遠
里
巡

回
前
の

明
治
二

O
年
(
一

八
八

七
)

三

月
に
、

実
業

教
師
波

多
江

与
七
を
招
聴
し
、

彼
の

居
宅
を

寄
宿
先
と
さ
せ
、

地
域
で
の

遠
里

稲
作
改
良
法
の

普

及
に

当
ら
せ

て
い

る
。

さ
ら
に
、

林
遠
里
巡

回
の

最
中
、

遠
里
に

随
行
し
、

「

筑
前
鞍
、

改

良
ノ

2e

 

鋤

鍬
ヲ

携
帯
シ
、

右

演
説
場
近
傍
ノ

畑
ニ

於
テ

其
使
用
法
ヲ

衆
人
ニ

示
」

す
よ

う
な
こ

と
も
お
こ

な
っ

た
。

ま
た

稲
作
改
良
試
験
田
が

県
下
で
一

斉
に

設
置
さ

れ
た

と
き
、

迩
摩
郡
で
八
カ

所
計
二

反
四

ぬ

グ

田

を
う
け
持
つ

て
い

る
。

改
良
法
の

島
根
県
で
の

普
及
に

と
っ

て
、

彼
が

重

要
な

役
割
を
は
た
し
た
の

が
、

筑
前
農
具
の

県
下
で
の

販

売
を
担
当
し
て
い

る
こ

と
で

あ
る
。

本
書
第
三

章
第
四

節
「

改
良
農
具
の

供
給
基
盤
」

で
ふ

れ
て
い

る
よ

う
に
、

遠
里

改
良
法
に

使
用
す
る

農
具
の

販

売
広

告
を
、

簡
単
な

使
用
法
と

価

格
を

併
記
し
て
、

「
山
陰
新
聞
』

紙
上

に

掲
載
し
た
の
で

あ
る
。

ま
た
、

彼
の

積
極
性
は
、

県
下
派
遣

教
師
の

農
談
会
が

前
述
の

よ

う
に

彼
の

発
起
に

よ

り
開
催

さ

れ
て
い

る
こ

と
に

も
現
わ
れ
て
い

る
の
で

あ

おす

飯

石
郡
吉
田

町
の

田

部

長
右
衛
門
は
、

自
家
所
有
地
の

小

作
人
に

対

し
て

「
稲
作
改
良

趣
意

書
」

を

配
布
し
、

遠
里

改
良
法
を
積
極
的
に

取
り
入
れ

る
こ

と
を

奨
励
し

r。

一
、

種

子
精
侯

方
及
ビ

刈
採
ノ

期
ヲ

誤
ラ
サ
ル

事
。

一
、

寒
中
ヨ

リ

種
子
ヲ

水
浸
シ

及
ビ

播

積
迄
ノ

手
入
レ

ヲ

怠
ラ
サ
ル

事

一
、

苗

代
地
ノ
肥

料
及
ヒ

装
置
ヲ

厳
重
ニ

ス
ル

事

一
、

帰
種
ノ

則
節
ヲ

誤
ラ
ス

及
ヒ

種
子
ノ

量
ヲ

定
ム
ル

事

一
、

揺
種
後
ノ

水
加
減
ヲ

注
意
ス
ル

事

一

植
田
ノ

肥
料
及
耕
鋤
ヲ

町

略
ニ

ス
ル
コ

ト
、

但
、

肥

料
ハ

当
分
仕

来
ノ
モ

ノ
ヲ

可
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成
改
良
シ
テ
酒
糟
等
買
入
方
ハ

適
宜
タ
ル
ヘ
シ

一
、

挿
秩
ハ
、

粗
密
混
清
ナ
ラ
シ
メ
ス

兼
テ
木
数
及
ヒ
株
数
ヲ
申
合
誼
ク
事

一
、

蟹
爪
打
チ
及
ヒ
除
草
ヲ
厳
ニ
ス
ル
事
、

但
、

旧

来
二
番
草
ヲ
限
リ
ト
セ
シ
ヲ
カ
メ
テ
四
番
草
ヲ
除
去
ス
ル
事

一
、

水
ヲ
落
シ
テ
田
面
ヲ
乾

カ
ス
事
、

但、

深
田
ニ
シ
テ
行
ナ
ワ
レ
カ
タ
キ
ハ

限
外
ト
ス
。

一
、

稲
刈
取
ノ
期
節
ヲ
後
レ

サ
ル
様
注
意
シ
及
ヒ
乾
燥
方
改
ム
ル
事

て

籾
抜
落
シ
及
ヒ
籾
摺
リ
ノ
事
ハ
、

暫
ク
旧
慣

ノ
侭
ヲ
用
ユ
ル
モ
妨
ゲ
ナ
シ
ト
雄
ト
モ
、

可
成
煩
イ
ヲ
省
キ
精
米
ノ
品
位
ヲ
落
サ
ル
事
ニ

注

意
ス
ル
事

一
、

馬
耕
及
農
具
ハ
、

漸
次
改
良
ス
ル
モ
ノ
ト
ス

一
、

前
条
ノ
外
実
業
教
師

ヨ
リ
授
ル
処
ノ
方
法
ハ
、

力
メ
テ
実
施
ス
ル
事

て

改
良
法
ニ

則
リ
耕
転
セ
シ
稲
ハ
、

年

々
一

回
ッ
、

持
寄
り
優
劣
ヲ
品
評
ス
ル
事
、

但、

費
用
ハ

地
主
田
部
長
右
衛
門
一

筒
ニ

負
担

シ
、

其
方
法
ハ

追
テ
同
人
ヨ
リ
小
作
者
へ

広
告
ス
ル
モ
ノ
ト
ス

一
、

品
評
上
成
績
ノ
善
良

ナ
ル
モ
ノ
ニ
ハ
、

地
主
ヨ
リ
相
当
賞
与
ス
ル
者
ト
ス

一
、

此
ノ
法
ヲ
違
背
シ
、

改
良
ヲ
ナ

サ
、
ル
小
作
人
ハ
、

地
主
ニ

於
テ
相
当
之
ヲ
責
メ
、

又
掛
ケ
地
ヲ
引
キ
揚
ゲ
ク
ル
事
ア
ル
ヘ

、
ノ

若
干
「
旧
慣
」

法
存
続
の
余
地
を
残
し
な
が
ら
、

種
子
精
選
か
ら
脱
穀
調
整
に
至
る
ま
で
、

逐

一

改
良
の
要
点
を
指
示
し
て
い
る
。

改
良
法
を
実
施
し
な
い
小
作
人
に
対
し
て
、

小
作
地
の
取
り

上
げ
を
も
ち
ら
つ
か
せ
て
そ
の
実
施
を
迫
っ

て
い
る
の
で
あ
る
。

彼
ら
地
方
名
望
家
H
大
地
主
た
ち
が
そ
の
導
入
に
当
た
っ

て
積
極
的
役
割
を
果
す
の
に
は
そ
れ

な
り
の
理
由
が
あ
っ

た
。

そ
れ
は
、

「
地
域
の
名
望
家
支
配
」

と
い
う
問
題
と
も
密
接
に
関
連
し

て
い
る
が
、

地
域
社
会
の
秩
序
形
成
に
あ
た
っ

て
、

そ
の
中
心
的
存
在
と
し
て
寄
与
す
る
と
い
う

立
場
か
ら
(
み
ず
か
ら
の
存
亡
を
堵
す
場
合
も
往
々
に
し
て
あ
る
〉
、

農
業
生
産
力
の
発
展
を
担

う
層
が
中
小
の
地
主
手
作
層
か
ら
出
な
い
以
上
、

彼
ら
が
、

改
良
法
の
導
入
H
普
及
者
と
し
て
の

役
割
を
果
た
さ
ざ
る
を
得
な
い
と
い
う
理
由
か
ら
で
あ
る
。
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第
四
節

鹿
足
郡
名
望
家
堀
家
と
実
業
教
師
高
田
万
太
郎

以
上
の
安
井
好
尚
や
田
部
長
右
衛
門
と
同
じ
く、

林
遠
里
稲
作
改
良
法
の
導
入
に
積
極
的
に
か

か
わ
っ

た
地
方
名
望
家
に
、

鹿
足
郡
の
堀
伴
成
・

礼
造
親
子
が
い
た
。

堀
家
は
与
三
右
衛
門
を
初
代
と
し
て
、

元
津
和
野
城
主
吉
見
氏
に
し
た
が
い
、

銅
山
師
と
し
て

業
を
な
し
て
い
た
が
、

関
ヶ
原
役
後
の
吉
見
氏
の
滅
亡
に
よ
り、

鹿
足
郡
畑
ケ
迫
村
に
定
住
し
、

笹
ケ
谷
ほ
か
数
カ
所
の
銀
銅
山
稼
ぎ
方
を
お
こ
な
う
こ
と
に
な
っ

た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

そ
の

後
、

鉱
山
の
水
没
な
ど
に
よ
り、

幾
た
び
か
休
業
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
が
、

代
々

銅
山
師
と
し
て

の
家
業
を
継
続
し
て
い
っ

性

堀
家
の
経
営
に
関
し
て
は
、

幕
末
期
の
一

三
代
藤
十
郎
伴
良
の
と
き
に
は
、

九
一

石
四
斗
余
り

ハ
mv

の
所
持
高
を
示
し
、

奉
公
人
一

二
人
を
抱
え
、

天
保
七
年
(
一

八
三
六
)

の
「
議
定
」

に
よ
れ
ば
、

金
穀
貸
付
(
大
名
貸
を
含
む
)
、

酒
造
業、

自
小
作
地
経
営
を
営
み
、

勘
定
場
を
中
心
と
し
た
あ

る
程
度
の
経
営
の
分
割
が
み
ら
れ
て
い
る
。

み
ず
か
ら
銅
山
嫁
ぎ
を
お
こ
な
い
な
が
ら
、

銅
山
年
寄、

ま
た
弘
化
三
年
(
一

八
四
六
)

に
は
、

銅
山
取
締
惣
年
寄
と
し
て

笹
ケ
谷
そ
の
ほ
か
の
天
領
鉱
山
の
管
理
を
お
こ
な
っ

て
い
た
。

さ
ら



に

地

域
の

「
親

方
」

と
し
て
、

た

と
え
ば
、

天
保
七
年
(
一

八
三
六
)

の

洪
水
に

よ
る
飢

鐙
の

節

に
は
、

他
国
か

ら

多
量
の

米
を

買
い

付
け
、

当

時
相

場
の
七

割
ほ

ど
で

安
売
り
を
お
こ

な
い
、

天

領
四
カ

村
(

畑
ケ
迫
・

十
王
堂
・

中
小
屋
・

石
ケ
谷
)

の

窮
民
に

対
し
て
二

三

石
余
り
の

施
し

米

を
お
こ

な
っ

て
い

る
。

こ

う
い
っ

た

地
域
村
々

に
た
い

す
る

救
協
は
、

前
述
の
「

議
定
」

に

も
明

記
さ

れ
、

地
域

社
会
に

お
け
る

堀
家
の

位
置
を
訪
併
と
さ
せ

る
。

こ

の
一

三

代
伴
良
が
、

本
節
で

あ
つ

か

う
伴
成
の

父
、

礼
造
の

祖
父
に

あ
た

る
の

で

あ
る
。

堀

藤

十

郎
伴
成
は

天
保
三

年
(
一

八
三
二
)

六

月
に
生
ま

れ
、

嘉
永
三

年
(
一

八
五

O
)

に

伴
良
の

嫡

子
と
し
て

防
州
山
口
の

安
部
家
よ
り
入
家
し
、

明
治
五

年
(
一

八
七
二
)

に

家
督
を
相

続
し
て

い

る
。

明
治
八

年
(
一

八

七
五
)

に
は
、

は
や

く
も
長
男
礼
造
に

家
督
を
譲
り
隠

居
す
る
が
、

少

な

く
と

も
明
治
二

0

年
代
ま
で
は
「
大
主
人
」

と
し
て

経

営
に
か
か
わ
っ

て
い

た
こ

と
は
、

同
家

の

勘
定

場
「
日
記
」

を
み
る

限
り
窺
う
こ

と
が
で

き
る
。

伴
成
・

礼
造
の

時
期
に
は
、

銅
山
業
・

金
穀
貸
付
業
・

自
小

作
地

経

営
・

酒
造

業
を
営
み
、

そ

れ
を

勘
定
場
が

統
括
す
る
と
い

う
形
で

経
営
の

合
理
的
分
割
が

確
定
し
て
い
っ

た
。

堀
家
の

そ

れ

以

降
の

経
済
的
発
展
を

示
す
指
標
と
し
て
、

島
根
県
下
直
接
税

納
入

者
の

上

位
五

位
ま
で
の

名
を

第
4

1
1

表
に

示
し
た

が
、

こ

れ
か

ら
わ
か

る
よ

う
に
、

昭
和
期
ま
で

県
下
有
数
の

経
済
力
を

誇

っ

て
い
た
こ

と
が

読
み

取
れ
る
で

あ
ろ
う
。

地

方
名
望

家
が
、

地
域
社
会
に

お
い

て
経
済
的
、

社
会
的
、

政
治
的
、

文
化

的
に

大
き
な

影
響

を
発

揮
し

続
け
る
こ

と
は
、

だ

れ
し

も
が

指
摘
す
る
と
こ

ろ
で

あ
る
が
、

そ
の

影
響
力
発
揮
の

端

的
な

あ

ら
わ

れ
は
、

多
種

多
様
な

寄
付
・

献
金

行
為
に

あ
る
が
、

堀
家
も
地
域
の

教

育
、

公
共
、

公

会
、

慈
恵
、

社
寺
な
ど
地
域
社
会
を

構
成
す
る

あ
ら
ゆ
る

部
面
へ

の

そ

れ
が
み
ら
れ

議

こ

う
い
っ

た

圧

倒
的
な

経
済
力
を
背
景
と
し
て
、

地
域

社
会
に

お
け
る

名
望

家
と
し
て
の

地

位

を

確
立

し
て
い
た

堀
家
は
、

県
下
で
の

稲
作
改
良
の
た
め
の

林
遠
里

稲
作
改
良
法
導
入
の

気
運
の

な
か
、

私
費
で

も
っ

て

福

岡
県
の

実
業
教
師
を
招
聴
し
た
の

で

あ
る
。

ち
な
み
に
、

明
治
二

五

年

(
一

八

九
二
)

に

礼
造
は
藍

綬
褒

章
を

授
章
し
て
い

る
が
、

そ
の

な
か
で
、

「

祖
先
ノ

善
徳
を
棄

ケ

累
世
ノ
田

産
ヲ

持
モ

チ
、

夙
ニ

意
ヲ

殖
産
公

益
ニ

励
マ
シ
、

村
民
ヲ

奨
励
シ

テ

校
舎
ヲ

建

設
シ
、

道

路
ヲ

修
築
シ

テ

運

輸
交
通
ヲ

便
ナ

ラ
シ

メ
、

貧
民
ヲ

救
済
シ

テ

米
穀
ヲ

施
与
シ
、

良
師
ヲ

聴
シ

テ

耕

作
ヲ

改
良
シ
、

桑
苗
ヲ

分
配
シ

テ

蚕
業
ヲ

奨
励
シ
、

病

院
ヲ

設
立
シ

テ
患

者
ニ

施

療
ス
ル

如

キ

公

衆
ノ

利
益
ヲ

興
ス
一

ニ

シ

テ
足
ラ
ス
」

と
記
さ

れ
て
い

る
よ

う
に
、

授
章
理

由
の
一

つ

に

実

業

教
師
の

招

聴
が
あ

げ
ら
れ
て
い

る

点
は
、

こ
の
こ

と
が

堀
家
勧
業
事

績
の

な
か
で

ど
の

程

度
の

も
の

と
し
て

認

識
さ

れ
て
い
た

か
を
考
え
る

う
え
で

重
要
で

あ
ろ
う
。

さ

て
、

鹿

足

郡
へ

は
、

高
田
万
太
郎
・

樋
口

伊
之
吉
・

鳥
越

孫
三

郎
・

富
永
平
太
郎
の

四

名
が

実

業
教
師
と
し
て
招
聴
さ

れ
て
い

る

持w
そ
の

う
ち

高
田
だ
け
が

堀
家
の

私
費
に

よ
る

も
の

で

あ

っ

た
。

こ

の

招
特
に
さ

き
が

け
て

掘
家
は
、

前
述
の

よ

う
に
「

稲
作
改
良
実
施

要
項
」

を
決
定
し
、

改

良
の

手
続
き
を
定
め

て
い

る
。

そ

れ
に
の
っ

と
り
、

実
業
教
師
の

招
時
要
請
が
お
こ

な
わ
れ
る
が
、

そ

れ
は
、

戸

長
役
場
l

m
役
所
!

県
庁
を
と
お
し
て
お
こ

な
わ
れ
、

当
初
、

だ

れ
が

派
遣
さ

れ
る

か
は

不

明
で

あ
っ

た
。

こ
の

照
明
に
先
立
ち
、

県
庁
よ
り
招
碍
教
師
の

旅

費
・

炭
具
代
な
ど
の

請

求
が

抑

家
に

対
し
て
お
こ

な
わ
れ
、

合
計
九
円
一

銭
七
厘

を
明
治
二

O
年
(
一

八
八

七
)

八

月
三
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第十|表島根県下多額納税者名簿
1890年 (:\r123) 1898年 (M31) 1904年 (.\137) 

図部長右衛門(飯石郡) 3.136 田部長右衛門 3.224 堀 藤十郎 13.348 

山本芳太郎(神門部)2.718 上包 干し j圭 2.473 田部長右衛門 10.380 

沼 札造(鹿足郎) 1. 788 佐々木 !ち(祝賀郡)1.953 高僑隆 一(簸川郡) 6.664 

岡崎運兵衛(怯江市) 1.653 山本秀太郎(絞川部)1. 879 原本大三郎(能護郡) 5.433 

佐藤喜八郎( " ) 1. 614 佐藤喜八郎 1.706 佐々木 何....本・ 5.400 

1918年 (T7) 1930年 (S 5) 

摺 藤十 郎 47.687 田部長右衛門 16.791 

田部長右衛門 10.766 摺 藤十郎 15.995 

高矯隆一 9.456 佐々木 -持'"ホ・ 14.759 

佐々木 持'じホρ 7.372 岡 崎国臣(松江市)12.296 

山本厚太郎(厳JII郡) 7.194 高僑隆一 9.267 

(ff) 所収はそれぞれ以下の通りである。 .'-'123ー「日本全国貴族院多額納税者議員互撲名簿」・

M31- r日本全国商工人名持J. ì'vI37ー「全国多額納税者名簿J. T 7ー「貴族院多額納税

者議員E撲人名簿J. S 5ー「全国多額納税者一覧」。 以上r明治期日本全国資産家地主資

料集成J r大正昭和日本全国資産家地主資料集成J (柏書房. 昭和59年. 60年)に収録され

ている。

堀札造は明治37年に藤十郎と改名する。 単位. 円。

宇77ーi ー



内mc

一

日
付
で
、

戸
長
役
場
を
と
お
し
て
上
納
し
て
い
る
。

同
年
九
月
二
六
日
に
、

郡
役
所
よ
り
戸
長
役
場
を
と
お
し
て
招
特
教
師
の
人
名
・

給
額
・

履
歴

が
通
知
さ
れ
て
き
た
。

稲
作
改
良
ノ
為
本
郡
へ一
履
入
レ
ノ
農
事
実
業
教
師、

本
月
廿
日
迄
ニ

撰
定
、

不
日
出
向
セ
シ

ム
ベ
ク
、

右
ハ

執
レ
モ
専
心
実
業
従
事
ノ
者
ニ
候
得
者、

執
筆
等
不
束
ナ
ル
ニ
付
、

着
之
上

ハ

可
然
取
計
呉
レ
候
様、

木
日
林
遠
里
ヨ
リ
申
越
ヒ
候、

然
シ
テ
、

御
部
内
邑
輝
村
堀
伴
成

雇
入
レ
ノ
人
名
・

給
額
・

履
歴
、

左
記
之
通
リ
ニ
候
問
、

同
人
へ
御
通
知
、

万
事
差
支
へ

無

之
様
御
取
計
相
成
度、

此
段
及
御
照
会
候
也

明
治
二
十
年
九
月
廿
六
日

鹿
足
郡
役
所
第
一

課

高
峰
村
外
五
村

戸
長
役
場
御
中

月
俸
額

金
拾
三
円

筑
前
国
早
良
郡
脇
山
村
平
民

高
田

万
太
郎

二
十
八
年

履

歴

一
、

父
耕
作
義、

明
治
八
年
来、

林
遠
里
先
生
稲
作
改
良
ノ
教
授
ヲ
受
ケ
、

父
ニ
随
ヒ
漸
次

其
方
法
ヲ
行
ヒ
、

同
十
八
年
至
リ
寒
中
土
囲
其
他
畑
苗
代
及
挿
秩
・

除
草
・

排
水
等
ニ
至
ル

迄
、

悉
皆
師
命
ヲ
遵
守
シ
、

三
割
以
上
ノ
増
穫
を
収
ム

一
、

明
治
十
九
年
父
耕
作
石
川
県
実
業
教
師
ト
シ
テ
招
蒋
ニ
応
シ
出
張
候
ニ

付
、

父
ニ
随
行

セ
シ
ニ
、

岡
県
能
美
郡
波
佐
谷
村
郡
立
試
験
田
担
当
被
命、

実
地
ニ
就
キ
施
行
致
シ
タ
ル
ニ
、

普
通
作
ニ
比
ス
レ
ハ
一

割
以
上
五
割
余
ノ
増
穫
ヲ
得
タ
リ
、

依
テ
左
ノ
賞
言
ヲ
拝
受
ス

写
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福
岡
県
筑
前
国
早
良
郡
脇
山
村、

耕
作
三
男

吉岡
田

万
太
郎

当
春
、

県
下
能
美
郡
ノ
招
鴨
ニ
応
シ
、

本
県
米
作
改
良
林
遠
里
ノ
新
法
ヲ
実
地
ニ

伝
へ
、

播
種
以
来
秋
熟
ニ
至
ル
迄
格
別
勉
励、

其
収
穫
普
通
ニ
比
シ
、
一

割
以
上
五
割
余
ノ
増
穫

ヲ
得
タ
リ
、

県
下
農
民
ヲ
シ
テ
改
良
ニ
熱
中
セ
シ
ム
ル
其
労
不
少、
日疋
全
ク
教
授
ノ
宜
キ

ヲ
得
ル
ニ
依
ル
、

今
ヤ
帰
国
ニ
際
シ
一

言
以
テ
謝
ス

明
治
十
九
年
十
月
日

石
川
県

一
、

明
治
十
九
年
九
月
三
十
日
解
傭
ニ
際
シ
、

九
谷
陶
器
花
瓶
一

対
・

小
松
絹
壱
疋
、

能
美

郡
長
杉
村
寛
正
殿
ヨ
リ
拝
受
ス

て

明
治
二
十
年
来、
中
土
問
・

畑
苗
代
及
移
植
・

除
草
・

排
水
等
ニ
至
ル
迄
、

悉
皆
師
命
ヲ

遵
守
シ
、

其
結
果
普
通
作
ニ
比
ス
レ
ハ
、

凡
三
割
余
リ
増
穫
ト
見
認
ム

二
八
政
の
青
年、

花
田
万
太
郎
で
あ
る
。

こ
の
履
歴
に
よ
れ
ば
、

父
耕
作
に
し
た
が
い
林
遠
里

稲
作
改
良
法
の
伝
習
を
受
け、

そ
の
技
術
を
体
得
し
、

耕
作
が
明
治
一

九
年
(
一

八
八
六
)

に
石



川
県
に

派
遣
さ

れ
た

お

り
同

行
し
、

同
県
能
美
郡
波
佐
谷
村
の

試
験
田
を
担
当
し
て
い

る
。

彼
は
、

耕
作
の

三

男
と
し
て

福
岡
県
早
良
郡
脇
山
村
に
生
ま
れ
た
。

父
耕
作
は

前
記

履
歴
に
み

ら
れ
る
よ

う
に
、

は

や

く
か
ら

林
遠
里
の

陶
冶
を
受
け
、

遠
里
に

深
く
傾
倒
し
て
い
っ

た
。

そ
の

こ

と
は
、

彼

自
身
の

み
な
ら

ず
、

子
息
の
惣
五

郎
、

千
太

郎
(
の

ち

同
郡
内
野
村
津
上

家
に

養
子

入

家
す
る
)
、

万
太

郎
、

甚
太

郎
(
の

ち

中
島
姓
を
名
乗
る
。

そ
の

経
緯
は

不
明
)

を
、

遠
里

改

良
法

を
伝
習
す
る

実
業
教
師
と
し
て
、

そ

れ
ぞ

れ
広
島
・

島
根
・

埼
玉
、

島
根
・

高
知
・

愛
媛
、

石
川
・

島
線
、

京
都
・

岐
阜
・

福
島
の

各
府
県
へ

派
遣
さ
せ
て
い

る
こ

と
か
ら

も
わ
か

る
。

ま
た
、

耕
作
の

妻
の

実
家
柴
田

家
も
、

善
七
が

石
川
・

福
島
両
県
へ

派
遣
さ

れ
、

耕
作
家
の

分
家
に
あ
た

門
的臥》

る

高

田
弥
右

衛
門
家
で

も
、

同
人
が

島
根
・

広

島
・

宮
城
の

諸
県
に
派
遣
さ
れ
て
い
れ
Q
c

司
削U

昭
和
八

年
(
一

九
三
三
)

に

開
催
さ

れ
た
「

林
翁
追
憶
座
談
会
」

で
の

高
田

稔
(

耕
作
の

孫
に

あ
た

る
)

の

言
に
よ
れ
ば
、

脇
山
・

内
野
・

東
入

部
各
村
の

勧
農
社
員
が
こ
こ

で

演
説
の

稽
古
を

お
こ

な
い
、

岐
車
県
や

石
川
県
か
ら

改
良
法

習
得
の
た
め

入

門
し
て
い

た

農
民
の

訓

練
に
も
使
用

さ

れ
た
と
の
こ

と
で

あ
る
。

こ
の

よ

う
に
、

林
遠
里
と

高
田
家
と
は

密
接
な

関
係
に
あ
っ

た
こ

と

が

わ
か
る
で
あ
ろ
う
。

高
田

万
太

郎
の

履
歴
が

堀
家
に
と
ど
い

て
か
ら
の

ち
一

週
間
ほ
ど
し
た

明
治
二

O
年
(
一

八
八

七
)

一

O
月
二

日

付
の

堀
家
勘
定

場
「
日
記
」

は
、

「
筑
前
福
岡
農
業
先
生

高
田

万
太

郎
、

本
日

来
着
致
候
」

と
、

万
太

郎
の

来
着
を
記
し
て
い

る
の

で

あ
る
。

高
田
の

活
動
は

来
着
し
た
翌
日
か
ら

早
速
は
じ
ま
っ

た
。

「
当

村
稲
作

改
良
ノ

為
、

刈
置
候
稲
、

当

方
庭
ニ

テ

右
高
田

差

図
ヲ

以
、

石
川
伝
治

外
婦
人
三
人
ニ

而
種
籾
撰
コ

キ

取
候
事
、

部
栄

村
山

本
長
太

郎
参
り
、

種
籾
こ

き
取
手
伝
ひ
、

取
方
伝
授
ヲ

受
候
事
」

(

堀
家
勘
定

場
「
日
記
」

明
治

二

O

年
一

O
月
三

日

付
記

事
よ

り
引
用
。

以
下
、

同
「
日
記
」

よ

り
引
用
す
る

場
合
は
、

年
月
日

だ

け
を
記
し
た
〉
。

高
田
が

堀
家
園
庭
で
、

こ
の

秋
収
穫
し
た

稲

束
か
ら
種
籾
を

採
種
す
る

方
法

を
伝
授
し
て
い

る
の

で

あ
る
。

翌
日
に
は
、

「

農
業
先
生
吉
岡
田

万
太

郎
、

市
尾
へ

稲
種

検
査
と
し
て

参
り
候
事
」

(

明
治
二

O

年
一

O
月
四
日

付
)

に

み

ら
れ
る
よ

う
に
、

採
種
さ

れ
た

種
籾
の

検
査
の
た
め

に

出
張
し
て
い

る
。

一

O
月
一

八

日
に
は
、

「

改
良
試
験
回
、

先
生

馬
ヲ
以
荒
起
し

候
事
」

(

明
治
二

O
年
一

O
月

一

八
日

付
〉

担
当

試
験
回
で
の

馬
耕
に
よ
る

荒
起
し

を
お
こ

な
っ

て
い

る
。

一

O
月
=

二

日
に
は
、

「
改
良
作
麦
、

本
日

中
路
下
タ
ノ

田
へ
、

高
田

先
生

差

図
ヲ

以

蒔
付
候

事
」

(

明
治
二

O
年
一

O
月
=
二

日

付
)

裏
作
と
し
て
の

麦
作
の

伝
習
で

あ
る
。

こ

れ

以
降
、

明
治
二
一

年
(
一

八
八

八
〉

五

月

頃
ま
で
の

試

験
田
で
の

農
作
業
は
、

種
籾
の
突、

水
浸
法
や
土

四
い

法
が

お
こ

な

わ
れ
、

苗
代
作

り
、

播
種
、

麦
の

収
穫
な
ど
が

お
こ

な

わ
れ
た
で

あ

ろ

う
が
、

「
日
記
」

に
は

記

載
が
な
い
。

明
治
二
一

年
(
一

八
八
八
)

六

月
二

O
日
に
、

試
験
回
で
の

田

植
え
が

お
こ

な

わ

れ
た
。

そ
の

傑
子
を
、

「
日
記
」

は
、

次
の

よ

う
に
記
し
て
い

る
。

(

明
治一

二

年
六

月
二

O
日

付
)

一
、

試
験
田

植
付
に

付
、

当
村
、

西
谷
、

小
毛
迄
不
残
及
沙
汰
、

牛
遺
・

早
乙

女

多
人

数
相

集
り
、

賑
々

敷
早
朝
よ

り
昼

迄
二

倍
済
シ

候
事
、

右
ニ

付
、

若
主
人

始
奥
方
見
物
と
し
て

出

張
、

近

辺
よ

り

特
々

見
物
ニ

相
越

候
事

試
験
回
で
の

田

結
え
の
に
ぎ
わ
い
と
、

改
良
法
へ

の

関
心
の

高
さ
が

伝
わ
っ

て

く
る
。

馬
鍬
を
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っ
か
い
牛
遣
い
が
縦
横
に
代
か
き
を
お
こ
な
い
、

そ
の
の
ち
、

早
乙
女
が
一

列
に
並
ん
で
、

ま
っ

す
ぐ
に
苗
を
挿
し
て
ゆ
く
G
一

株
の
苗
の
本
数
の
少
な
さ
と
、

植
え
付
け
の
株
と
株
と
の
間
隔
の

広
さ
を
み
た
見
物
人
た
ち
は
、

一

様
に
驚
か
さ
れ
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。

明
治
二
一

年
(
一

八
八
八
)
一

月
二
三
日
付
の
「
日
記
」

に
、

「
高
田
万
太
郎、

過
ル
九
日
立

出
雲
大
社
江
参
り
、

昨
日
帰
り
候
由
」

と
記
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
は
、

前
述
の
県
下
派
遣
の
実
業

教
師
農
談
会
の
出
席
の
た
め
で
あ
る
。

明
治
二
一

年
(
一

八
八
八
)

三
月
八
日
に
は
、

部
栄
の
西
光
寺
に
お
い
て
農
談
会
が
開
催
さ
れ

た
。

「

て

木
日
西
光
寺
に
お
ゐ
て
農
談
会
開
設
ニ

付、

近
村
有
志
面
々

集
会
之
事

一
、

大
主

人
、

右
農
談
会
へ

出
張
相
成
候
事

一
、

勧
農
教
師
高
田
万
太
郎、

向
上
出
張
相
成
候
事
」

(
明

治一

二

年
三
月
八
日
付
)

こ
の
農
談
会
の
内
容
は
不
明
で
あ
る
が
、

伴
成
と
高
田
が
出
席
し
て
い

る
。

ま
た
、

周
年
九
月
に
も
農
談
会
が
開
催
さ
れ
て
い
る
。

「
一
、

本
日
農
談
会
ニ

付、

村
田
義

実
出
張
、

当
郡
内
試
作
人
民
集
会
、

高
田
万
太
郎
出
席
ニ

テ
会
談
相
成
候
事
、

役
場
よ
り
代
理
相

田
啓
太
郎
出
張
相
成
候
事
」

(
明
治一

二

年
九
月
九
日
付
)

九
月
の
農
談
会
の
場
合
、

鹿
足
郡
内
の
改
良
法
試
作
人
の
集
会
で
あ
る
こ
と
が
明
記
さ
れ
て
お

り
、

高
田
の
出
席
の
も
と
(
お
そ
ら
く
、

同
郡
招
轄
の
他
の
実
業
教
師
も
出
席
し
て
い
た
こ
と
が

予
想
さ
れ
る
)
、

試
作
人
同
士
の
会
談
が
お
こ
な
わ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。

こ
の

年
は
、

前
述
の
よ

う
に
、

遠
里
改
良
法
に
も
と
づ
く
試
作
田
で
、

種
籾
の
腐
敗
を
き
っ

か
け
と
し
て
非
難
が
噴
出
し

て
い
た
だ
け
に
、

同
改
良
法
の
具
体
的
な
技
術
問
題
を
め
ぐ
っ

て
細
部
に
わ
た
り
議
論
さ
れ
た
こ

と
は
、

想
像
に
難
く
な
い
。

当
初
、

私
費
招
時
と
は
い
え
、

「
公
的
」

に
高
田
は
、

同
郡
に
派
遣
さ
れ
た
他
の
三
名
の
実
業

教
師
と
同
様
、

担
当
地
域
の
由民
事
改
良
指
導
に
こ
そ
そ
の
役
割
が
あ
っ

た
。

そ
の
地
域
に
、

堀
家

の
小
作
地
が
集
中
し
て
い
た
こ
と
か
ら
、

農
事
改
良
に
よ
り
小
作
地
経
営
の
安
定
化
を
も
た、
り
し

た
と
し
て
も
、

そ
れ
は
結
果
で
あ
っ

て
、

意
識
さ
れ
た
目
的
で
は
な
か
っ

た
。

し
か
し
、

高
田
へ
の
俸
給
の
支
払
が
、

当
初
、

堀
家
か
ら
郡
役
所
に
一

端
納
入
さ
れ
、

郡
役
所

か
ら
お
こ
な
わ
れ
て
い
た
が
、

明
治
二
二

年
(
一

八
八
九
)
一

二
月
か
ら
は
、

堀
家
か
ら
の
直
渡

内凶引む

し
に
か
わ
っ

て
い
る
。

こ
の
こ
と
が
、

た
だ
ち
に
高
田
の
堀
家
に
よ
る
私
的
雇
用
を
意

味
し
な
い

に
し
て
も
、

堀
家
側
に
、

高
田
を
私
的
経
営
に
か
か
わ‘
り
せ
よ
う
と
い
う
意
識
を
う
み
だ
す
き
っ

か
け
に
な
っ

た
と
考
え
ら
れ
な
く
も
な
い
。

事
実、

明
治
二
三
年
(
一

八
九
O
)

に
は
い
る
と
、

五
月
下
旬
よ
り
堀
家
の
小
作
地
に
か
か
わ
る
仕
事
で
高
田
が
登
場
す
る
記
事
が
、

勘
定
場
「
日
記
」

に
頻
出
し
は
じ
め
る
。

堀
家
小
作
地
管
理
の
比
重
を
高
め
は
じ
め
た
高
田
は
、

明
治
二
五
年
(
一

八
九
二
)

九
月
一

日
の
堀
家
「
家
事
ご

制
定
時
に
、

五
等
理
事
と
し
て
「
貸
付
課
・

地
所
課
補
員
」

内
野v

を
つ
と
め
る
こ
と
と
な
り
、

名
実
と
も
に
、

同
家
経
営
の
一

端
を
担
う
こ
と
に
な
っ

た
。

、、-E‘Eaa­，J
 

括

明
治
二
O
年
(
一

八
ノ
七
)

ハ
月
か
ら
の
林
遠
里
の
島
根
県
下
で
の
巡
回
・

演
説
は
、

県
下
で

の
辺
事
改
良
の
た
め
に
、

一仙
附
県
か
ら
の
実
業
教
師
招
轄
の
気
速
を
一

気
に
高
め
た
。

延
べ
六
O

名
を
こ
え
る
実
業
教
師
が

山
下
各
郡
に
配
置
さ
れ
、

遠
里
改
良
法
の
導
入
・

普
及
の
た
め
に
活

nHU
 
nU
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動
を
は
じ
め
る
の
で

あ
る

。

県
勧
業
当
局
の

導
入

策
に
対
し
て

、

各
地
の

名
望
家
層
も
そ
の
た
め
の
「

要
綱
」

を
調
え
な
が

ら
、

積
極
的
に
そ

れ
に
こ

た
え
て
い
っ

た
。

彼
ら
は

、

地
域
の

名
望
家
で
あ
り
な
が
ら
、

多
く
の

所
有
地
を
も
っ

大
地
主
で

も
あ
り
、

円以
事
改
良
に
よ
る
稲
作
生

産
力
の

安
定
は

、

結
果
と
し
て

、

小

作
地
経
営
の

安
定
化
に

寄
与
す
る
こ

と
は
い
う
ま
で

も
な
か
っ

た
。

し
か
し
、

そ

れ
は
結
果
と
し
て
で
あ
っ

て
、

導
入
当
初
か
ら
の

露
骨
な
意
図
で
は
な
か
っ

た
。

そ

れ
ぞ

れ
の

濃
淡
は
あ
っ

た
と
し
て
も
、

あ
く
ま
で
も
、

地
域
の

名
望
家
と
し
て

地
域
の

農
業
発

展
の
た

め
に
か
か
わ
ろ
う
と
す
る
意

識
の
な
せ
る
「
わ
ざ
」

で
あ
っ

た
。

同州
家
に
私
費
招
耐付
さ

れ
、

当

初
、

実
業
教
師
と
し
て
「
公
的
」

に

改
良
法
導
入
・

普
及
の

活
動

を

続
け
て
い
た

高
田
万
太
郎
は

、

「
実
業
教
手
派
遣

人
名
一

覧
表
」

で
は

、

明
治
二

三

年
(
一

八

九
O
)

一

O
月
に

解
雇
さ
れ
た
こ

と
に
な
っ

て
い

る
。

実
業
教
師
と
し
て
の

使
命
の

終
演
で
あ
っ

た
。

し
か
し
、

彼
は

、

掘
家
経
営
の
一

端
を
担
う
経
営
陣
の
一

員
に
迎
え
ら
れ

、

こ
の

地
に
と
ど

ま

り
、

こ
の

地
で

結
婚
を
し
、

こ
の

地
で
生
を
全
う
し
て
い

る
。

福
岡
県
実
業
教
師
と
し
て
の
一

つ

の

来
し

方
で
あ
っ

た
。

、1j'EEaa
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林
家
文
書
一

九

(
仮
題
)

よ

り
引
用

。

「
巡
回
日

誌
」

同
前
よ

り
参
照

。

後
述

、

第
三

節
参
照

。

'E1A
 
nHU
 
旬llム

「
山

陰
新
聞
』

農
事
教
師

(

明
治
二

O
年
一

O
月
五
日
付
記
事
)

当
市
街
の

豪
家
佐
藤
喜
八

郎
氏
が

招
時
せ
し
農
事
教
師
板
倉
九
平
氏

で
は

次
の
よ
う
に
述
べ

て
い

る
。

(

福
岡
県
筑
前
国
)

巳
に

来
松

、

未
だ

場
所
は
定
ま
ら
ざ
れ
ど
も
、

大
試
験
場
を
設
け

、

生

徒
を
募
り
て
之
れ
に
教
授
せ
し
め

、

て
小
試
験
場
を
設
く
る
都
合
な

り
と
い
ふ 其

生

徒
卒
業
の
上
は

、

そ

れ
を
各
村
に

分
配
し

(10)(9) (8) (7)(6) (5) 

「
島
根
県
公
報
』

(

明
治
二

O
年
九
月
二
一

日
付
記
事
)

O
年
八

月
二

四
4
日
付
記
事
)

参
照

。

よ

り
引
用

。

「
島
根
県
公
報
』

(

明
治一

同
前
(

明
治
二

O
年
九
月
一

四
日
付
記
事
)

参
照

。

よ

り
引
用

。

「
福
岡
県
史
』

所
収
「
実
業
教
師
書
簡
」

同
前
よ

り
引
用

。

石
川
県
か
ら

島
恨
県
に
派
遣
さ
れ
た

実
業
教
師
の

名
の
な
か
に

、

「
高
村
」

の

氏
名
を
確
認

彼
ら
は

遠
里
か
ら
の

改
良
法
の
教
授
を

さ
れ
た

実
業
教
師
で
あ
る
こ

と
が
あ
き
ら
か
で
あ
る

。

で

き
る
こ

と
か
ら
、

川
県
で
う
け

、

岡
県
か
ら
派
遣

(

林
家
文
4
一

三

O
l

ノ
、

川
県
属

(12)(11) 

岸
秀
実
の

明
治
二

O
年
九
月
一

七
日
付
の

遠
里
宛
書
簡

、

参
照
)

「

島
恨
県
公
報
』

日
付
記
事
〉

よ

り
引
用

。

明
治
二
一

年
(
一

ノ
八
八
〉

年
段
階
で
の

県
下
二

毛

作
率
は

、

一

二
・

一

%
(

「

よ

り
鉱
山
)

に
過
ぎ
な
か
っ

た
。

そ
の
意
味
か
ら
、

裏
作
栽
培
の

技
術
伝
習
は

つ

の

課
題
で

あ
っ

た
が

、

次
の

新
聞
記
事
(
「
山
陰
新
聞
』

明
治
二

O
年
一

二

地
元
農
民
は
ま
だ
ま
だ

懐
疑
的
な
態
度
を
と
っ

て
い

る

(

明
治
二

O
年
一

O
月
二
一

-
同恨
県
農

計
調
十食
摘
要
」

実
業
教
師
の

月
二

八
日

付
)

に
み
ら
れ
る
よ
う
に

、



こ
と
が

う
か
が
え
る
。

改
良
農
事
の

評

木
郡
(
出
雲
郡
ー

註
西
村
〉

担
当
の

彼
の
農
事
改
良
教
師
某
は
、

ハ

ヤ
五

十
路
余
り
の

年
齢
な
る
が
、

過
日
或
る
試
作
場
へ

麦
を
蒔
き
し
其
法
は
、

藁

灰
に
小
便
を
和
し
た
る
を
麦
種
に
混
ぜ
、

之
れ
を
蒔
き
た

り
し
。

然
る
に
、

其
翌
日

西
風
少
し
く
烈
し
か

り
し
か
ば
、

灰
は
比白
吹
き
飛
ば
さ
れ
て
、

唯
麦
種
の
み
バ

ラ
バ

ラ
と
残
り
居
れ
り
、

之
を
見
て
農
民
共
は
不
審
を
抱
き
、

是
迄
の

慣
習
に
よ
れ
は
、

先
づ

麦
種
を
蒔
き
た
る

後
、

上
肥
と
し
て
籾
殻
或
は

藁
を
布
く
こ
と
な
り
し
が
、

此

の
改
良
法
は
当
地

杯
に
も
適
す
る
も
の
か
と
窃
か
に
殴
や
き
居
る
向
も
あ
る
と
か
、

何
様
粒
々

仕
上
げ
を
五

覧
で
、

其
結
果
の

如
何
ん
を
待
つ
べ

き
の
み
、

通
信
者
は
其

是
非
を
知
ら
ず

ω

前
述
(
注
目
。
)

の

石
川
県
か
ら
の
派
遣
教
師
の
例
の
よ
う
に
、

島
根
県
内
で
も
、

出
雲
郡
派

遺
教
師
板
倉
九
平
の
生
徒
二

名
が
、

隠
岐
に
教
師
と
し
て
派
遣
さ
れ
て
い
る
(
「
福
岡
県
史
』

所
収
、

遠
里
宛
角
惣
平
「
書
簡
」
、

明
治
二
三

年
四
月
二
五
日
付
、

参
照
〉
。

ω

新
聞
記

事
に
い

く
つ

か
例
を
み
る
こ
と
が
で
き
る
。

こ
こ
で
は
迩
摩
郡
の
例
を
あ
げ
て
お
こ

う
(
「
山
陰
新
聞
』

明
治一

二

年
九
月
三

O
日
付
記
事
)
。

本
郡
磯
竹
村
外
三

村
に

於
て
は
、

実
業
教
師
・

勧
業
委
員
・

戸
長
等
立
会
の
上
、

撰

種
、

種
浸
、

土
四
、

苗
代
、

種
蒔
、

水
掛
引
、

畑
苗
、

国
許
、

植
付
、

除
草
等
の

問

題
を
以
っ

て
、

実
業
生

徒
十
一

名
を
試
験
し
、

及
第
者
九
名
を
得
た

り
と
云
ふ

ω

「
島
根
県
公
報
』

(
明
治
二

O
年
一

O
月
=
二

日
付
記
事
)

よ
り
引
用
。

ω

同
前
(
明
治
二
一

年
一

月
四
日
付
記
事
)

よ
り
引
用
。

山

間
前
(
明
治
二
一

年
二

月
二

四
日
付
記
事
)

よ
り
引
用
。

山

間
前
(
明
治
二

O
年
一

二

月
二

六
日
付
記
事
)

よ
り
引
用
o

m

同
前
(
明
治
二

O
年
一

O
月
三
一

日
付
記
事
)

よ
り
引
用
o

m

同
前
(
明
治
二
一

年
一

月
四
日
付
記
事
)

よ
り
引
用
。

日

同
前
(
明
治
二
一

年
一

月
二
七
日
付
記
事
)

よ
り
引
用
。

加

「
山
陰
新
聞
』

(
明
治
二
一

年
一

月
一

八
日
付
記
事
)

参
照
。

ω

本
農
談
会
記
事
の

要
旨
は
、

「
島
根
県
勧
業
雑
報
』

第
三
六
、

三
七
号
に
収
録
さ
れ
て
い
る

が
、

そ
の

詳
細
は
、

明
治
二

四
年
(
一

八
九
一
)

四
月
に
広
戸
徳
之
助
が
刊
行
し
た
「
島
根
県

下
各
都
招
鴨
稲
作
改
良
実
業
教
師
農
談
会
記
事
』

に
よ
っ

て
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

以
下
の

考

察
は
後
者
に
よ
っ

た
。

初

「
山
陰
新
聞
』

(
明
治一

二

年
六
月
二
二
日
付
記
事
)

よ
り
引
用
。

釦

同
前
(
明
治一

二

年
六
月
二
日
付
記
事
)

よ
り
引
用
。

加

高
畦
H

首
宿
農
法
に
関
し
て
は
、

内
藤
正

中
「
簸
川
平
野
に
お
け
る
農
業
生
産
力
の

形
成
」

(
「
日
木
農
業
発
達
史
』

別
巻
上
、

所
収
)
、

嵐
嘉
一

「
ウ
マ
ゴ

ヤ
シ
の

栽
培
史
l

島
根
県

簸
川
平
野
に
お
け
る
民
業
技
術
発
達
の
一

側
面
史
|
』

(
同
前
、

所
収
)
、

中
国
四
国
農
政
局

計
阿
部
「
出
主
平
野
に
お
け
る
股
業
の
展
開
ー

土
地
改
良
を
中
心
と
し
て
|
』

(
昭
和
四
六

年

九
月
)
、

浜
田

年
以
「
簸
川
平
野
に
お
け
る
高
畦
l
菖
稽
農
法
の

展
開
に
関
す
る
研
究
』

(
自

貸
出
版
、

一

九
八
九
年
九
月
)
、

拙
稿
「
明
治
農
法
の
地
域
的
形
成
と
椛
造
l
島
根
県
を
事
例
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と
し
て
l
」

(
「
白
木
史
研
究
』

第
三
六
三
号、

所
収
)

参
照
。

「
山
陰
新
聞
』

(
明
治一

二

年
六
月
一

四
日
付
記
事
)

よ
り
引
用
。

η

同
前
(
明
治一

二

年
七
月
四
日
付
記
事
)

よ
り
引
用
。

mw

同
前
(
明
治一

二

年
六
月
二
O
日
付
記
事
)

参
照
。

仰

向
前
(
明
治一

二

年
六
月
二
六
日
付
記
事
)

参
照
o

m

同
前
(
明
治一

二

年
七
月
八
日
付
記
事
)

参
照
c

叩

同
前
(
明
治一

二

年
七
月

二
ハ
日
付
記
事
)

参
照
。

犯

同
前
(
明
治
二
二
年
三
月
二
七
日
付
記
事
〉

参
照
c

ω

県
勧
四一民
政
策
に
関
す
る
以
下
の
記
述
は
、

と
く
に
こ
と
わ
ら
な
い
限
り
「
新
修
島
被
県
史
』

ω

に
よ
っ

た
。

島
級
県
仁
多
郡
横
田
町
「
紙
原
家
文
書
」

中
に
、

「
明
治
十
九
年
八
月
六
日
、

農
事
巡
回
教

ゆ

師
船
津
伝
次
平、

木
次
町
ニ

於
テ
開
設
セ
シ
農
事
問
答
要
旨
略
記
」

と
し
て
船
津
の
「
農
事
演

説
会
筆
記
」

が
残
さ
れ
て
い
る
。

「
明
治
前
期
勧
業
事
蹟
輯
録
』

上
巻
、

五
二
八
頁
参
照
。

伽

「
名
誉
社
員
名
簿
」

(
「
福
岡
県
史
』

所
収
〉
、

島
根
県
で
は
さ
ら
に
島
根
県
下
の
名
望
家

ω

と
し
て
招
伴
成
、

田
部
長
右
衛
門
が
名
を
連
ね
て
い
る
。

)

「
新
修
島
根
県
史
』

通
史
第
二
、

一

八
八
頁
参
照
。

川

内
藤
正
中
「
資
本
主
義
確
立
期
に
お
け
る
地
方
自
治
制
度
(
E
)

・

(
E
)
」

(
「
山
陰
文

け

化
研
究
紀
要
』

第
四
号
・

第
五
号
所
収
)

参
照
。

同
前
(
皿
)
、

一
一

頁
参
照
。

川

同
人
自
筆
に
よ
る
「
履
歴
書
」

が
「
仁
摩
町
誌
』

(
昭
和
四
七
年
六
月
)

四
五
九
頁
j
四
六

ω

五
頁
に
収
録
さ
れ
て
い
る
。

「
島
根
県
公
報
』

(
明
治
二
O
年
八
月
五
日
付
記
事
)

よ
り
引
用
。

同
前
、

第
百
四
拾
五
号
附
録
(
明
治
二
O
年
一
一

月
四
日
付
)

参
照
。

明
治
二
一

年
一

月
一

日
付
の
波
多
江
与
七
の
林
遠
里
宛
の
書
簡
(
「
福
岡
県
史
』

所
収
、

「
実
業
教
師
書
簡
」

よ
り
引
用
)

に
も
、

こ
の
こ
と
に
か
ん
し
て
、

次
の
よ
う
に
触
れ
て
い
る
。

此
節
当
県
下
江
御
赴
任
ノ
教
師
総
集
会
ノ
儀
、

雲
石
両
国
ノ
郡
役
所
江
安
井
好
尚
殿

よ
り
御
照
会
相
成
候
処
、

幸
ニ
シ
テ
何
れ
も
賛
成
ヲ
得
候
問
、

一

月
中
旬
ノ
頃
、

出

雲
杵
築
大
社
辺
り
ニ

於
テ
会
開
可
致
筈
ニ

御
座
候
問
、
日疋
又
御
照
会
申
上
候

「
山
陰
新
聞
』

(
明
治
二
一

年
一
一

月
七
日
付
記
事
)

よ
り
引
用
。

堀
家
文
書
「
大
森
御
役
所
江
主目
上
由
緒
拘
」

(
文
久
二
年
二
月
)

に
よ
る
。

同
前
「
宗
門
人
別
持
高
御
改
帳
」

(
安
政
元
年
三
月
)

に
よ
る
。

拙
稿
「
地
方
名
望
家
と
勧
農
社
実
業
教
師
の
招
聴
!
島
根
県
鹿
足
郡
堀
家
と
高
田
万
太
郎
!
」

(
「
社
会
科
学
』

第
四
O
号
、

所
収
)

所
収
、

第
二
表
「
堀
家
寄
付
金
一

覧
表
」

参
照
。

「
実
業
教
手
派
近
人
名
一

覧
表
」

(
「
福
岡
県
史
』

所
収
)

参
照
。

間川
家
文
書
「
公
文
Hド川
知
綴
込

招
勘
定
場
」

(
明
治
一

九
年
一

二
月
)

同
前
所
収
資
料
。

「
尖
業
教
手
派
泣
人
名

(44)(43)(42) (/18) (47) (46) (45) (52)(5l )(50)(，19) 

所
収
資
料
に
よ
る
。

覧
表
」

(
『
福
岡
県
史
』

所
収
)

に
よ
る
。

な
お

高
田
家
に
つ

1 0 3 



い

て
は
、

高
田

耕
作
氏
(

福
岡
県
早
良
区
飯
倉
)

か

ら
の

聞
き
取
り
を
参
考
に
し
た
o

m

こ
の

座

談
会
の

記

録
は
、

伊
藤
角
一

・

越

智
綱
義
共
編
「
農

哲
林
遠
里

翁
を
憶
ふ
』

協
会
、

昭
和
九

年
)

に

収
録
さ
れ
て
い

る
。

ω

同州
家

文
書
「喝
公

文
書
綴
込

呪
勘
定
場
」

(

明
治
一

九

年
一

二

月
)

に
つ
づ

ら
れ
た

郡
役
所

か

ら
の

「
照

会
状
」

に

よ
る
。

日

明
治
二

五

年
(
一

八

九
二
)

九

月
一

日
の

堀
家
「

家
憲
」

発
布
式
の

様
子
は
、

当
日
の

勘
定

(

場
「
日

記
」

に

詳
し
い
。

同
記

事
は
、

拙
稿
「
地
方
名
望
家
と

勧
農
社
実
業
教
師
の

招
特
1

島

根
県
鹿
足
郡
明
家
と

高
田
万

太
郎
l
」

に

翻
刻
さ
れ
て
い

る
の

で

参
照
さ
れ
た
い
c

(

篤
農
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